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（開会 午前９時３０分） 

◎議会事務局長（長 克義君） 

起立願います。礼。着席願います。 

◎議長（進藤啓一君） 

おはようございます。 

昨年８月３０日、日本では第９６代６３人目、民主党では３人目となる野田佳彦

政権が誕生しました。それから約１年経過しますが、中央政界は混沌としているよ

うであります。昨年３月１１日に発生した東日本大震災の復旧も被災者の方からす

れば思うように進んでいないようでありますし、小さな島ではありますが、沖縄県

並びに島根県に位置する日本国固有の領土と言われていますその帰属を含む国家間

問題も大きく横たわっています。 

今、「近い内に解散」ということが言われています。「近い内」の解釈も色々ある

ようですが、いずれにいたしましても、近い内に解散される今度の選挙でどのよう

な形での政権が誕生するにしても、国内政治の安定・経済力の向上、更には国際社

会での日本の確固たる地位の確立への取り組み等を願いたいと強く思う次第であり

ます。 

さて今議会には、昨年度予算の決算と、本年度の補正予算案などが上程されてい

ます。言うまでもなく議会には、編成された予算が適正的確であるか、そしてその

予算が適切に執行されたかを含め、いわゆる予算に関する審議が大きく課せられて

いると考えます。そういう意味からしましても、今議会の皆さんの活発にして真摯

なご議論をお願い申し上げ、冒頭のご挨拶とさせていただきます。 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの出席議員数は１６名全員であります。定足数に達しておりますので、

平成２４年第３回粕屋町議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（進藤啓一君） 

会議録署名議員の指名をいたします。 

今期定例会の会議録署名議員には、会議規則第１２０条の規定により、議長にお

いて、１４番、浦元 甫議員、及び１６番、八尋源治議員を指名いたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から９月２５日までの１９日間といたしたいと思いま
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す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日から９月２５日までの１９日間と

決定いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、法令に基づく報告を求めます。 

因町長。 

（町長 因 清範君 登壇） 

◎町長（因 清範君） 

おはようございます。 

今年の夏は大変猛暑続きでございます。まだ日中は大変暑うございますけれど

も、朝夕は秋めいてまいりました。このような時を夏の果てと言うそうでございま

す。 

さて本日、平成２４年第３回粕屋町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、何かとご多忙の中お揃いでお元気でご出席賜りまして、心

から御礼申し上げます。 

それでは、法令に基づく報告をいたします。 

報告第３号は、平成２３年度粕屋町健全化判断比率についてでございます。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律、第３条第１項の規定によりまして、

監査委員の意見を付して議会に報告するものでございます。 

報告第４号は、平成２３年度粕屋町公営企業の経営の健全化についてでございま

す。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定によりまし

て、監査委員の意見を付して議会に報告するものでございます。 

以上で、法例に基づく報告を終わります。 

（町長 因 清範君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、諸般の報告を求めます。 

因町長。 

（町長 因 清範君 登壇） 

◎町長（因 清範君） 

それでは、諸般の報告をいたします。 

一部事務組合の平成２３年度決算についてでございます。 

決算額につきましては、資料に記載のとおりでございますので、ご覧いただきた
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いと思います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

（町長 因 清範君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

議案等の上程を行います。 

お手元に配付いたしておりますように、今期定例会に町から提出された議案は１

９件と諮問が１件であります。 

提案理由の説明を求めます。因町長。 

（町長 因 清範君 登壇） 

◎町長（因 清範君） 

それでは、平成２４年第３回粕屋町議会定例会に町から提案いたします案件とい

たしましては、さきに議長から申されましたように、条例の制定が１件、条例の改

正が５件、平成２４年度補正予算が５件、備品購入契約の締結が１件、これは酒殿

を所管いたします１２分団の消防自動車の購入の件でございます。平成２３年度決

算認定が７件、人権擁護委員の推薦に伴う諮問が１件、以上、２０件でございま

す。 

それでは、議案第３７号から順に、ご説明申し上げます。 

議案第３７号は、粕屋町飼い犬等のふん害等防止に関する条例の制定についてで

ございます。 

本条例は、飼い主の責任としての飼い犬等のふん又は尿の処理等に関し、必要な

事項を定めることにより、飼い主のマナー向上及びふん害防止に関する意識の高揚

を図り、住民の快適な生活環境を確保することを目的として、制定するものでござ

います。 

主な内容といたしましては、公共の場所等において飼い犬等を移動させるとき

は、飼い主はふんを処理するための用具を携帯し、公共の場所を汚したときは、そ

のふんを持ち帰り、又尿により汚したときは、他人に迷惑を及ぼさないように適正

に処理するなど、飼い主としての責任を十分自覚し、飼い犬等を適正に飼養、又は

管理するとともに、町が行う施策に協力することを責務とするものでございます。 

また飼い主が、責務に違反していると認めるときは、必要な措置を講じるよう口

頭により指導し、または勧告及び公表することができるものとし、勧告を受けた飼

い主が従わないときは、勧告に従うよう命令することができ、命令に違反したとき

は、過料に処することができるとするものでございます。 

議案第３８号は、粕屋町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の

一部を改正する条例についてでございます。 
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今回の改正は、既に地区計画が設定されている長者原駅南地区の区域内にけるＢ

地区において地区整備計画が設定されたことと、新たに花ヶ浦ヒラキ地区におい

て、地区計画及び地区整備計画が設定されたことに伴い、条例適用の区域として追

加するものでございます。 

長者原駅南地区においても、花ヶ浦ヒラキ地区においても、区画整理に伴う低層

住宅地の整備を主な目的としておりまして、用途や最低敷地面積等を条例として制

限し、合理的かつ健全で住み良い町並みの整備を目指すものでございます。 

議案第３９号は、粕屋町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

についてでございます。 

今回の改正は、粕屋町乳幼児医療費の助成対象につきまして、福岡県の制度に準

じて対象者を０歳から小学校就学前としておりますが、来年度より、要するに２５

年度からでございますが、町単独事業として、入院に係る医療費助成について、小

学校６年生まで対象を拡大するものでございます。 

対象者が小学校６年生までになることで、題名に「こども」を追加すると共に、

医療費助成対象年齢の引き上げについて所要の措置を講ずるものでございます。 

議案第４０号は、粕屋町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する

条例についてでございます。 

この条例は、粕屋町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部改正に伴い、粕屋町

重度障害者医療費の支給に関する条例の中の条文に題名を引用しているため、所要

の措置を講ずるものでございます。 

議案第４１号は、粕屋町営住宅管理条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

これは、平成２４年８月１日告示第３９号による住居表示の実施に伴い、平成２

４年９月２２日から粕屋町営甲仲原団地位置の表示を変更するため、所要の措置を

講ずるものでございます。 

議案第４２号は、粕屋町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例についてでござ

います。 

議案第４１号と同様の理由により、平成２４年９月２２日から粕屋町立仲原幼稚

園の位置の表示を変更するため、所要の措置を講ずるものでございます。 

議案第４３号は、平成２４年度粕屋町一般会計補正予算についてでございます。 

今回は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億８,０８９万３,０００円

を増額し、歳入歳出予算の総額を１１８億６８９万３,０００円とするものでござ

います。 

歳入の主なものといたしましては、地方交付税を８,１６６万７,０００円、国庫
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支出金を６,４１７万５,０００円、県支出金を２,４４６万１,０００円、繰越金を

３億６２４万９,０００円、町債を６,３３３万７,０００円それぞれ増額し、繰入

金を１億６,４２１万５,０００円減額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、児童手当給付事業費を７億２,７９７

万１,０００円とし、これは、子ども手当から児童手当に変わったことに伴うもの

でございます。財政調整基金費を１億９,３６３万７,０００円、障害者自立支援給

付事業費を６,３１０万２,０００円、下水路整備事業費を２,０００万円、感染症

予防事業費を１,７６９万９,０００円それぞれ増額し、子ども手当給付事業費を、

先ほどお話ししましたように、７億２８０万８,０００円、学校給食センター建設

事業費、これは６月議会でも質問があった件でございますけれども、これは今年度

事業はしないということで、３,８００万円減額をするものでございます。 

議案第４４号は、平成２４年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算についてで

ございます。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億１,６５７万４,０

００円を増額し、歳入歳出予算の総額を４１億１,１５９万８,０００円とするもの

でございます。 

歳入の主なものといたしましては、国民健康保険税を本算定結果から１４１万

９,０００円を減額し、療養給付費等交付金過年度分を２,５９８万２,０００円、

前期高齢者交付金現年度分を９,３１９万８,０００円、それぞれ増額するものでご

ざいます。また、２３年度決算見込により、歳入欠陥補填収入を４,４４３万５,０

００円減額し、収支均衡を図るため、当年度財源不足分を４,３２４万８,０００円

を増額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、保険給付費を３,７３０万円、額の確

定に伴い、後期高齢者支援金等を５,８７０万７,０００円、介護納付金を１,７０

４万８,０００円、国庫支出金等返納金を５,４３４万４,０００円増額するもので

ございます。また老人保健拠出金６４５万６,０００円、前年度繰上充用金を４,４

４３万５,０００円減額するものでございます。 

次に、議案第４５号は、平成２４年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算に

ついてでございます。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,５８５万２,０００

円を増額し、歳入歳出予算の総額を４億１,６９７万３,０００円といたすものでご

ざいます。 

歳入といたしましては、後期高齢者医療保険料３４１万４,０００円の減額と、

繰入金５６万８,０００円、繰越金１,８６９万８,０００円を増額するものでござ
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います。 

一方、歳出といたしましては、総務費５６万８,０００円、後期高齢者医療広域

連合納付金１,２３９万８,０００円、一般会計繰出金を２８８万６,０００円増額

するものでございます。 

議案第４６号は、平成２４年度粕屋町介護保険特別会計補正予算についてでござ

います。 

今回の補正は、保険事業勘定で、歳入歳出予算のそれぞれに１億７６３万２,０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１７億２,５８２万６,０００円とするもの

でございます。 

歳入の主なものは、本算定による保険料６４７万８,０００円、国県支出金４,９

３０万１,０００円、支払基金交付金２,８６３万１,０００円、繰入金１,２８２万

５,０００円、前年度繰越金１,０３９万７,０００円をそれぞれ増額するものでご

ざいます。 

一方、歳出の主なものは、保険給付費９,８００万円を増額するものでございま

す。また、介護サービス勘定は、歳入歳出予算のそれぞれに２５万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を８９６万４,０００円とするものでございます。 

歳入の主なものは、繰越金を４７万７,０００円増額し、繰入金を２２万２,００

０円減額するものでございます。一方、歳出の主なものは、総務費を２５万５,０

００円増額するものでございます。 

議案第４７号は、平成２４年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算

についてでございます。 

今回の補正は、歳入歳出予算それぞれ２１９万７,０００円を追加し、歳入歳出

予算総額を６０４万８,０００円とするものでございます。 

歳入では、前年度繰越金を２１９万７,０００円増額し、歳出では、一般会計繰

出金を２１９万７,０００円増額するものでございます。 

議案第４８号は、消防ポンプ自動車買い替えによる備品購入契約の締結について

でございます。 

粕屋町酒殿区が受け持ちでございます第１２分団の消防ポンプ自動車は、購入よ

り１９年が経過しておりまして、老朽化によりポンプ性能が低下し、火災時に十分

な消火活動ができない恐れがあることで、買い換えを行うものでございます。納期

は、契約効力発生の翌日から、平成２５年２月２８日までとするものでございま

す。この購入を実施するにあたり、指名業者６社による指名競争入札に付したとこ

ろ、株式会社九州防災センター、代表取締役 永江昭浩が消費税込み１,４３８万

５,０００円で落札いたしましたので、この者と備品購入契約を締結するにあた
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り、契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、議会の議決を求め

るものでございます。 

議案第４９号は、平成２３年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定についてでご

ざいます。 

平成２３年度歳入歳出決算は、歳入総額１２３億８,００２万５,２２３円、歳出

総額１１７億４,９４０万５,４３５円となり、歳入歳出差引６億３,０６１万９,７

８８円となっております。この額には、次年度への繰越明許費繰越額財源２,４３

７万円が含まれておりますので、それを差し引きますと、実質収支額は６億６２４

万９,７８８円となっております。 

歳入では、前年度比で、町税が１.９％、１億８４１万３,０００円の増、諸収入

が７７.０％、１億４００万２,０００円の増、国庫支出金が６.７％、９,１８１万

８,０００円の増、町債が１９.５％、２億５０２万８,０００円の減、県支出金が

８.９％、７,７８８万５,０００円の減、繰越金が９.７％、６,３６５万５,０００

円の減となり、歳入総額では１７８万２,０００円の減となっております。 

歳出では、前年度比で、総務費が２.４％、２,９０６万３,０００円の減、民生

費が４.７％、１億７,１８３万５,０００円の増、土木費が１０.３％、１億５,３

６１万８,０００円の減、教育費が３.３％、５,１３６万８,０００円の増となって

おりまして、歳出総額といたしましては０.４％、４,２９４万５,０００円の減と

なっております。 

また、一般会計の町債残高は１０３億７,９８３万２,０００円となり、基金残高

は２７億２,０９９万２,０００円となっております。 

次に、議案第５０号は、平成２３年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定についてでございます。 

平成２３年度歳入歳出決算は、歳入総額３５億６,６８２万３,９１７円、歳出総

額３７億７,２３８万８,３８４円で、歳入歳出差引２億５５６万４,４６７円の歳

入不足となり、赤字決算となっております。 

まず、歳入では、前年度に比べ国庫支出金が６,７１２万５,０００円、前期高齢

者交付金が４,６３１万７,０００円、療養費給付費等交付金が３,９８８万９,００

０円、それぞれ増額になっておりまして、県支出金が７４７万４,０００円の減額

となっております。歳入総額では、前年度と比べ２億１,３２３万８,０００円の増

となっております。 

一方、歳出につきましては、保険給付費が２４億２,８９０万円で、前年度と比

較して８,０００万円余り増額し、前年度繰上充用金が１億２,９９５万３,０００

円、後期高齢者支援金等が３,６６１万３,０００円、介護納付金が２,２０３万３,
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０００円それぞれ増額しており、また、平成２３年度単年度収支では４,３１６万

３,０００円の赤字となっております。 

議案第５１号は、平成２３年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定についてでございます。 

平成２３年度歳入歳出決算は、歳入総額３億６,９１４万７,５０４円、歳出総額

３億５,０４４万８,２８９円で、歳入歳出差引１,８６９万９,２１５円が次年度へ

の繰り越しとなっております。 

本会計は、７５歳以上の後期高齢者の医療を各市町村の国民健康保険から切り離

し、平成２０年度から開始されたものでございます。運営につきましては、福岡県

後期高齢者医療広域連合で行っております。 

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料の２億７,７０２万７,７３０円で、歳

出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金の３億２,９５５万９,５８５円で

ございます。 

議案第５２号は、平成２３年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてでございます。 

平成２３年度の決算は、保険事業勘定で、歳入総額１６億１,２２６万１,９４１

円、歳出総額１６億１８６万３,９１４円、歳入歳出差引額１,０３９万８,０２７

円が次年度への繰り越しとなっております。 

歳入の主なものといたしましては、第１号被保険者保険料３億１,６５６万９,０

９４円、国・県支払基金からの負担金及び交付金が９億８,４９５万５,８９８円、

一般会計からの繰入金２億６,９００万５,８９８円、繰越金２,１５５万３,０５１

円となっております。 

一方、歳出につきましては、全体の９１.７％を占める保険給付費１４億６,８３

４万７,１０２円と、総務費８,００４万１,９０９円、地域支援事業費３,２０７万

５,２８３円で、全体の９８.７％となっております。 

次に、介護サービス勘定でございますが、歳入総額９７７万８,３７７円、歳出

総額９２９万９,９２９円、歳入歳出差引額４７万８,４４８円が次年度への繰り越

しとなっております。 

歳入は、ケアプラン作成によるサービス収入８７８万５,３２０円と、繰入金７

１万４,０００円、繰越金２７万９,０５７円でございます。歳出は、総務費７１４

万９,６６９円、サービス事業費２１５万２６０円でございます。 

次に、議案第５３号は、平成２３年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてでございます。 

平成２３年度の決算は、歳入総額８０１万５,１６２円、歳出総額４８１万８,１
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４０円で、歳入歳出差引額３１９万７,０２２円が次年度への繰り越しとなってお

ります。 

歳入の主なものは、貸付金の償還と繰越金でございます。貸付金の償還につきま

しては、現年度分の償還率が８５.６％、過年度分の償還率が２.５％となっており

ます。 

一方、歳出の主なものは、一般会計繰出金でございます。 

議案第５４号は、平成２３年度粕屋町水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決

算の認定についてでございます。 

地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、平成２３年度粕屋町水道事業会

計決算に伴う剰余金を剰余金処分計算書案のとおり、減債積立金へ５００万円、建

設改良積立金へ７,５００万円処分をするものでございます。 

あわせて、平成２３年度粕屋町水道事業会計決算は、柚須地内の配水管改良工事

並びに浄水場内、前次亜注入設備改修工事などを行っております。収益的収支につ

きましては、消費税を除きまして、事業収益８億８,２８４万２,４４７円、事業費

用８億２６５万９７９円、差し引き８,０１９万１,４６８円の純利益を計上いたし

たところでございます。 

主な支出は、福岡地区水道企業団と須恵町からの受水費３億２,０６０万４,０６

６円、減価償却費２億６３２万８,３０６円、企業債利益６,３２７万７,１９０円

等でございます。 

次に、資本的収支につきましては、消費税を含みまして、収入総額８９万２,５

００円、支出総額２億３,４３２万７,３２３円、差引不足額の２億３,３４３万４,

８２３円につきましては、過年度分損益勘定留保資金などで補填いたしました。 

主な支出は、改良工事費１億１,２５８万６,２５０円、企業債償還金１億８４８

万９８円等でございます。 

議案第５５号は、平成２３年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計収入支出決算

の認定についてでございます。 

平成２３年度は粕屋フォーラム駐車場雨水調整池新設工事を行いました。収益的

収支につきましては、消費税を除きまして、事業収益９億８,２００万４７２円、

事業費用１０億５,９５１万７,４８３円、差し引き７,７５１万７,０１１円の純損

失を計上いたしたところでございます。 

主な支出は、流域下水道維持管理負担金４億９８６万３,８８８円、減価償却費

２億８,６５７万３,９０９円、企業債利息２億５,７１７万８１９円等でございま

す。 

次に、資本的収支につきましては、消費税を含みまして、収入総額９億１,８４
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５万７,４２０円、支出総額１０億２,９６８万１,８７４円、差引不足額１億１,１

２２万４,４５４円につきましては、当年度分損益勘定留保資金などで補填いたし

たところでございます。 

主な支出は、管渠事業費３億５,４６１万４５０円、企業債償還金５億９,８９３

万５,１５９円などでございます。 

以上の事業を実施しました結果、平成２３年度末では、計画面積８１６ヘクター

ルに対し、６９７.１ヘクタールの整備が完了いたしました。整備率８５.４％が完

成したことになります。また、行政区域内人口４万３,５０７人に対しましては、

処理区域内人口４万２,３３３人で、下水道普及率は９７.３％となっております。 

次に、諮問第３号は、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでご

ざいます。 

平成１９年１月１日から人権擁護委員をしていただいております澤田初美氏の任

期が、本年１２月３１日で満了となります。つきましては、澤田氏を再度、人権擁

護委員の候補者に推薦するにあたり、議会の意見を求めるものでございます。澤田

氏は、経歴書にありますように、粕屋町の行政吏員として３４年間奉職され、広く

社会の実情に通じられ、人格・識見ともに優れたお方でございます。 

なお、委員の推薦につきましては、任期満了の３カ月前までに行うことになって

おります。つきましては、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

以上で、すべての議案について、提案理由の説明を終わらせていただきます。何

とぞよろしくご審議賜りますようお願いいたしまして、報告等終わります。 

（町長 因 清範君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

議案等に対する質疑に入ります。質疑は一括議案番号順にお願いいたします。質

疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

次に、意見書案の上程を行います。お手元に配付いたしておりますように、今期

定例会に提出されました意見書案は２件であります。事務局長が意見書案を読み上

げます。 

事務局長。 

◎議会事務局長（長 克義君） 

意見書案の上程。 

議事日程表の５ページ以降、２件でございます。 
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意見書案第７号、自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援

を求める意見書（案）。 

上記の意見書（案）を、別紙のとおり粕屋町議会会議規則第１４条の規定により

提出いたします。 

平成２４年８月３０日、提出者、粕屋町議会議員、浦元甫議員、山 秀隆議員 。

付託委員会は総務常任委員会を予定。 

意見書案第８号、「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制

強化等を求める意見書（案）。 

上記の意見書（案）を、別紙のとおり粕屋町議会会議規則第１４条の規定により

提出いたします。 

平成２４年８月３０日、提出者、粕屋町議会議員、浦元甫議員、山 秀隆議員 。

付託委員会は厚生常任委員会を予定。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、請願を受理しておりますので、事務局長が報告いたします。 

◎議会事務局長（長 克義君） 

請願の報告、同じく議事日程表の１２ページをお開きください。請願文書表、受

理番号２番、受理年月日、平成２４年８月２３日。件名、「少人数学級推進」、「義

務教育費国庫負担制度拡充」を国の関係機関に求める意見書提出に関する請願。請

願の要旨、請願書写添付につき省略。請願者の住所及び氏名、糟屋郡粕屋町大字酒

殿、朝倉信生さん。紹介議員氏名、川口學議員、田川正治議員、本田芳枝議員、小

池弘基議員。付託委員会、総務常任委員会を予定。 

受理番号３番、受理年月日、平成２４年８月２９日。件名、拉致問題意見書決議

（案）に関する請願書。請願の要旨、請願書写添付につき省略。請願者の住所及び

氏名、福岡市博多区博多駅前、北朝鮮に拉致された日本人を救出する福岡の会、代

表、辻幸男さん。紹介議員氏名、因 辰美議員。付託委員会、総務常任委員会を予

定。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

お諮りいたします。 

本日上程されました議案、諮問並びに意見書案につきましては、付託表のとお

り、それぞれ所管の委員会に付託いたしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本日上程されました議案、諮問並びに意見書案につきましては、付託表

のとおりそれぞれ所管の委員会に付託することに決定いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、請願につきましては、会議規則第９２条の規定により、お手元に配付の文

書表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託いたしますので、よろしくご審議のほ

どお願い申し上げます。 

◎議長（進藤啓一君） 

お諮りいたします。 

本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第４５条の規定により、議長に一任していただきたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は議長に一任していただくこ

とに決定いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

（散会 午前１０時１７分） 
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（開会 午前９時３０分） 

◎議長（進藤啓一君） 

おはようございます。傍聴にお見えいただいています皆様にお知らせをいたしま

す。今年３月定例会で議会のあるべき姿を定めた粕屋町議会基本条例を制定いたし

ました。その中に今から行います一般質問は、前の６月議会から、質問者の質問回

数に制限を設けず、一方、答弁者にも質問者に対する逆質問を可能とし、時間は質

問・答弁合わせて１時間としていますので、お含みください。なお、質問者、答弁

者におかれましては、条例の主旨をわきまえ対応されますようお願いいたします。 

ただいまの出席議員数は１６名全員であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（進藤啓一君） 

それでは、ただいまから一般質問を行います。質問者は会議規則等を遵守し、発

言に関しましては大所・高所からの発言に心がけ、さらに文書通告の主旨にのっと

り簡明に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく的確に、しかも簡単

明瞭にされますことを議事進行上、要請する次第であります。なお答弁側におかれ

ましては、答弁者が誰か明確となるよう、発声をもって意思表示されますよう、併

せてお願いをいたします。 

それでは、通告順に質問を許します。 

７番 本田芳枝議員。 

（７番 本田 芳枝君 登壇） 

◎７番（本田芳枝君） 

７番 本田芳枝でございます。おはようございます。それでは、通告書に基づ

いて始めます。 

今回は、次の５点について。１、大津市のいじめの件に関して、粕屋町の教育

委員会の体制を問います。幸い文科省が８月に全国の小中学校にアンケート調査

をしているので、粕屋町の状況を。続けて、６月に引き続き学童保育事業のあり

方。そして、全児童対象の「放課後子ども教室」事業について。４、５は高齢者

の施策について。阿恵大池公園の整備が進んでいます。完成後の運営に関して、

住民との協議が必要ですが、親水公園としての整備の予算が本年付いていますの

で、来年４月開園に向けての協議のあり方を。そして、高齢者が最後まで自宅で

自分らしく生きるサポート体制について問います。 

まず最初に、学校でのいじめ問題について。今年の夏はいじめ問題と節電対

策、脱反原発に関することで明け暮れました。多くの国民の関心の深さの表れだ
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ったと思います。特にいじめ問題に関しては子どもの人権について、６月の一般

質問のときから考えさせられることが多かったので深く心が痛みました。大津市

で昨年男子生徒が自殺した一連の事例を受けて、文部科学省は全国の小中学校に

対してアンケート調査をし、８月いっぱいに回収、対策を練るという発表があり

ました。平野文部科学大臣は、どんな学校でもいじめは必ずあるはずだから、き

ちんと調査をしてほしいと訴えていました。今回の私の質問は、粕屋町における

そのアンケートの結果といじめ打開策についてお尋ねします。 

１、粕屋町の小中学校での状況。２、いじめの通報が教育委員会にあった場合

の対処。３、各学校のいじめをなくす取り組みを支援する具体的なサポート体制

が粕屋町の教育委員会にあるか、ということをまず、教育長にお尋ねいたしま

す。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

おはようございます。ただいまの本田議員のご質問にお答えをいたします。 

今議員の方からお話がありましたように、先月の８月１日付で福岡県教育委員

会を通して文部科学省からいじめ問題に関する児童生徒の実態把握並びに教育委

員会及び学校の取り組み状況に係る緊急調査が実施されました。調査の概要は、

１、学校及び教育委員会のいじめ問題への取組状況に関して。２、学校において

児童・生徒の状況を把握し、いじめの７月末時点での認知件数の報告でありまし

た。いじめの認知件数につきましては、粕屋町では小中学校６校で１件報告が上

がってきております。概要につきましては、中学校の男子生徒が休み時間に同級

生から嫌がらせを受けていた。通りかかった教師から厳しく注意を受け、学校の

方からは保護者に連絡が行きました。保護者の方としては、生徒から、誰から今

までどんなことをされてきたかを聞き取っていただき、学校に報告、学校では手

分けをして加害者である生徒の確認をして、本当にやったのかどうか確認をし

て、夕方保護者に連絡、加害者と保護者の生徒・保護者が一堂に会して事実を確

認し謝ったと。学校でもこのような指導をしているが、家庭においても指導をお

願いしたいということでございました。 

今、お話にありましたように、いじめはどの学校でもどの子にでも起こりうる

状況でありますので、そういう認識のもと、早期発見、早期対応に努めてまいり

たいと思います。 

いじめの通報が教育委員会にあった場合の対応はどうなっているかということ

でございますが、いじめの状況を学校への指導と支援に努める教育委員会といた
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しましては、いじめの状況を確実に把握し、迅速かつ適切な指導を行うことが教

育委員会の仕事だと考えております。したがいまして、質問は保護者等から教育

委員会に直接通報があった場合の対処の仕方ということですが、教育委員会とい

たしましては、学校に通報内容の事実かどうかを確認を行います。学校はいじめ

られた側、いじめた側双方に聞き取りの実施をいたします。いじめの事実が確認

できれば、いじめた児童生徒に対し、いじめは陰湿かつ重大な人権侵害である、

いじめは犯罪であるということを諭し、反省を促し、二度とこのようなことをし

ないように確認をさせるところでございます。保護者に対してもこれを連絡し、

早期に双方の児童生徒、保護者が話し合いを持ち、いじめた側が謝罪するなど、

再発することがないように確認をいたします。 

学校側といたしましても、いじめられている子どもを最後まで守り抜くという

強い信念で、その後の休憩時間などでも状況を見守っていくようにしておりま

す。 

続きまして、３番目の質問ですが、各学校のいじめをなくす取り組みを支援す

る具体的なサポート体制が教育委員会にあるかというご質問でございます。先月

の校長会でも教育委員会といたしまして、まず各学校に組織の充実を求めまし

た。各学校にいじめ問題対策委員会を設置すること。２つ目には、いじめの早期

発見、早期対応を求めるため、いじめのアンケートを学期ごとに実施する。それ

でもつかめない場合は、児童生徒１人１人に担任が個人面談をすること。それか

ら職員室、保健室等に子どもたちがいつでも相談しやすいように、相談ポストを

設けなさいということ。また、教育委員会といたしましては、毎年社会教育の方

で、このわかくさ（ワカクサ）というのを各学校に配布しております。この中に

いじめの標語がございますので、これを活用して、トイレ等とかに掲示するよう

に指示をしたところでございます。 

また、一方教育委員会のサポート体制といたしましては、組織の充実を図るた

めに指導主事と職員の派遣をいたします。２つ目に、職員の研修等における講師

を派遣いたします。３番目に、児童と生徒、あるいは保護者から要請があれば、

スクールカウンセラーを派遣いたします。また、学校だけで足らない場合には家

庭、学校、その他の機関をつなぐためにスクールソーシャルワーカーを派遣いた

します。以上のことを教育委員会のサポート体制として考えておるところでござ

います。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 
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◎７番（本田芳枝君） 

最初、すみません、学校の名前をちょっと聞き取り、メモしていてあれだった

のですが、仲原小学校でしたっけ。 

◎教育長（大塚 豊君） 

いえ、学校の名前は言っていません。 

◎７番（本田芳枝君） 

言っていらっしゃらないのですね、それでだ。ある学校でということだったん

ですね。 

◎教育長（大塚 豊君） 

町内の中学校でございます。 

◎７番（本田芳枝君） 

中学校。 

◎教育長（大塚 豊君） 

はい。 

◎７番（本田芳枝君） 

それで、件数が１件、つまり６校で１件ということですね。 

◎教育長（大塚 豊君） 

はい。 

◎７番（本田芳枝君） 

それは４月から１学期の間のことですね。 

◎教育長（大塚 豊君） 

今まではずっとゼロで来ておりました。ただ、文部科学省の緊急アンケートで

上がってきたものが１件ございました。 

◎７番（本田芳枝君） 

はい、わかりました。私が思っていたよりも非常に少ない状況だと思って、や

や安心いたしましたが、それをそのまま１件というふうには受け取れない感じが

あります。それは、いじめといっても幅が広い。本当に、本人がいじめられたと

認識ができるかどうか。それもあると思うので、こういうふうにして出てくる数

字では難しいのかなというふうに思いました。幸い、今小中学校は落ち着いてい

るという評価を受けていますが、昨年ですね、今年度の３月に仲原小学校で教育

委員会の方から卒業を前に、子どもたちにお話をされた事実を聞いております。

それで、昨年は結構いろんなトラブルがあったというふうには聞いていますが、

今回そのことはちょっとふれないで、今、こういう形で粕屋町全体がいじめに対

して強い姿勢で、絶対に子どもたちにいじめはあってはならない。またいじめら
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れた子は守り抜くという姿勢を、今教育長がお示ししてくださったんですが、具

体的に、そうすることはいじめをあぶり出す、いじめを探して、探して、探し回

って、本当にそのいじめを対処するというやり方のようにも聞こえました。でも

それはちょっとどこか私は違和感を感じます。子どもたち、あるいは大人がいる

社会の中である程度のいじめは必ずあると思います。それは人間関係のトラブル

です。そういったトラブルに対してどのように対処するかということを、もう子

どもの段階から学校とかいろんな場所で子どもたちに大人が接しながら教えてい

く必要が、あるいは子ども同士で解決できる力を子どもが持てるようにする体制

も必要だと私は思っています。それで、そういう方向での施策をお願いしたいと

思っていますが、まだ今の段階では１件ということなので、もう少し様子を見さ

せていただいて、粕屋町の教育委員会としての対策ということを考えていきたい

と思います。 

それで、私自身は教育相談室の充実ということを思っております。今回、この

９月の決算の報告では、３１件相談があったということですが、その内容の具体

性がありません。それがいじめに関するものなのか、本人の学力あるいは不登校

なのかちょっとわからないのですが、その辺の具体性を、決算特別委員会の中で

もお尋ねしたいと思います。現在２人の先生方がいらっしゃいますが、毎日１人

勤務なので動きが取れないと私はにらんでいます。だから、そういう体制をです

ね。例えば、宇美なんかは４人、この教育相談室にいらっしゃるという話を聞い

ています。そういうことがどうなのか。それからクラブ活動の指導員の体制は、

指導員が出れない場合に子どもたちが活動するときに、特にこれは夏休みに多い

と思いますが、いろんな問題が起きる可能性があります。それから、夏休み中で

すね、特に中学校は子どもたちの対応が非常に難しいのには、学校から離れます

ので、今、携帯とかスマートフォンとかございますので、親も知らない、学校も

知らない、そういった状況の中でいじめが一気に進む可能性もありまして、２学

期に、例えば大津市の問題でも、２学期に表面化して、一気に体育祭であのよう

な本当に痛ましい事件が起きております。そういう３つの点を私は今後教育委員

会体制を見守りながら考えていきたいと思っていますが、その件に関して、教育

長いかがでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

本田議員さんがおっしゃいましたように、いじめは心的・物理的な攻撃を受け

たことにより、本人が精神的な苦痛を感じているものをいじめととらえています
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ので、そのことがないように。教育委員会が強く指導しますと、学校全体が暗い

雰囲気になって、いじめをあちこちから探すことになって、正常な学校運営がで

きにくくなるということも考えまして、支援という立場でやっていますので、そ

の判断は学校長がすると思います。学校を信じたいと思っております。何よりも

大事なことは、教職員、保護者が一体となっていじめは絶対に許さない。「しな

い、させない、許さない」という強い認識が必要であろうかと思っております。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

では、次に行きます。 

学童保育と視聴覚資料について。第２次子ども活動推進計画がこの５月に公表

されました。その内容は粕屋町の子どもの読書推進に対してあらゆる場で子ども

が本と出会う楽しみや喜びを体験できるよう、読書の環境づくりを積極的に推し

進め、心豊かな子どもを育てていく考えの上に立った計画です。学童保育は町の

事業なので、当然計画の対象になるのではないかと思われますが、その計画書の

中に取り組みの記述がありません。夏休みにある学童保育を訪ねる機会がありま

した。朝９時２０分頃訪ねると、子どもたちはテレビの前に座ってビデオを見て

いました。見ると長時間ものです。びっくりしました。指導員の方はというと１

人離れて事務的な作業をしてありました。聞けば、もう１人は役場に用事がある

とのことでした。それにしても、子どもは３５人ほどいました。子どもが喜ぶか

ら指導員の人数が足りないから、また、たまたまそうなのかよくわかりません。

子ども読書活動推進計画では取り組みとして、ノーテレビデーの推進などもうた

っていますし、学童保育という場での夏休みの朝からの視聴はどうなのでしょう

か。保護者からの声で「帰りに迎えに行くと、テレビの声が大きくて、子どもに

悪い影響は出ないか心配」と言う人、「テレビとの距離が近すぎる」と言う人もい

ました。各学童の施設にはテレビがありますが、保育時間には見せないという施

設もあります。全体ではどうなのか、次の３点を質問します。 

１、学童保育で視聴する場合の基本方針は。２、子ども読書活動推進になぜ学

童保育での取り組みが含まれていないのか。３、学童保育の指導員の人数は十分

か。以上です。 

教育長、お願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 
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◎教育長（大塚 豊君） 

ただいまの学童保育と視聴覚資料視聴について、本田議員のご質問にお答えい

たします。 

児童福祉法に規定されております放課後児童健全育成事業、いわゆる学童保育

の主旨につきましては、保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に修学し

ている１０歳未満の児童に対し、事業の終了後等に小学校の余裕教室あるいは児

童館等を利用して、適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図ると

なっております。これは、家庭に代わって遊びに対しての自主性・社会性・創造

性を培う事業でございます。普段の家庭生活をもとに毎日のスケジュールは整え

ておりますが、ビデオ視聴に関する基本方針等の定めはございません。視聴覚資

料視聴につきましては、各児童の自由時間に視聴させているもので、特に問題と

して今上がってきておりません。 

読書活動推進計画になぜ学童保育が含まれていないかというご質問でございま

す。読書活動推進計画基本方針の中に、粕屋町のすべての子どもたちが家庭・地

域・学校、あらゆる機会において自主的に読書を行うことができるための読書づ

くりとあります。普通、子どもを取り巻く空間は学校・家庭・地域、この３つの

分野で表すことになっておりまして、学童というのは学校の児童ですから子ども

たちが学校で読書活動を推進指導受けている。学童にあっても学校の児童ですか

ら、その３つで空間を表しますので、取り立てて学童保育所と言わなくても子ど

もたちは学校・家庭で読書を進められておると考えていただいたら結構だと思い

ます。 

３番目学童保育の指導員の人数は十分かということでございます。現在、学童

保育の指導員は一クラス定員４０名に対し、常時２名を配置しておるところでご

ざいます。災害時の避難誘導、不審者の対応、子どもの教室飛び出し等を考えま

すと、最低２名は必要でございます。先ほど本田議員からお話が出ましたよう

に、８月のある日、１人だったということですが、常時２人で体制を整えており

ましたが、１人が文書を出しに行ったりおやつを取りに行ったり、あるいは子ど

もと運動場に出たり、その他の用事で席を外すことがございますが、それは本田

議員に説明したということでございましたので、それでご了解いただきたいと思

っております。 

なお、児童の実態とか問題等に関しまして、２人では足りないという場合に

は、教育委員会としても必要な指導員の増員を行うことも考えていきたいと思っ

ています。 

以上です。 
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◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

１番の、学童保育での視聴する場合の基本方針はないということでした。私が

外から見ます限り、学童保育に対するすべての方針がないような気がいたしてお

ります。これは、もう少しいろんなところで細かく話をというか、進めていかな

いといけない状況ではないかと思います。やはり今教育長は、２番目の質問のと

ころで、学校・家庭・地域、その中でそれぞれがそれぞれの取り組み、自分たち

の責任においてするというふうな考えをおっしゃいまして、この学童保育という

事業はあらゆるところで置いてきぼりといいますか、問題にならないような状況

で、とりあえず保育をやっているという事業で進められているような気がします

が、実際子ども側から見ると、夏休みは１日朝８時から夕方７時まで、普通の日

は３時、小さい子はもうちょっと早いんですけど、遅い子は７時まで、結構な時

間をこの中で過ごします。だから、私は教育委員会としても心豊かな子どもを育

てるのに非常にいい場所ではないかと。しかも異年齢の子どもたちが集団でおり

ます。そういうところにもう少し教育委員会が前向きな対応をしていただけたら

というふうに思っておりますが、１番はわかりました。 

２番も同じような内容です。私にはこれは手落ちだと思います。やはり子ども

が、粕屋町のすべての子どもが対象であるならば、粕屋町が事業をしているなら

ば、そのことに関しても言及すべきだというふうに思っております。 

それから３番です。学童保育の指導の人数ですが、このクラスは４０人ではあ

りません。６０人体制です。子どもたちが多いところです。だから３人はいない

といけない。そういうクラスでございます。だから、それを今の教育長の発言で

は、少し、実際に担当者に聞かれたようですが、その辺をもう少し具体的に。だ

から、１番と２番の学童保育事業としての取り組みと、３番のそのことを答弁を

お願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

視聴覚教材を視聴する場合でございますが、映像の文化というのは大変素晴ら

しい力がございまして、芸術には絵画、美術です。絵画とか彫刻、美術、それか

ら文学、音楽、この３つが統合されたのが映像の文化だと考えております。それ

で、これは小学校でも中学校でも学校教育では積極的にメディアを活用するよう

に勧めているところでございまして、学童保育におきましても、視聴覚教材を勧
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めることは大変結構だと思います。ただ、学童保育は教育の場ではございませ

ん。今、本田議員の話に出ましたように、１年生は早く帰ってきましょうし、３

年生は３時３０分か４時頃帰ってきます。学童に帰ってきます。「ただいま」と言

って帰ってきて、それぞれ宿題をしたり運動場に遊びに出たり、それぞれでござ

いますので、みんな集まって、「はい、これを見なさい」というようなことはしに

くうございます。ただ、夏休みとか春休みの長期休業に当たってはその感じでは

ありませんが、そういうことで、積極的に映像文化をとらえていきたいと考えて

おります。テレビの前で近すぎるとか、そういう留意点は配慮していきたいと思

っております。 

それから、２番目は、もう一度繰り返しますけど、学校・家庭・地域というこ

とで、子どもの空間をすべて取り込まれるわけですよ。だから、学童保育も学校

の中に含めて考えていただいて結構ですということです。その中で、読書を進め

ていくということです。 

３番目は、学童保育の指導員、ちょっと言葉足らずでございましたが、中央小

学校の学童の体育館の２階は、６０名体制ですが、今は５４名ぐらいですが、指

導員を３名つけております。基本的には児童福祉施設の設備及び運営に関する基

準で、概ね２０名に付き１人以上ということがありますので、根拠と言えばこれ

が根拠だろうかと思っておりますが、小学校では普通学級では４０名に１人でご

ざいます。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

教育長は実際学童保育に行かれて、子どもたちがテレビを見る様子を見られた

ことがあるのか、今のお答えでは疑問です。この内容を、私が見たときは、何回

か行っているんですけど、子どもたちが持ってきたものを見せたり、その内容、

それからその時間、そういったことに対しての具体的な取り組みがありません。

ただ、それが全体がそうなのかというと、それは違います。保育園の先生だった

り幼稚園の先生だったりした方が、そこの、それだけとは限りませんが、指導に

当たられておられる方は、かなり心を、どういう場合はいい、どういう場合はい

けないということをくだいておられます。だから、子どもたちの要望に添った内

容をそのままするんではなくって、事業としてこういうあり方をきちんとこうす

るという一貫した姿勢を示してほしいと思いますが、今の教育長ではまだそこま

でお考えが行っていないようですので、今後、この子どもの読書推進活動計画の
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実施に従いながら、順次、教育長にもお願いして、こういうところをちゃんとし

てほしいということを私も提案していきたいと思います。また、提案する場を設

けていただけたらと思います。私は母親として３人の子どもを育てた経験、それ

から学校、地域でもいろんな活動の経験があります。今やっと子どもたちにとっ

て、１０歳までの子どもたちに何が必要なのかというのを確信を持って言える状

態になりました。だから、そういう中で、私は私なりの考えがありますが、それ

は教育長とは少し離れた考えのようでございます。どちらが正しいとかいうので

はなくて、子どもたちにとって最善の利益を粕屋町が進めていくという、そうい

う姿勢が大事だろうと思いますので、今後これも検討させていただきたいし、今

言いました、この学童施設の、施設の有り様は非常に難しいです。別の機会にほ

かの議員がこのことについて質問されると思いますが、私どもの粕屋町として

は、この学童保育所の問題は、強く心に受け止めて、今後のあり方を考えていか

なければならないというふうに思っております。 

じゃ、次行きます。やはりまた同じく教育長なので、時間があまりないんです

が、３番目に行きます。結局は似たようなことなので、そこでまた教育長の見解

を求めます。 

放課後子ども教室事業の実現の可能性は、というところです。文部科学省と厚

労省が放課後の子どもの居場所づくりとして全児童を対象として位置づけた放課

後子ども教室という事業があります。これは平成１９年に国が発表したもので、

放課後子どもプランという名前で進めています。粕屋町の教育行政施策というの

があるんですけど、それには、平成２０年から平成２３年度まで、放課後子ども

教室に関する記載、特に２３年は実践資料収集の記載がありましたが、今回、２

４年度を見させていただきますとそれがありません。今後の粕屋町にとって放課

後子ども教室事業はとても大切と思われるのに、それがなぜなのかをお尋ねした

いと思っております。 

ところで、一般の皆さんには放課後子ども教室と放課後子どもクラブとの区別

がつきにくいと思いますが、放課後子どもクラブ、児童クラブの場合は学童保育

のことです。これは主に厚労省が進めています。働いている留守家庭の子どもが

対象です。それから今私が申し上げている放課後子ども教室事業というのは、全

児童が対象です。小学校の１年生から６年生まで親が働いていようが働いていま

いが、すべての児童を対象の事業でございます。それで、学童保育に関しては中

央小学校以外はうちの町は施設面でもいろんな意味で進みつつあります。保育料

も何とか徴収して、ただ、私にはそれは安すぎると思われるのですが、新しい体

制で今進んでいるところで、そこでのいろんな問題を私は申し上げているところ
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です。 

それで、今度その放課後子ども教室事業に関してですが、実は昨年の６月に保

護者から依頼があって、私はここで一般質問しております。その時は教育次長に

質問いたしました。今回、それを踏まえた上での内容がここの教育行政施策要綱

に取り入れられていると、実は期待をしていたんですが、ばっさりとなくなった

という。それを見てちょっと本当にびっくりしたんですが、粕屋町でこの教育行

政施策をつくるときのつくり方といいますか、そういうのを含めて、教育長にお

尋ねしたいと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

ただいまの本田議員の放課後子ども教室事業についてお答えをいたします。 

放課後子ども教室は今お話にありましたように、平成１９年度に創設された文

部科学省、厚生労働省の共同事業でございます放課後子どもプランに位置づけら

れた事業でございます。この教室は学童保育と違いまして、全児童を対象にした

放課後や休日に空き教室等を利用して、学習・スポーツ・文化活動、地域との交

流、遊びの場として活用するものでございますが、ボランティア等の協力者によ

って運営されるものでございます。 

粕屋町におきましては、児童数が年々増加しておりますし、将来的にも教室、

普通教室の増築等の課題も山積しておるところでございます。よって、文部科学

省が提唱します少子化による空き教室を利用したこの事業の活動拠点たる居場

所、つまり余裕教室、空き教室が現在粕屋町にはございませんので、非常に困難

な状況であるということを答弁させていただきたいと思っております。これに代

わる事業といたしましてジュニアスポーツクラブ、今運動場は土曜・日曜はサッ

カー少年、野球少年でいっぱいでございますし、体育館もバレー、バスケット、

剣道、空手でたくさんの子どもたちが汗をしております。粕屋町といたしまして

は、ジュニアスポーツクラブの育成や地区の公民館で実施されている子ども会等

の事業を充実させてまいりたいと思っております。 

さて、今ご質問にありました粕屋町教育行政の施策要綱でございますが、ばっ

さり切ったわけではございませんで、今申し上げましたように、当分空き教室、

余裕教室がないから、放課後子ども教室が実現、ちょっと難しいなということで

切らせていただいたわけでございまして、この施策要綱は教育委員１人１人が意

見を書きまして、それを学校教育課、社会教育課、あるいは給食センター等の課
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長級がもう一度清書を見直して、みんなで投票して忠実、確実に正確な施策要綱

をつくろうということでつくっているわけでございまして、今年ないから来年も

ないということではございません。もし、状況が変わりましたら出てくるかと思

いますが、１９年度以降、文部科学省もこの資料を出してないんですね。あんま

りですね。だから、資料を収集するにしても、なかなか難しい状況なので、放課

後子ども教室というのは頭にございますが、今年に粕屋町として放課後子ども教

室をつくるということの見通しが立たないので、割愛させていただきました。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

見通しが立たないので情報収集という記載に、平成２３年度は終わっていたの

かなと思います。それさえもないということは、やっぱりばっさりです。たぶん

教育委員会の中で話し合うことすらないでしょう。昨年もそういう気配は見受け

られなかったのです。なぜかと申しますと、今も教育長がおっしゃる、教育次長

もそうおっしゃいましたが、「空き教室がないからできない」。これは教室だけで

はないんです。校庭、公民館、公園、さまざまなところで全国でやっておられま

す。教育長はインターネットを使われると思いますが、インターネットを開かれ

ると各地域の事情が状況があります。だから、今の答弁は、昨年の答弁よりもさ

らにマイナスといいますか、後ろ向きの答弁で、やはりこれはもうちょっと保護

者、それから私どもが提言をしていかなければいけない状況なのかなというふう

に思います。 

それで、もう１つここで知りたいのは、この教育施策が私は教育委員会では粕

屋町の計画、総合計画に匹敵したものではないかと思いますが、この教育行政施

策要綱に従って教育委員会は事業をされていくと思います。だから、役場のやり

方としては、これにない事業はされないのではないか。これにある事業は、綿密

にそれを遂行していくというのが役場の職員のやり方ですよね。だから、これに

ないということは、やはりしない。でも、やはりその必要性というのはあるので

はないかと思いますが、このまずさっきの質問で、教育委員会で教育委員さんに

１つ１つ書いてもらって各課に回して討議してつくっていくと言われましたが、

教育委員会の中で正式に議題として、これが話されたのは何回ぐらいあるのです

か。この作成時において。それを教えてください。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 
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◎教育長（大塚 豊君） 

教育行政施策の施策要綱の作成については、年度末ですね、１２月頃から資料

を提示して、４月に県の教育委員会とか文部科学省の方針が新年度予算が出ます

ので、それを受けて、粕屋町では６月に公表ということになっております。何回

というのは内容によりますけれども、１２月から１月、２月にかけて、それぞれ

各課、教育委員のご意見を取りまとめて、私ども指導主事と一緒に文言を作成し

ているところでございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

私は具体的に、その定例会がありますよね。定例会以外の回数があるのか、あ

るいは定例会の中で何回目のいつの定例会でこの話を出されたのか。そして、昨

年度の施策状況について、今度また、粕屋町教育委員会の権限に属する事務の管

理及び執行の状況の点検及び評価についてというのをやはり一緒に６月にいただ

いております。これに関する討論もされて、論議もされていると思うんですけ

ど、それ併せて、具体的にいつ頃どのような形で話し合いをされたのか、そこを

教えてください。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

ただいま本田議員がおっしゃいましたように、教育委員会の評価と、評価を踏

まえた指針や方針になりますので、１２月から定例教育委員会の中で協議・審議

をしております。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

１２月からしておりましたとおっしゃったんですけど、私はいつどのような形

で、何回されたのか。しかもこの点検評価についても、どのようにされたのか、

具体的に言ってくださいとお願いしているんですけれど。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

定例ですから、１２月、１月、２月、３月ですね。それと文部科学省あるいは

県の教育指針が出ますのが４月以降になりますので、それを確認して公表という
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ことになりますので、特段大きな変化がない場合は、そのまま６月に公表すると

いうことになっています。開設としたら５回ですか。すべて定例の教育委員会の

中で審議をしております。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

この執行の状況の点検及び評価についても同じようなことが言えますか。 

◎教育長（大塚 豊君） 

はい。 

◎７番（本田芳枝君） 

じゃ、ともに５回それぞれされたという、教育委員会の定例会において、皆さ

んと話し合いをされたということですね。 

◎教育長（大塚 豊君） 

そうです。 

◎７番（本田芳枝君） 

その結果、これが出てきたということになりますね。それをちょっと確認をさ

せてください。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

中身の正確な数字と内容については、後日、今ここに資料を持っておりません

ので、報告したいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

実は、この教育行政施策に関しては、３月に私申し上げたと思いますが、私は

平成１７年度に議員になったんですけど、それから毎回これは見ています。そし

て、どこがどういうふうに変わるのか、教育委員会がどのような方向に進んでい

くのかを、これによって知ることができます。それで、それに対して予算と決算

の数字を照らし合わせてどうかということを私は判断させていただくので、私た

ち議会の人間にとってもこれは非常に重要な内容のものなのですね。だから、そ

れを教育委員会が定例会を開かれると思いますけれど、まず議会に出す前に、こ

れをきちんと審議をされていると思うんですね。教育委員の方は地域のいろんな

方、学校の先生方と深く接しておられますので、粕屋町のいろんな状況をよくご
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存じですから、その方たちと、それから教育委員体制で、ここの役場の職員の方

たちと一緒になって粕屋町の心豊かな子どもを育てるという方向を進めて行かれ

る、そういうものだと思っておりますので、これがどういう形でどういうふうに

進められたか、非常にそれは重要な問題です。全国的に見ますと、議題と内容を

ホームページで公表しているところもございます。特にうちの町は、私が今まで

若いお母さんたちに接すると、教育委員会に持っていっても全然請け合ってくれ

ないという話を結構聞きます。私はそうじゃないんじゃないかと思う。もう少

し、もう一歩押して、諦めないで、教育委員会に物を言ってほしいと、保護者に

は思っています。昨年、いろんなトラブルがあって、一概にそれは言えないこと

もありますが、役場の職員の方も、やっぱり地域の、あるいは学校での子どもさ

んの様子を、普段ここで役場でいらっしゃるからわからないことが多いと思うん

ですね。だから、保護者の立場から町民の立場から、教育委員会に持ち込んで、

教育委員会としては教育委員会や定例会があるし、あるいは臨時会を開かれても

結構ですので、その中できちんと対応していく。それで、それを公表していく、

そういう姿勢がとても大切だろうと私は思っていますが、今の教育長の答弁、次

長の答弁では、それがどの程度されているのか、ちょっと図りかねるところがご

ざいます。私は、本当にこれは今から進めていかなければならない問題だと思い

ます。 

それで、町長、今のことに関してどういうふうに思われますか。特にもう１

つ、町長が保護者から聞いたんですけど、放課後子どもプラン、子ども教室のこ

とについて、町長と話そう会でお話をされたという保護者がおられました。その

ことも含めてちょっと町長にお尋ねいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

私は就任以来、子どもを大切にするまちづくりというのを図っております。そ

ういった中で、今教育長がいろいろお話、答弁いたしましたけれども、そういっ

た中身をもっと充実をして、真に子どもの身になってどうあるべきかというよう

なことを政策として出すような形にお話をしていきたいというふうに思っていま

す。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 
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町長と語ろうというところで、そういう話をしたという話を聞いております

が。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長、ちょっと手をあげて。 

◎町長（因 清範君） 

具体的な、そういった、今ご質問のような内容のお話ではないで、全体的な子

どもについての考え方であるとか、そういったことでございますので、今の質問

に合うようなことではございません。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

私、今ですね、放課後子ども教室事業の実現の可能性はゼロというふうな形で

思ってますけど、これまでの教育行政の施策要綱の中での放課後子ども教室の取

り組みを表にいたしました。平成１７年度から２４年度まで。国がこのプランを

出したのは平成１９年です。だから、２０年ぐらいは４行から５行において、留

守家庭の子どものことと、それから放課後子ども教室のあり方の検討とか、それ

から運営委員会の検討とかいろいろ言葉は書いておられます。それが今回、ただ

の１行、しかも粕屋町の放課後子どもを、プランにとって一番大事な中央小学校

の留守家庭のことを、いわゆる大川小学校、仲原小学校、西小学校はできていま

すけれども、そのことに対しての取り組みを、何らかの形で検討・模索していか

なければならないのに、ただ、子どもを、学童保育の充実を図るという一言で

は、これは教育委員会としては非常に問題があるのではないかというふうに思っ

ている次第です。 

それで、今後、これも含めて検討していただきたいというふうに思っておりま

すが、最後に教育長、いかがでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

町長が答弁します。 

◎７番（本田芳枝君） 

ああ、そうですか、はい。 

◎町長（因 清範君） 

中央小学校の学童保育、非常に３カ所におかれてほかの３校とは違う環境にご

ざいます。そういったことで、本田議員から６月の質問があった直後だと思いま

すが、現場の状況を私は見にいきました。そして、エアコンがきかないとかとい

うようなお話でございましたので、それはすぐ対処させております。なお、今後
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今学童保育の施設を検討するようにということで、教育委員会の方に指示したと

ころでございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

はい、ありがとうございます。そういう施設の改善はしていただいたように、

私も実際見て、とてもありがたく思っております。ただ、もう１つ、子どもたち

が学習する時に机が狭いんですね。人数が多いところに机が小さいので、ただで

さえ腕でせっついて勉強はしたくないのにせっつくもんですから、そこでトラブ

ルが起こるような。ほかの状況を見ますと、広い部屋にちゃんとした机が、やっ

ぱり新しいところはあるんですよね。だから、その辺のところからもう少し教育

長もそれから担当課の方も、普段の様子を見ながらですね、今できることは今す

ぐに体制を整えていただきたい。 

それから、この施策要綱には、やはり今できることじゃなくて、今後の、ここ

何年かの情報収集も、あるいは検討も含めた形でこれに記載して、夢を１つ１つ

実現させていっていただきたいし、議会もそれを応援したいというふうに考えて

おります。 

じゃ、子どもに関しては以上でございます。では、次行きます。あまり時間が

ありませんので、もう通告書に書いておりますとおり、ちょっと申し上げます。 

４番目です。介護予防としての公園の活用について。大池公園の整備が進んで

います。６月に担当課とお話をした時点では、７月と９月に近隣の住民との話し

合いを持つとありましたが、連絡がありません。どうなっているのかということ

で、１、住民との協働を進めるのにとてもいいチャンスだと思いますが。２、高

齢者が日常的に楽しめる運動遊具、あるいは器具の設置をという、この２点を、

都市政策部長にお尋ねいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

２点併せて答弁させていただきます。 

１点目のご質問でございますが、阿恵大池公園につきましては、平成２２年度

より社会資本整備総合交付金事業として整備を進めております。また、平成２２

年度は農業用ため池及び水害対策調整池の基盤整備を実施し、平成２３年度から

今年度にかけまして施設工事、また植栽工事を施工し、平成２５年３月に完成の

予定でございます。ご質問の平成２４年度の工事計画の説明会につきましては、
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請負業者が８月末に決定いたしましたので、工事方法の説明と併せまして、今月

の９月２４日に近隣の皆様に説明会を開催したいと考えております。 

その中で住民の皆様に工事の内容につきまして十分説明させていただき、住民

の方との協働の公園づくりをしていきたいと考えております。また、植栽工事に

つきましては、晩秋から冬場の時期が望ましいため、９月末の発注を予定してお

ります。 

２点目のご質問でございますが、日常的に楽しめる運動遊具の設置につきまし

ては、今年度の工事におきまして高齢者の方にも運動をしていただき、元気な体

を維持していきたいということで、駐車場の東側、健康広場の芝生内に、背伸ば

しベンチなど３基の健康遊具を設置する計画でございます。周回の沿路と併せま

して、健康増進のために活用していただきたいと思っております。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

工事の業者が決まってからするということで、私が伺ったときは決まる前に皆

さんの意向を聞いてみたいというお気持ちから、７月と９月ということを提案さ

れたと思います。ここ３年間同じような形なんですね。一応住民との話し合いを

しますとおっしゃっていますが、実際その段になると業者の方に説明をしてもら

いながら進めるということが多いですね。それでは、住民との協働というのは難

しいと思います。やっぱり町としてこういう気持ちでこの公園を整備したいと。

住民の皆さんはどう思われるかということと、具体的なことと、それから、その

住民、またその運営といいますか、管理をある程度住民の皆さんにお願いすると

いうことが理想的なやり方ではないかと思いますので、なおさら、町民の近隣の

皆さん、あるいは粕屋町の町民が、「自分の公園なんだ。自分たちがこれを提案し

てできたんだよ」みたいな、そういう意識が高まることが、公園に対する愛着、

それが協働のまちづくりの本当の意味でのやり方ではないかと思いますので、も

う少し町としても住民に協働についての考えややり方を、提案が欲しいという形

で、例えば今協働のまちづくり課から「こういう補助金が出ますよ。だから、申

し出てください」というのが、回覧板出ていますよね。それはそれであっても、

例えばこれはこれとして、具体的にこういうものを進めたいということを、楽し

い話ですよね。もっと楽しい、たぶん役場の方は、いろんなことをあまり言われ

すぎると困るというふうにおっしゃって、されないケースが多いんじゃないかと

思うんですけれど、限られた予算の中で皆さんの気持ちを取り入れながら、役場
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としては、こういう形でやっていくという姿勢を示すということが、あるいはそ

の機会を設けるということが、町民のまちづくりへの意識の醸成も図ることにな

るので、ぜひお願いしたいし、９月２４日はたぶん時間がありませんよね。たぶ

ん１時間ぐらいで夜だから終わると思いますが、業者の方の説明が中心になると

思いますので、近隣の皆さんの意見をどのような形ですい上げられるのか、私は

様子を見守りたいと思いますが、本当に粕屋町の中心にその公園があるので、し

かも、この２番目の質問にいきますが、高齢者が今でも本当にウォーキングをし

ておられる方がいらっしゃいます。高齢者がいつも公園にいるということは、子

どもたちの見守りにつながるんですね。大概どこの公園でも日中は誰もいない。

そうすると不審者、実際あの阿恵大池公園でも工事中に不審者が何回も出られ

て、あそこの警備員の人が実際に今会ったというときに話をしたこともございま

す。でも、高齢者の方が日常的にそこでいろんな遊具をしながら、あるいは談笑

しながら、お友達と。そういう風景では不審者は寄りつきません。だからぜひ、

高齢者も子どもと一緒になって楽しめる公園、それをぜひお願いしたいと思いま

すが、具体的にどういう器具をどういうふうに配置しようと、今３基あるという

ふうに言われましたが、その３基について、どのような検討をされておられます

か。そのことを。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

先に、さっき９月２４日説明会というふうに言わせてもらいましたが、まだ工

事の変更、要望等は聞く余裕は十分ございますので、１時間とさっき議員の方か

ら言われましたが、２時間でも３時間でも説明会をしたいと思っています。 

それで、健康遊具の件なのですが、これは１基は背伸ばしベンチで、ベンチ系

の反対にのけぞる形のベンチです。それとあとは腹筋ベンチです。これは逆に腹

の筋肉をつけるということで、これもベンチ風なんですが、これも１基ありま

す。あとは懸垂トレーナーといいまして、ぶら下がるやつです。これを１基、合

わせまして３基設置の予定でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

実は、私シーメイトに行ってきたんですね。シーメイトには非常に面白い遊具

といいますか器具がありまして、ウォーキングロードの周りに、１カ所にまとめ

てではなくてぽつぽつと置いてあって、それをしながら散歩すると。私が行った
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のは月曜日でちょうどシーメイトがお休みだったり、夏の暑い日中でしたので人

はいませんでしたが、それがどの程度のどういう使い方をされているかはわかり

ません。ただ、そういういろんなところを見て検討はされたのですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

私の方で施設の委託をしておりますコンサルタントがおりますが、そこで何が

いいか、他町村の統計等を取りながら、この器具を設置したということでござい

ます。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

他町村の統計とはどんなものですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

統計といいますと、ただコンサルからの話なんですけれども、こういうふうな

のが老人の方にはいいですよとか、そういうことで選定させていただきました。 

◎議長（進藤啓一君） 

本田議員。 

◎７番（本田芳枝君） 

粕屋町のこの公園にとってどういうものがいいかということを、コンサルタン

トの指導を、あるいは助言に対して、実際ご自分たちが考えてされるのがやっぱ

り各位の仕事だろうと思います。それで、それをぜひ実際に近隣にこういう、何

カ所もあるんですね。実際行かれたらいいと。まだ行かれてないようなので、実

際見られたらいいと思いますが、予算が６,６００万円でしたか、その植栽もある

し、子どもの遊具もあると思いますので、そんなにたくさんかけられないと思い

ます。だから、そういったことも含めてですね、あるいは町民の皆さんにそれを

提案するとか。皆さんがどういうものがいいか、近隣にこういうところがあれば

皆さんが調べてきてくださいとか、そういう投げかけをしてほしいなと思ってい

ます。 

じゃ、これに関してはこれで終わります。 

次、最後です。在宅医療のところです。２００６年の医療制度改革以降、限ら

れた施設や人材を有効に活用し、患者本位の医療を提供する、そういう動きの中
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で２００６年より始まった粕屋北部在宅医療ネットワークが全国的に注目されて

います。開始後６年、登録者も増えているようで、粕屋中南部にもそれを広げよ

うという試みが始まりました。行政の支援も必要と思われます。 

また、福岡県が地域医療支援センターという制度をつくり、粕屋保健福祉事務

所でも実際に粕屋地域在宅医療支援センターができています。古賀市では市の広

報などにその周知を進めておられるようですが、粕屋町での取り組みはというこ

とで、次の２点の質問をします。 

１は粕屋地域在宅医療支援センターの周知度、２は緊急医療時における地域連

携登録シート、ということについて、この地域連携登録シートという言葉は、私

が保健所の説明を受けて皆さんにわかりやすい形で書きました。実際業者の方は

違う言葉を話されると思いますが、その際の説明も兼ねてお願いいたします。 

これは、町長ですね。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

それでは、本田議員の質問にお答えします。 

地域在宅医療制度の推進に関しましては、地域における在宅療養を希望する患

者さんや、在宅で療養されている医療異存の高い患者さん及びその家族の方々の

相談や支援に対応をし、療養上の悩みや不安解消並びに在宅医療に関する普及啓

発並びに医療機関と関係機関相互の連携の推進を目的として、平成２２年度から

福岡県の機関である、先ほどおっしゃいました粕屋保健福祉事務所が中心となっ

て取り組んでいる事業でございます。県の事業であるということでございます。

その事業の中で、粕屋地域在宅医療支援センターを平成２２年１０月に保健事務

所の方に設置して、電話等による窓口相談を行っておるところでございます。必

要に応じて家庭訪問も実施しておりまして、制度の周知方法といたしましては、

民生委員会等での説明並びに昨年１０月号の広報かすやに掲載をしたところでご

ざいます。糟屋地区の平成２３年度実績は、電話相談が３４名に対して、述べ１

４９件、家庭訪問が１１名に対して述べ３９件あったことの報告を受けておりま

す。粕屋町は２件でございます。これは独自で介護をやっております関係で、直

接町の方にそういう問い合わせがあるということだろうと思います。 

それから、平成２４年３月に粕屋地域在宅医療推進協議会が設置されておりま

す。その協議会の構成委員は医師会、医療機関、訪問介護、看護大学、地域包括

支援センターと行政が連携しながら、在宅医療体制の推進について今後協議して

いこうというものでございます。 
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次に、緊急医療時における地域連携登録シートでございますけれども、これは

先ほど説明いたしましたとおり、粕屋地域在宅医療推進協議会にて構築していく

粕屋地域在宅医療ネットワーク構想で、在宅での医療や介護の情報を登録すると

きに使用するシートでございます。これがネットワークにつながってまいりま

す。 

以上でございます。 

◎７番（本田芳枝君） 

じゃもう時間がないですね。このことを皆さんにわかっていただきたいという

気持ちもあって、私も含めてですね、今後勉強していきたいと思います。 

以上でございます。ありがとうございました。 

（７番 本田 芳枝君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

一般質問の時間は１時間でございます。今のように答弁の途中で１時間になる

ことがあります。答弁の場合は１時間を超しても答えていただきますけれども、

１時間を有効に双方お使いになるように配慮方、質問、答弁なさっていただきた

いと思います。そして、発言に際しましては、手を挙げて指名して、後に発言さ

れますようにお願いをいたします。 

次に、３番 田川議員。 

（３番 田川 正治君 登壇） 

◎３番（田川正治君） 

議席番号３番 田川正治です。通告に基づき、５項目について質問いたしま

す。 

８日に国会が閉会いたしました。野田政権が自民、公明との密室談合で、国民

に苦しみを押しつける社会保障切り捨て、消費税を２年後に８％、３年後には１

０％に引き上げる。このような消費税大増税を強行採決しました。毎日新聞の世

論調査では、「消費税が増税されたら暮らしに影響が出る」と答えた人が９２％に

及んでいます。共同通信では消費税の引き上げに反対５６％、ＮＨＫの調査でも

「消費税引き上げには評価しない」４８％という結果が出ております。このよう

な国民の声を聞かずに、消費税引き上げの財源を社会保障に使うのでなく、公共

事業にも使えるようにしました。さらに１.７兆円にも及ぶ大企業への法人税減税

などの引き下げには証券優遇税制に手をつけずアメリカに言いなりの軍事費５兆

円は据え置きにしたまま、低所得者ほど負担が大きい消費税を国民に押しつけよ

うとしております。 

このような中、原発ゼロの日本を目指す運動が若いパパやママ、青年、学生を
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先頭に全国に広がり、政府主催の意見聴取会では参加者の７割が原発ゼロを選択

し、政府自身も過半数の国民が原発ゼロを望んでいると認めざるを得なくなって

います。また、ＴＰＰ環太平洋連携協定参加には全国農協中央会や日本医師会も

全面的反対を決め、朝日新聞の調査でも６０％の人が農業が破滅する、経済に影

響が出ると答えています。このように、今ほど国民の要望と政府の考え方が乖離

しているときはありません。私は国の国民いじめの政治に対して社会保障切り捨

ての国の政治に対して、今こそ地方自治体が住民の福祉向上のために、その責任

を果たさなければならないときだと考えています。その立場から、町長並びに執

行部に対し、以下の点について質問いたします。 

まず１点目は、老朽化した給食センターの建て替えについてであります。学校

給食共同調理場建設準備室が設置されました。ＰＦＩ方式による民間委託と町直

営によるセンター方式や自校方式の建設費や企画などの進捗状況についてであり

ます。これは６月議会でも私は質問でこの主旨のことも述べましたけど、その時

には回答がありませんでした。しかし、準備室ができ、この取り組み資料など準

備されていると思いますので、教育長に答弁を求めます。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

学校給食建設の準備室が７月から開設されましたが、具体的に次長が答弁いた

します。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

田川議員のご質問にお答えします。その前に、７日の金曜日にＰＦＩ事業研修

会に多数の議員さん参加してもらいましてどうもありがとうございました。この

場を借りましてお礼申し上げます。 

ＰＦＩ方式による民間委託と直営によるセンター方式や自校方式の建設費、企

画などの進捗状況はというご質問でございます。まず、センター方式、自校方

式、親子方式と３つの方式がありますけれども、必要な建設費と設備費を試算し

ました結果、自校方式、これは６校ありますけれども、自校方式はセンター方式

のいわゆる倍かかるような結果が出ました。それから、親子方式になりますと、

センター方式の１.５倍、親子方式におきましても１.５倍かかりますが、なおこ

れらは用地代とかは入れておりません。いわゆるそこの学校にした場合というこ

とを考えますけれども、これらの費用に用地代が入ってないということで、現在
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４カ所の学校で学校の中に建設するというのは無理なものがございます。また、

親子方式で２校の学校で建設はできますけれども、もし親子方式をとれば、学校

の駐車場や今後の増築を考えますと、学校の運営に支障を来すということで、場

所的にはちょっと無理な状態になっております。 

学校給食共同調理場の検討委員会でも報告がありましたように、粕屋町の財政

状況を考えますと、学校給食の調理場は自校方式よりセンター方式で整備してい

く方が現実的であろうという答申をいただいておりますが、これらの諸事情を含

めましてご理解いただきますようよろしくお願いします。 

また、ＰＦＩによる民間委託と町営の運営というご質問ですけれども、先日の

研修会でもございましたけれども、ＰＦＩ事業は民営化ではございません。ＰＦ

Ｉ事業は民間資金を活用し民間のできるところは民間で行い、民間に任せられな

いところ、例えば給食センターでありましたら食の安全を確保するための学校給

食衛生管理基準法に基づいた食材の仕入、献立の作成などの作業は従来どおり公

で行うという事業でございます。また町が提供いたしますサービスの質や量も要

求水準により確保できる事業でございます。ＰＦＩ方式を導入するか、従来方式

で学校給食の運営を図るか、これからＰＦＩ事業導入可能性調査をいたしました

後、従来方式とＰＦＩ方式の費用面やサービス面を試算しまして、その結果を議

会の方に報告し、比較していただき、どちらの方式で行うかを決定していきます

のでご理解のほどをよろしくお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

当初、センター方式か自校方式かという問題で、親子方式の内容については説

明などはありませんでしたが、６月議会、私もこの問題提案もいたしまして、今

試算が出されておるわけですが、駐車場の問題、建て増しで中学校が手狭になっ

たらというようなことがありますが、私も現地をちょっと中学校を２つ見てみ

て、校舎の横につないで十分スペースは取れるというふうに思いました。それ

は、先日津屋崎中学校の親子方式のセンター、見学に行ってまいりました。その

建物を見てもですね、大きさが７６７平米で２階建てという建物でありまして、

今粕屋東中学校に校舎の横につなぐということは十分可能であるというふうに思

っておるところです。特に、この津屋崎中学校の親子方式の給食センター見学い

たしまして、感心をし、粕屋町でも取り入れたらというふうに思いました。それ

はですね、スカイルームという５００名が入る食堂に一堂に会して、校長先生は

じめ学校の先生、そして子どもたちが、中学校の場合ですが、３学年一緒に食事
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を始めるというような状況。それも学校給食担当の子どもが給食を準備する。そ

して配膳をする。そしてそれぞれが食べる量を取っていけるようにするとか、そ

ういうことなどと、もう１つはその中で、給食そのものを食べるのに苦手な食材

などあったら、ほかの子どもがそれが食べたいというようなことで、食べ残しが

ないような、そういう状況で進められておりました。 

それともう１つは、毎日学校でみんなで食事をするということで、食べ始めは

まず学校長先生が検食といいますか、やっておられました。そして、いろいろな

催しのこととか、学校で徹底していくようなことなども、この給食の終わった時

間に通知をするというようなことでした。初め、私も行ってですね、みんなで集

まったら講堂でも体育館などに集まったら、ザワザワザワして、なかなか集中で

きない状況があってどうなのかというふうなことを懸念しておりましたけれど

も、全くそういうことはなかったですね。津屋崎では初め、学校がちょっと生徒

がいろいろ問題があったようなときもあったということでしたけど、今では、み

んなでそういう場で食事をしていくことから、仲間との、生徒同士の助け合いと

いいますか、そういう状況が生まれてきているというようなことで、食べている

途中で立ち上がって騒ぎ立てるとか、どこか部屋の隅の方に２～３人が集まって

たむろするというような状況のことは一度も、全然見受けられませんでした。給

食そのものも、１階の調理場から２階にリフトで持ち上げています。ですから、

衛生面も、そのリフトから出てきてエレベーターから出たところから子どもたち

がみんなで分担して給食を渡しているというようなことがあるわけです。 

そういう点で、私はこのパンフレットもこうしてもらってきましたけど、校長

先生が書いているこの主旨で、このように言われています。福津市の食材を生か

した地産地消の献立や食への感謝の心を育てるため、生産者の方との交流、コミ

ュニティスクール絡みでの食育の推進に努める、取り組んでいるということを述

べられているわけですが、このスカイルームで、言わば地域の人たちの交流の場

になる、そういう避難場所にもなるというような施設としても有効利用をしてい

くことができるということでした。私が行ったときに校長先生と話したら、何日

か後に、防災訓練を行われたのです。外階段から入っていただいて、そしてその

ルームを使ってお話、そういう訓練をやっていくという場所にもなっているとい

うことでした。 

ですから校舎の、例えば校舎の１つの建物であっても、土日の活用のことも含

めて、そういう有効利用という点で言えば、非常に給食だけということでなく

て、そういう活用の仕方も出てきて、今のこの時代で防災に力を入れていくとい

う点からも、建物としても重要ではないかというふうに思いました。 
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そこで、この資料をもらってきたのと、インターネットで見たのも含めて調べ

てみますと、建設費は１,３００食分の調理が１階の調理室でできると。そして２

階が、先ほど言いました７６７平米の広さの５００人が収容できる部屋になって

いるということで、総事業費は６億円だということでした。７年前に建てている

から、若干のそれからの建設費などの費用が増えるということにはなっている傾

向もあるかとは思いますが、粕屋町でこれを当てはめると、７００人の中学校の

１つの建物２,０００食分、２,０００から２,５００ぐらいの食になると思います

が、そういう点でいっても、先ほど１.５倍ということがセンター方式との関係で

言われていましたけれども、１０億円あれば１カ所できるということにもなりま

すし、そういう点で財政的な問題で今後の中長期的な安全・安心な給食をつくっ

ていくと、子どもたちに与えて、食べさせていくようにしていくという点から

も、こういう方針を今持つべきであるかと思いますが、改めて、教育長に質問を

いたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

田川議員のご質問に答弁いたします。田川議員がおっしゃるランチルームとい

うのは、私たちも望むところでございます。本来の姿ではなかろうかと思ってお

ります。学校で給食をつくってランチルームを設けて、一堂に会して給食という

のが本当の姿と思っておりますが、お金の話ばっかりして申し訳ございません

が、私の方で一応準備室の方で試算した結果が、大体７,０００食を考えておりま

す。現在が今４,３００から４,４００食ぐらいをつくっておりますので、将来の

増を見越してと、余裕を持ってということで、７,０００食を計算しますと、大体

センター方式で１６億５,０００万円、親子方式、２カ所建てたとして２５億円ぐ

らいかかるように試算をしております。ただ、先ほど言いましたけれども、これ

には用地代は入っておりません。今のところ建設が可能かなというところは大川

小学校と粕屋東中学校でございます。ただ、ここも増築の計画がございますの

で、校舎を建てるところに建てたら、また用地買収等が出てきますし、センター

を建てるのに用地を含めますと、またこれ以上のお金は必要になってくると思い

ます。自校方式でランチルームがあるというのは、非常にわかりますけれども、

粕屋町の現状を踏まえますと、こういう事情で今センター方式でやらせてくださ

いということで提案しておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 
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◎３番（田川正治君） 

ＰＦＩ方式との関係で、先ほどはいろいろ調査して、そして資料を準備して比

較対照してもらって議会に諮り、そしてどういう給食の学校給食のあり方を決め

ていくかということを言われていましたけれど、先日７日に議会開会の日に、Ｐ

ＦＩ方式についての学習会といいますか、ありました。私、議員みんな参加して

話を聞かせてもらったんですが、私はこの話が非常にＰＦＩ方式を前提として、

私たちに押しつけるといいますか、何かこれで行くぞというふうに、講師の方が

一生懸命話してあるような、そういう意味合いに取れたんですよね。私も質問を

いたしましたが、去年、このＰＦＩ方式は改正されて、今までは自治体の方から

業者にこのＰＦＩ方式を申請していくという形式が、なかなか１３年、このＰＦ

Ｉ方式を進めて、国が進めよるけど進まないと。だから今度は逆に事業所です

ね、いわゆる大手ゼネコンも含めてでしょうが、強力に儲ける場を儲けさせなけ

ればいかんという趣向で自治体に今度はこの計画書を出して、そしてこれでどう

かと、いつまで回答してくれるかというやり方でもいいということに、法の改正

になっているということで、このことについてどうなのかと言うたら、講師の方

はよく私も納得できない説明しかなかったんですが、一番心配な点としてあるの

が、こういうやり方で町の学校給食を投げ渡すという形にはなってないと思いま

すが、その点について教育長に、今までの経過のこともありますので、回答をお

願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

ＰＦＩの問題でございますけれども、まず、導入可能性調査をさせていただい

て、そこでいろいろな試算が出てきますので、そこで判断を仰ぎたいということ

でございます。まだ粕屋町でＰＦＩができるかどうかというのは相手があること

ですので、今から導入可能性調査をさせてもらって、できるとなればそれなりの

試算が出てくると思います。それと今までのやり方の費用面とか費用対効果を比

較しましてご判断を、もちろん行政側もですけれども、そちら側にも資料を提供

して判断を仰ぎたいと考えております。 

それから、ちょっと言い忘れましたけれども、センター方式とか自校方式等の

細かな数値につきましては総務委員会の方で詳細な資料は説明するようにしてお

りますので、もし議員さんがご必要であれば、あと議長、総務委員長の許可を取

りまして配付したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 
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田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

資料についてですが、総務委員会で審議されるということになりますが、この

問題は３月議会の前に議員全員協議会で説明もあっておりますので、全議員にこ

のＰＦＩ方式を含めた学校給食についての資料の提供を求めたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

はい。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

今回の資料提供は、自校方式とかセンター方式、親子方式の資料でございま

す。ＰＦＩの資料につきましては、恐らく３月末ぐらいになると思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

私が一番心配しているのは、このＰＦＩ方式というのが工事期間も含めて非常

に時間がかかって、無駄が多いという、経費になっていくというのがあるんで

す。建設費そのものは、いわゆる金融機関から借りてやっていくということで、

町がそのお金を準備しなくていいというのはあるけれど、結局、このＰＦＩ方式

でやれば１年６カ月分、普通従来方式で工事するのに対して、手間暇、実務的な

問題を含めてですね。結局プロジェクトの手続きなど含めて、複雑な時間、手間

暇、契約内容に含めてとか含めないでとかいろいろ出てくると思います、工事内

容が。ということなどが出ていくということで問題であるということが言われて

いるんですよね。これは私もこの前話を聞いたときに、ＶＦＭ、バリュー・フォ

ー・マネーというのがあって、これは従来方式と比べて、ＰＦＩ方式が総事業費

でどれだけ削減できるかというようなことを出していくシステムになっていると

いうことなんですが。これで銀行融資の問題がいろいろ、相手がどういうふうに

受け取るかと、事業者がですね、というような関係なども出てきて、なかなか大

変だということなどがあって、総事業費で比較した場合、町直営のセンター方式

の建設の方がいいというような事例が１つ出ているんです。これはインターネッ

トで私も見たんですが、筑豊の庄内町です、ここでこのＶＦＭの方式での建設計

画の希望で資料を準備したら、ほとんど従来方式でやるのと変わらないというよ

うなことで、地域活性化の面を考慮して公設の従来方式にしたということが言わ

れているんですね。 

そういう点で言えば、それともう１つは、今６月議会でも私言いましたけど、
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この内容が全国的にはまだ学校給食は町で１つ、市で２つと、全国で１３年経っ

て、こういう状況なんです。ほかの事業をいろいろしているということで、昨

日、この前も説明がありました。しかし、全体としてもこの事業がなかなか進ま

ないというのは、失敗例も含めていろいろ出てきているということなんです。こ

れは７日の日の学習会の時も説明がありました。結局、福岡市の給食センターを

検討している、４社ぐらいこれに応募しているところがあるからと、何度もこう

言わっしゃってですね、何か福岡市がやりよるから粕屋町もせないかんのかなと

いうような言い方にとれたんですけど。福岡市は、私も６月議会でも言いました

ように、ごみ焼却発電施設を活用したスポーツ施設「タラソ福岡」が経営破綻し

たと。これは事業計画の過大見積もりによって２年半後には経営破綻することに

なったとか、また近頃は、こども病院の建設で、ＰＦＩ事業者を選定したと。し

かし、公募といいながら１社しか参加しなくて、グループが決まったと。これは

正式に日本鋼管、九電工、松本グループというふうに言われていますが、そうい

う点では、競争入札とも言えないような不正常な状況もあるし、まさにこの官か

ら民ということで、税金をこの企業が儲けのために大いに価格を引き上げて、そ

して儲かっているというようなことなど出てきているのがあるわけです。そうい

う点では、このＰＦＩ方式についても、そういう点などがしっかり準備していく

中での前提としてもですね、もって取り組んでいかれるようにしてもらいたいの

です。 

それと、もう１つは、この学校給食問題で一番皆さん関心があるのは、子ども

を持つ小中学校のお母さんやお父さんですね。私たちじいちゃん、ばあちゃんも

関心あるわけですが。こういう中身について、ＰＴＡの役員の人たちにどういう

ふうな説明がされておるのか、それを教えてもらいたいですね。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

建設問題については、検討委員会では小学校、中学校、ＰＴＡの代表者の方が

入っておられましたので、そこそこの中で説明はあっていると思います。ただ、

粕屋町の場合、こういう導入可能性調査をまだうちは手をつけていませんので、

ＰＴＡ等にはまだ報告はしておりません。ある程度方向性がはっきりした時点で

ＰＴＡとかそういうところには説明をしていく形になると思います。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 
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◎３番（田川正治君） 

中央保育園の民営化の問題のときでもことばの教室の民営化のときでも、大体

物事は決まって方向性が定まって、そしてやっと我々議員がわかるようなことな

どとか、いろいろありました。関係者の人はなおさら知らない。議会で、こうい

う取り上げて知らせることによって知ったというのもあるわけですよね。そうい

う点では、ＰＴＡの人がこの検討委員会の中に入っているからということですけ

れども、資料を見たら校長さんは入っているけどＰＴＡ役員は入ってないという

のもありますよね。だから、ＰＴＡの役員がどういうふうにこのことについて知

らされているのかというのもありますし、これはアンケートとか資料、少なくと

もアンケートは今後の学校給食のあり方として、どの方向を望まれたのかという

ことなどを行うことが、町として責任としてあると思いますが、その点について

回答願います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

検討委員会の中には、小学校と中学の校長は入っていましたし、小学校と中学

のＰＴＡの代表者は入っておられましたので、もう一度確認してもらいたいと思

います。 

それから、今やっぱりああいうふうに町民の皆さんに問うのではなくて、導入

可能性調査をして、ここで判断をしなければ、まず粕屋町でＰＦＩをするかせん

かというような問題より、できるかできないかの調査をさせてもらいたいという

ことで、予算計上をさせてもらっておりますので、ご理解をよろしくお願いいた

します。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

何度も言いますけど、ＰＴＡの役員、あれを見たら３校しか入ってないんです

よ。結局、小学校、中学校のＰＴＡの会長はみんな入っているわけではないんで

すよ。今次長が言いましたが、入っていることは入っています。校長も含めて入

っています。しかし、入ってないところもあるということなど含めて、全体にこ

の主旨が伝わるということと併せて、アンケートについても大事な内容でありま

すので、町民に知らせていくということをぜひ行うように求めまして、次の質問

に入ります。 

保育所と幼稚園の待機児童解消と環境整備についてです。さきの国会で子ども
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子育て新システム法が決まり実施されるようになりますが、これまでと同様に町

による公的責任において保育が行われるのか。町としての独自の施策が必要では

ないかという点で質問を行いたいと思います。この点については、考え方とし

て、このシステムがどういうものであるかということも含めて、私が知っている

ことを述べておきたいと思います。そして、町としてもこのシステムについて今

後どういうふうなことが求められているかということなどが検討されている点が

あれば、発言してもらいたい、答弁してもらいたいと思います。 

このシステム、子ども子育て新システムについては、今までは公的責任によっ

て保育所に入れない子どもたちを保育所に入れることも含めてあったわけです

が、今度のシステムでは、町としては保育所に入園するだけの必要性があるのか

どうかということを認定するということだけにとどまって、待機児童があると

か、保育所をどう増やしていくかということについては補助金も含めて出ないと

いう仕組みです。なかなか町として、国のやり方だけを待っとっても粕屋町の子

ども子育てに本当に責任を持つということができないというふうに思うわけであ

ります。そういう点でいえば、労働時間に応じて、保護者の働く時間に応じて子

どもを保育園に預けることになりますが、それについての認定が町でされた場

合、結局、今は１日パートで働いていて、２回ぐらい働いたり昼間働いたりとい

うことで１日保育できないということで、４～５時間働いている人たちは保育所

に預けるということなどもやっておられると思うんですね。そういう点で、いわ

ゆる町立保育園とか認可保育園の役割は非常に大事であるわけですけど、この状

態が今度は認定された時間以外に子どもを預けるということになったら、自ら自

分がその保育所にお金を払うという関係が生まれるんですね。申し込みも直接、

その認定書を持って保育所に行くということになります。ですから、なかなか今

までのように役場の方で面倒見てもらって、そして保育所に入れてもらうという

ようなことで、できない状況が生まれてくるわけで、そういう点では、今まで、

児童福祉法の２４条に基づいて、そういう保育を必要としている児童を市町村が

保育所で保育しなければならないという、そういう一番大事な児童福祉法の精神

が抜け落ちるということになるわけですが、この点について、新しいシステムに

よって負担できない保護者に対しても、町の助成など含めて行っていくという方

向が求められると思いますが、この新システムとの関係で、町として今後どのよ

うな方向を行っていくのかという点での町長の見解をお尋ねします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 
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それでは、田川議員のご質問にお答えいたします。 

子ども子育て新システムについては、社会保障と税の一体改革の中で、子ども

子育て新システム関連３法案として国会に提出されたところでございます。そし

て、３党合意により修正され可決成立をしております。児童福祉法第２４条の改

正についても保育所における保育の実態、実施義務においては現行どおり市町村

がその義務を行うということになっておるところでございます。また認定子ども

園法の改正についても、既存の幼稚園及び保育園のままでもよいとのことであ

り、以降については義務づけがないとのことで聞いております。したがいまし

て、これまでどおりの保育が実施できるものと考えております。 

今しがた、田川議員の説明によりますと、私が答弁する内容とは違うというよ

うなことになるわけですけれども、そういったことは聞いておりません。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

今までの保育園、幼稚園が残るというのは決まっているんですよね。結局、幼

保一元化について、保育所、幼稚園の関係者からもいろんな反対も含めて、国会

に対する要請などあって、これはよくないと。いわゆる教育者、教育、文部省と

厚生省の関係で、こういう関係もありますが、いずれにしても幼稚園と保育園の

あり方という点では、具体的にやれるものではないということで、これは非常に

いい判断がされたのではないかと、私は思っています。ただ、この幼保一元化の

問題で一番問題なのは、この出てきた内容が待機児童を解消するために、その幼

稚園が空いているところに保育園を入れてという発想なのですよ。待機児童解消

というのがそもそもの考え方の基本にあって、そのためにどう、そして企業を参

入させていくかということ。そのためにこの子ども園などをつくって、直接契約

させていくというやり方も入れていくということになってきたということなので

す。 

そういう点でいえば、私はこのシステムがあったとしても、粕屋町が現状にお

いて待機児童が増えている状況、そして保育園も幼稚園もいっぱいだと、今年か

ら幼稚園も待機児童が出そうになりよったということなどもあります。そういう

点でいえば、このシステムが起動していくという点では、粕屋町は少子高齢化と

いうことではなくて、子どもが増えているということですから、この実態に合わ

ないシステムになると思うんですね。だから、今までどおり、保育所を増やして

いくことによって待機児童を解消していくという方向を町として持たないと、こ
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の新システムで待機児童が解消されて、そして子どもたちがそれで大丈夫だとい

うことにはならんと思うんですね。 

そういう点で、私はこのシステムとの関係で、先ほど言いました子ども園の問

題が特に働く人たち、親の条件によって保育所に入っている時間が決まるという

ようなことなど、それとか保育料が決まるということなど、時間が狭められると

いうことなどあるわけですので、そういう点は、具体的に国からのそういう資料

通達など来る中で検討してもらいながら、今までの認可保育園とか粕屋町での待

機児童が解決できないためにどうするかという点については、引き続き保育士を

増やしていくという方向での方針を持って取り組まれるようにしてもらいたいと

思います。そういうことについては、そういう要請という点で止めておきたいと

思います。 

それと、もう１つは、今までの問題としてありますので、関連して質問をさせ

てもらいます。これは町長で答弁できる分はぜひお願いします。 

１つは、老朽化した建物についてですが、これが保育所がずっと続いているわ

けです。国からの補助金がない、そういうことでやめると、建て替えができない

というようなことなどできていますし、耐震化もこのままでいくということです

ので、この、さっき言いました新システムが入っても何ら改善される方向という

のは出てこないことなんですよね。おまけに、私立保育園の運営費も削減しよう

ということなどあるわけですから。だから、認可保育園であってももう全然そう

いう点では補償がないということが、国の制度との関係で出てくるわけですか

ら、町で本当に計画を立てて、老朽化したところを、雨漏りも含めて修繕すべき

ところを、中長期的な計画を持つという点で、６月議会でも述べました。その時

には来年度から計画を立てて公共施設の建物のそういう修繕・建て替えなどを計

画を立てていくということでしたけど、来年度の予算との関係もありますけど、

今老朽化した保育所の建物、このままに放置しておくということではないと思い

ますが、町長の見解をお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

今年度、老朽、いわゆる公共施設についての耐久調査をやっております。そう

いったことで、その調査の結果を見て緊急度の高いものから手をつけていくとい

うことになろうかと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 
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田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

あと３つほど、保育所の問題で質問いたします。これは今までも述べてきたこ

となんですが、正職員が保育所、幼稚園でも不足している。不足というのは、嘱

託、臨時に代えられていっているということによって、正職員が少なくなってい

るということなんですが、このことについてはクラス担任は正職であるべきだと

いうことなども問題提起をしてまいりました。その問題と併せて、嘱託や臨時の

人たちの労働条件、賃金の問題も含めて同じ同一賃金の精神から言えば、同じ仕

事をしておられる人たちの待遇というのは改善していく必要があると思います。

私も孫を保育園に連れていって、どの人が正職員でどの人が嘱託か臨時かという

のはわかりません。わからなくてもいいんです。私は一生懸命やっていただいて

いる先生たちを大事にしなければならないというふうに思っておりますけど、そ

の人たちが同じところで働きながら、その条件が違う。これは町の役場の職員の

人たちにもそういう問題がありますが、特に命を預かる保育園の人たち、幼稚園

の先生たちの正規雇用を増やしていくことが、何度も私も問題提起してきました

が、この点については現状において、先日もらいました資料ではクラス数よりも

正職員が少ない。園長さん含めても足らないと、正職員の方が少ないというとこ

ろがありますので、これをどういうふうにしようとしているのかということが１

つ。それともう１つは、緊急に補充してもらう必要があるということが１つ。 

そしてもう１つは、前回の６月議会でも問題を発言いたしましたけれど、待機

児童解消のために５０人以上の待機児童がいるところは市町村に整備計画の策定

が義務づけられて、実施状況を公表するということが児童福祉法２４条に述べら

れておるわけですが、この中身は、待機児童解消のため、原町保育園が増えると

いうようなこととか、中央保育園を存続していきながらというようなことで、１

２０人来年は増えていく、子どもさんを預かる分が増えるということはわかるん

ですけれど、中長期的な方向も含めてつくっていく必要があるわけで、そういう

点で、まず、この整備計画を出された中身で、今年度、来年度も含めてどういう

ふうな方向を持っておられるのかというのを、答弁を求めたいです。 

それともう１つは、原町でも、今の保育園が今度新しく整備されるわけです

が、この現地というですか、建設予定地が、夏草がいっぱい生えて、とても建物

が建って保育園ができるという感じになってなくて、あれはどうなるのかと。何

か国の補助金が減らされたり、何かあって中止になったんじゃないかというよう

なことなどのうわさも出るような状況になっているわけですが、それは清掃して

きれいにすれば済むことであって、きれいにするという点ではできるでしょうけ
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ど、国のこの補助金との関係も含めて、決まっているはずのものがひっくり返さ

れたということはないと思いますが、そういう点を含めて、質問、回答を求めま

す。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

職員の補充の件で、まずお答えいたします。採用しても近頃はもう１年も経た

ないうちに辞めていくとか、そういった職員が結構おります。そういう中の１人

に、今おっしゃった正職もおりました。来年度３名採用する予定にしておりま

す。 

次に、保育園、保育所等の将来計画についてでございますけれども、来年４月

に原町駅前保育所が供用開始をいたします。それを見ながら、今後の児童数の園

児数の推計等を行いまして、場所等を含め検討してまいりたいと思います。 

それから、次に、原町駅、今お話ししました保育園の建設予定地に夏草が繁茂

しているというお話でございますけれども、これはＪＲの建設工事でございまし

て、ＪＲの方との設計段階での話の詰めがあってないということで、ようやくそ

れを請けた業者の方が直接やると、協議して、もう工事に今入っておるところで

す。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

クラス担任がいないところ、正職員はいないところがあるということについて

は、答弁がありませんでしたけど、これは部長の方からでも答弁をお願いしたい

と思います。どういうふうな状況で、今後どういうふうにこの正職を確保してい

くかという点では、結局、２人体制でいくとか、補充ができるようにしていくと

かいうのをもっと確立しないと、１人、総数として１人減ったから１人増やすと

いうやり方では、臨時にとか嘱託になってしまうという方向になりますので、正

職そのものの枠を、クラス担任で２人にするとかいうようなことなどを考えて取

り組んでいく。これは労働組合もそういう提案を、要求をしているということを

聞いておりますので、ぜひそういう点でどのように考えているのかという点で、

部長の方から答弁をしてもらいたい。 

それでもう１つは、先ほど、１年採用で辞めると、１年で採用して、これは私

は思いました。本当、大変ですよ。保母さんたちが、夏の暑いときに子どもと一

緒に２０人ぐらいを２人ぐらいで面倒見ながら、本当、そして食事も、もう本当
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ちょこっと、どうして時間的に取って食べられてあるかわからんですね。１人

で、私も２人の孫を面倒を見るだけで、もう足にまとわりついたり、食事をする

とき、便所に行くときに追いかけてまいりますよ。そういう子どもがおるのをど

う保育して、教育的な立場でやっていくかという点でいえば、幼稚園もですけ

ど、保育園も、やっぱり命預かるところ、事務的な、パソコンを打っているとこ

ろであれば、まあ臨時とあれと替わっても技術の問題ではそう変わらんかもしれ

んです、正職員と。ただ、こういう現場に、増やすという、公務員定員法の関係

がいろいろありましょうけど、しかし、臨時は臨時として、もう１つは計画も立

てて、町としてそういう方向を決めるというのをやっていかないと、やっぱり失

望するというか、きついというか、大変というのがあって、昔は汚い、きついと

か、何か３Ｋとか言われていましたけれども、今は保母さんというのは、本当、

看護師さんもそうですが、大変だと思うんですね。そういう点からも、私はもっ

とこの正職に嘱託、臨時の人たちをしていくということを含めて、確保していく

べきと思いますが、部長の見解を。 

◎議長（進藤啓一君） 

工藤住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（工藤龍一君） 

正職の採用の件なんですけれども、昨年度より計画的に、やはりクラス担任は

正職員でないと駄目じゃないかということで、昨年退職者がいないにもかかわら

ず３名の採用をやっております。今年度も定年退職者はいませんけれども、今募

集は３名の職員の募集でやっておるところでございます。今後とも、やはり女性

の職場でありますので産休の方がおられたり、そういったこともありまして、な

かなかその分まですべて正職で補うということもなかなか難しゅうございます。

先ほど議員が言われたように、臨時さんも職員の方と同じようにやっているから

ということで、それで、職員に上げるというのもですね、なかなか難しい問題で

ございます。ただ、臨時さんから嘱託の職員へという道は、責任ある、要するに

実績のある方はそういった方向も考えておるところでございます。 

それから、先ほど町長の答弁の補足になりますけれども、５０名以上の待機児

童を抱えたところは、整備計画を出さにゃいかんのじゃないかということなんで

すけれども、うちの方としては、県からアンケートが７月に来まして、こういっ

たことで１２０名の保育所を建てるという回答をしております。それで、整備計

画については、まだ県の方から建てなさいということはまだ言われていない状況

でございます。 

以上です。 
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◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

保育所の件については、時間の関係もありますので、以上で終わりたいと思い

ますが、いずれにしても長期的な、中長期的な計画も含めて、保育士も含め、保

育所の建物も含めて、予算も含めて増やしていくことの措置をするように求めま

して、次の質問に入りたいなと思います。 

次は、太陽光発電の設置助成補助制度についてです。これは今、全国的にもこ

の制度が増えておりまして、福岡県でも北九州、福岡はじめ３６市町が行ってお

ります。全国では昨年１２月で９００自治体でしたので、１,０００自治体は超え

ていると思います。これは、国のエネルギー政策も含めて県からの補助金なども

ありますし、これを活用してぜひ独自に住宅リフォーム制度にある太陽光発電の

リフォーム制度とは別に、ほかの自治体でもこの制度を確立しておりますので、

制度化するように求めたいと思いますが、部長に答弁を求めます。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

田川議員のご質問にお答えいたします。 

ご質問の太陽光発電設置の補助金制度につきましては、現在地球温暖化が進ん

でおり、その原因は二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスであると言われてお

ります。そのため、二酸化炭素の排出をできるだけ抑える低炭素社会への転換が

急がれています。その対策の１つとして、国は再生可能エネルギーの導入で地球

規模での環境問題を解決する手段として、太陽光発電システムを有効と考え、一

般家庭の促進のため住宅用太陽光発電導入支援補助金を実施し、設置費用の一部

を補助しております。また全国の自治体におきましても、議員が言われますよう

に、この国の補助金にプラスいたしまして、補助金を出している自治体もありま

すので、近隣市町の補助金制度、また補助金の活用状況等を調査いたしまして、

今後、本町におきましても太陽光発電の補助金制度を検討していきたいと考えて

おります。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

お隣の志免町は、この住宅リフォーム制度は２００万円ですが、太陽光発電に
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５００万円を予算化して取り組んでおるわけですが、その中身については、志免

町は１キロワット当たり２.５万円と、上限１０万円を補助していくということで

あるわけですが、先ほど言いましたように、県としても、この補助制度７億３,０

００万円ほど予定、予算が計上されているということでありますので、積極的に

活用していくようにしていただきたいと思います。 

続きまして、住宅リフォームの助成制度の拡充について質問いたします。全国

的な住宅リフォーム制度を実施しているのは、７月６日時点で５３３自治体にな

っております。実施率は２９.８％、福岡県は１７自治体で２７.９％でありま

す。この住宅リフォーム制度は、補助金を使うことによって工事総額が、この補

助金との関係から見ても、経済波及効果が非常に大きいということがあります。

粕屋町でも去年がこの資料として見せてもらいましたけど、利用額が１２５万円

１５件であったということです。工事総額は２,１４０万円ということです。そう

いう点で、経済波及効果は１７倍と言われているわけであります。これは全国的

にもそういう傾向で、経済波及効果が増えてきているということであります。問

題は、今年が６月７月で、この補助金の１７０万円が使われるということで、昨

年度からこの中身が知らされて非常に徹底して活用が増えてきたということにな

りますので、今年度の補正予算を組んででも、この活用を促進していくようにし

ていくべきだと思いますが、部長の答弁をお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

住宅リフォーム制度につきましては、地域経済の活性化及び町民生活の安定を

図ることを目的に平成２３年６月１日から実施しております。平成２３年度の補

助実績は１５件で１２５万３,０００円と、予算計上額３００万円に対しまして執

行率が４１.８％にとどまっておりましたが、平成２４年度の補助実績は、平成２

４年８月末現在で２１件、１８１万２,０００円、執行率６０.４％に達していま

すので、今後の申請状況と予算の残額を把握しながら、増額補正につきましては

検討をしてまいりたいと考えております。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

ぜひ、補正も含め、地域の活性化、粕屋町の業者が、粕屋町の人がリフォーム

することによって、税金もそれだけ増えていくということにつながるわけですか

ら、ぜひお願いをしておきたいなと。 
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次に移ります。中学生までの医療費の無料化についてであります。これは全国

的にも高校までの医療費の無料化というのが増えてきております。福岡県内でも

みやこ町で高校３年、古賀市も高校３年までということになっています。中学生

までの通院・入院は無料化している、また入院を無料化しているとこは北九州市

はじめ３市６町あります。日本医師会もこの中学３年生までの医療費無料化は国

の責任において実施するようにという提言をしております。昨年の１２月議会で

川口議員も中学３年まで無料化するための予算額６００万円ぐらいで済むのでは

ないかと試算額を示してくれということも言われて質問をされておりました。本

議会で提案されております小学校６年生まで無料化と比べても、中学３年までの

無料化については、予算上も実現可能な金額であるとは思うわけですが、この点

について、町長の答弁をお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

お答えいたします。 

今回、６年生までの入院について無料化するという条例案を提案させていただ

いておりますけれども、これは糟屋郡内の町、新宮町を除く６カ町で協議をして

まいりました。その結果、まず６年生までの入院についての医療費の無料化をし

ようということで、来年４月から実施してまいりますので、まずその実施の状況

を見ながら、今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

田川議員。 

◎３番（田川正治君） 

時間が来ましたので、以上で終わりたいと思いますが、先ほどから町が社会福

祉の向上に努めると、自治体の役割という点についての質問を中心に行ってまい

りましたけど、ぜひ今後の町の自治体の役割として重視して取り組んでいただき

ますよう、以上で質問を終わりたいと思います。 

（３番 田川 正治君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ここで、暫時休憩といたします。再開は１１時４５分からといたしますので、

よろしくお願いいたします。 

では、暫時休憩です。 

（休憩 午前１１時３４分） 
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（再開 午前１１時４５分） 

◎議長（進藤啓一君） 

再開いたします。 

６番 因 辰美議員。 

（６番 因 辰美君 登壇） 

◎６番（因 辰美君） 

それでは、早速質問させていただきます。質問に入る前に一言申し上げます。

一般質問は粕屋町の将来をよくするために、議論の場として、議会の双方が切磋

琢磨し、研さんしなければならないと思っています。私たち議員もいろいろな住

民の皆さんと協議し、行政に対して改善していただきたい点や考え方の違いを住

民の代弁者として聞くことは当然なことであり、厳しいことを申し上げることも

ありますが、決して文句を言っているわけではなく、議論をしていることを執行

部側も十分認識していただくことを要望し、質問に入ります。 

水害対策について質問をいたします。まずはじめに７月下旬の九州北部豪雨の

被災地の皆様に心からお見舞いを申し上げます。いつどこで発生するか予測がつ

かない地震やゲリラ豪雨、最近では雷、竜巻と、過去に経験のないような異常気

象が頻繁に繰り返し発生しています。ですから、国の計画も防災に多くの予算が

組み込まれるようになりました。私も多々良川に関する水害対策について質問を

いたしました。前回聞き漏らした部分がありますので、再度質問をいたします。 

前回の内容をおさらいしますと、多々良川の河川改修は名島河口から香椎線鉄

橋まで、平成２３年度までの事業進捗率は７８％、完成年度は平成３０年度の予

定となっていると説明されました。まず、はっきりさせたいことがあります。前

回多々良川の河川改修はどの災害を基準に設計されたのかと質問をいたしまし

た。町長の答弁では、５０年に一度の災害基準、いわゆる５０分の１と答弁をさ

れました。私が１００分の１ではないですかと聞くと、都市政策部長は１０分の

１と答えられました。大体どの設計基準が正しいのでしょうか。答弁を求めま

す。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

６月の議会で答弁いたしました１０分の１の確率が正解でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 
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すぐわかるのであれば、ぜひ議会中にでもすぐ答えていただきたいと思いま

す。私も県に聞きますと、当時は１００分の１で設計をされていたようです。し

かし工事が長くかかりすぎるということがありまして、とりあえず１０分の１に

変更し、香椎線鉄橋まで進む計画に変更したという回答を受けました。そういう

ことで、すぐわかりますので、できましたらすぐ回答をいただきたいと思いま

す。 

次に、粕屋町の香椎線鉄橋の上流部ですが、非常に景観が悪いし、堤防を越す

水害も起こっていますので、当然改修・整備の必要があると思っています。大隈

までの多々良川河川改修は県の計画にありますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

先ほど議員も言われましたように、多々良川の本線が、今の予定では平成３０

年ということになっておりますので、それ以降の、今確実にできるかできんかと

いうのは言えませんが、上流に向かっていくことだろうと考えておりますし、こ

ちら側も要望していきたいと考えております。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

この件も、聞きましたらですね、鉄橋までであとの計画はないということで、

返答がありました。計画は安全であるという認識でよろしいですかね。河川計画

が、改修計画が、県の方に聞いてもないということで、回答がありました。こう

いうことは、あるということは、県の方も安全であるという認識のもとに回答さ

れたんだろうと思いますが、私はその認識でよろしいですかね、町の方も。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

改修計画がないということで、安全であるということにはつながりません。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

多々良川の河口付近に近い名島地域の河川整備を見ますと、広い川幅、高い堤

防、安全な遊歩道が完備され、住民の憩いの場として地域に大きく貢献してお

り、これが同じ多々良川なのかと正直羨ましくてたまりません。粕屋町を流れる
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多々良川は多くのため池を満水にし、水田を潤し、飲料水や防火用水の機能を兼

ね備えており、粕屋町にとってなくてはならないとても重要な河川であるといっ

ても過言ではありません。しかし、これだけの重要な河川でありながら非常に景

観が悪く、浚渫だけで何も整備されないことは、非常に残念でなりません。 

町長に質問しますが、多々良川の景観をどのように思われますか。また、今後

の対応としてどのような構想をお持ちでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

現状は、非常に堆積をして結構大きい木も、川の両側に生えておるといったよ

うな状況で、決して河川環境はいいという状況ではございません。今後、今から

はちょっと後の答えになりますけれども、その中でお答えしていきたいと思いま

す。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

私は、もう新しく道路をつくる時代ではないと思っております。それよりも水

害に対する防災の優先性や、景観を大切にする住民の心を育むためにも河川整備

を重視する時代に来ていると思っています。多々良川は県の管轄ですが、粕屋町

が恩恵にあずかっている観点から考えると、多々良川整備に町の予算を計上する

ことはやぶさかではないと思っています。県と一緒に前向きに河川整備に取り組

む姿勢は重要であると思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

今、因議員がおっしゃるように、全体的に荒れているということでもございま

せん。私が建設課長をしておる頃、大川小学校のグラウンドの横に親水護岸がご

ざいます。今できている伊賀公園のところにも親水護岸がございます。それから

もう１つ、プールの付近にも１カ所ございます。あの頃は結構景気も右肩上がり

で、税収が非常に潤沢にあったというようなことで、いろんな河川の浚渫等も頻

繁に行われておったところですけれども、今現状は、町もそうですけれども、

国・県・町、それぞれ非常に逼迫した財政の中でして、そういったことで今河川

の浚渫もできない、なかなか進まないというような状況になっております。 

以上、そういった前の投資も、以前はそういった投資もされ、粕屋町において



 

 － 63 －

はそういった３カ所も親水護岸を建設したという実績もひとつ認めていただきた

いと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

今、３カ所の親水護岸が整備されたということでお答えいただきましたけれど

も、今誰も利用していないのが現状じゃないかなと私は思っています。これは正

しく汚いから近寄らない、危険だから近寄らないというような護岸だと思うんで

すよ。そういった中で、やはりそういった景観整備というのはそういったものを

使われやすくするためにやはりそういった整備を行わなければいけないのじゃな

いかと。新しくするのではなくて、そういった環境を整えるというような努力も

されたらどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

そのとおりです。ですから、親水護岸は特に伊賀公園のところの親水護岸につ

いては、繁茂している樹木を伐採し、親水護岸たるべく状況を取り戻すようにと

いうことを、これは町の方でやるということで、今指示をしております。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

ぜひ、住民が親水、水に親しむようにされるような護岸を回復していただきた

いと思います。 

次に、平成２１年に発生した大川小学校の水害を教訓に、子どもたちを水害か

ら守るという観点から、その対策として薬師井堰を固定井堰から可動井堰へと改

修し、大川小学校付近の水位を下げるために、下流の古屋敷の固定井堰を撤去

し、下流に水をスムーズに流す計画をされ、価格と期間を尋ねたところ、転倒井

堰の工事は平成２６年から着工し、２８年に完成予定、事業主体は福岡農林事務

所で事業費は６億円であると説明をされました。下流の雨水地区に説明はされた

のかと聞くと、農林事務所の方で影響について調査しており、終わり次第地元協

議を行うと答弁されました。平成１１年の水害で雨水橋の下流にある福岡市の導

水管に流木やごみなどがつかえ、雨水、（ヒロタ）をはじめ、東区にも災害が広が

り、その原因を解決するために（ヒロタ）井堰が撤去をされました。しかし、水

位が下がり、浸水のないはずの雨水地区が平成２１年の水害では古屋敷固定井堰
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のすぐ下流でありながら、江辻山付近や雨水橋付近が家屋浸水や擁壁崩壊をいた

しました。このように過去の経緯がありますので、雨水地区の皆さんは、水害に

対して非常に過敏になられていますので、事前説明を要望したところ、県の調査

を待たずに、行政区長を通して工事の影響や概略説明を行うと答弁されました。

その後の対応について経過説明を求めます。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

今年６月の一般質問以降、７月の末だったと思いますが、江辻公民館におきま

して、江辻の行政区長、また江辻の農区長に来てもらいまして、県と町も来まし

て、この概要について説明しております。その後、江辻の行政区長さんの方よ

り、隣組長にも説明してもらえんかということで、ちょっといまだにされてない

んですが、それは井堰自体が戸原にありますので、戸原区を先行して、江辻区の

説明会をするよりも先に戸原区をしたいということで、ちょっと今戸原の出方を

待っている状況でございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

今、行政区長と農区長に協議をされたと、説明はされたということですね。あ

とは各組長にも説明をしてくださいという要望をしたということでよろしいです

か。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

これは、江辻の行政区長さんの方から隣組長にまで説明をしてもらえんかとい

うことで、依頼を受けております。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

前回説明いただきましたけれども、平成２６年度からの着工ですから、もう協

議・検討する時間が少ないわけですね。ぎりぎりになってから、「もう決まってい

ますから」では許されません。それに大川小学校の児童を守るための工事になる

わけですから、同じ校区内の反対はできません。しかし、下流の住民として危険
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回避の対策は当然の権利であると思います。スムーズに着工するためにも早急な

行政の対応を再度求めたいと思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

今議員がご心配のようなことについては、十分私どもも配慮しておりますの

で、農林事務所並びに県道整備事務所と一緒になって、雨水地区のそういった憂

慮されている部分の払拭に努めてまいります。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

水害は床上浸水、床下浸水だけではなく、時として命を奪う危険性も含んでい

ることを忘れてはなりません。よい事業をされていることは十分に認識をいたし

ております。しかし行政として下流で生活されている住民の皆さんへの十分な配

慮を忘れないよう、強く要望し、１点目の質問を終わります。 

続きまして、都市計画について質問をいたします。粕屋町都市計画マスタープ

ランを読ませていただきました。将来の都市像として『まちと緑がとけあうコン

パクトシティかすや』を目指し、用途別ゾーンで固め、２０年後を目標に進めて

いくと、平成２２年度に作成されました。では、まず１点目に、福岡都市圏の中

で粕屋町の都市計画が行われていると聞きますが、どのような理由で参加してい

るのか、よろしければ内容も少し説明をお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

因議員のご質問にお答えいたします。 

ご質問の中に福岡都市圏とありますが、福岡都市圏とは地域エリアを指し示す

もので、一般的に福岡都市圏という場合には、福岡市を中心に筑紫地域４市１

町、糟屋地域１市７町、宗像地域２市、それに糸島市を含めた９市８町で構成す

る地域のことでございます。ご質問の内容は粕屋町の都市計画が属しているもの

について、その参加の理由を質問されておりますので、福岡市、春日市、大野城

市、志免町、本町で構成いたします福岡都市計画区域に関しての答弁とさせてい

ただきます。国の都市計画区域の定め方としましては、都心の市街地から郊外の

農地や山林のある田園地帯に至るまで、人や物の動き、都市の発展を見通し、地

形などから見て一帯の都市としてとらえる必要がある区域を都市計画区域として
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都道府県が指定しております。 

このようなことから本町も福岡都市計画区域として、また一帯として発展する

ことを要望し、福岡県が本町を昭和４２年９月１６日、福岡都市計画区域として

編入しております。これにつきましては、本年環状化が完成いたしました都市高

速道路をはじめとする都市計画区域内の一帯とした道路網の整備や空港・港湾と

いった都市施設からのアクセスがあり、１つの都市計画区域としての発展があっ

たものと言えます。今後も本町が発展していくには、福岡都市計画区域内の重要

な地域拠点であることに変わりはなく、今後一層その重要度を増していっており

ます。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

町長は、この都市計画マスタープランをどのように評価されておりますでしょ

うか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

それは、将来を展望した粕屋町のあるべきプランがマスタープランでございま

す。それで、私は立派なプランだなというふうに思っておりますし、このマスタ

ープランを、できるだけプランにのった年度で進めていくということが、最終の

粕屋町が到達するところだというふうに理解しております。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

はい、了解しました。 

続きまして、２点目、粕屋町は農地の占める割合がとても多いと思いますが、

参加している各行政の調整区域を含めた農地占有率について、説明を求めます。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

本町の農地は２.９２平方キロメートルでございます。町の面積は１４.１２平

方キロメートルですので、農地の割合は２０.６％ということになります。ご質問

の福岡都市圏の各行政のデータを平成２３年度版の福岡県市町村要覧で調べます
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と、福津市が２４.１％で一番多く、次に本町で２０.６％でございます。以下、

糸島市が２０.５％、宗像市が１８.７％ということになっております。 

◎６番（因 辰美君） 

参加している市町村の有占率ですよ。 

◎議長（進藤啓一君） 

はい。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

失礼しました。福岡都市計画区域内の農地占有率ということですか。 

◎６番（因 辰美君） 

はい。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

さっき言いましたように、３市２町ありますが、本町が１番で２０.６％です。

２番が志免町で８.３９％、３番が福岡市で６.０９％です。４番が大野城市で２.

５７％、５番が春日市で２.１２％ということになっています。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

これは２０.６というと、農振地域だけでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

これは本町にあります。都市計画区域内、市街化区域も含めた農地の割合でご

ざいます。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

５２％じゃなかですかね。違いますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

そうでございます。農地を、先ほど言いましたように市街化区域、調整区域を

含めた農地の割合です。 

◎議長（進藤啓一君） 
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因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

が５２％でしょう。２０.６％ですか、全体の。 

◎議長（進藤啓一君） 

はい。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

はい、そうでございます。２０.６％です。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

マスタープランの中には、粕屋町の魅力の１つに田園地域が多く残っているこ

とは、都市圏全体の財産であると書いてあります。非常に、私も農家なんですけ

れども、これは財産かどうかはわかりませんけれども、地権者としては非常に迷

惑な都市計画に感じるわけです。町長が、この飛び抜けた２０.６％、粕屋町です

ね。この農地占有率をどのようにとらえておられますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

ただ、農地の占めるパーセントだけでは言えないと思います。地域全体、山も

あるところがありますし、うちはほとんど平地、ほとんど山は０.５％あるかどう

か、５％あるかどうかぐらいのことですから、そういう中で２０.６％残っている

というのは、悪い平地の中では積極的な開発が行われているということではない

かと思いますね。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

積極的な開発ですか。とはどういうことでしょうか、すみません。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

例えば、江辻区の流通パーク、それから酒殿区のイオンであったり、それから

農家の方々は、市街化区域であればマンションをつくったりアパートをつくった

り、ほかに倉庫をつくったりといったことで、それぞれ土地活用は図られている

というふうに思います。因議員がおっしゃられたいのは、行政でどういうふうに
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できないかということだろうと思いますけれども、今手をかけているのは、九大

跡地の２４ヘクタールを粕屋町の西の玄関口としてどのような位置づけをし、開

発計画をしていくかということで、今九州大学と協議を重ねておるところです。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

５市の福岡、大野城、春日、志免、粕屋という中で、やはり皆さん一桁台の農

地でございますので、極端に、この都市圏内での割合が、やはり平等ではないと

いう気がいたします。ちょっとその観点で質問させていただきました。 

続きまして、３点目、粕屋町の立地条件はとても素晴らしいと思いますが、近

隣地域、大野城、春日さらには都心にはるかに遠い糸島市よりも整備が遅れてい

るような気がいたします。粕屋町を豊かにする方策として、町長がどのような構

想をもっておられるのかお聞かせください。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

どこの都市を見ても、これは不思議なことに、西の方から開けてくるというの

は、ずっと昔からの状況みたいでございます。そういったことから、ようやく粕

屋町がというところが認知され、東区の状況が認知され、今からが本格的な開発

になってくるのではないかと思います。そういった意味では、粕屋町は人口増加

の都市でもあるし、ＪＲの駅が６カ所あるし、九州縦貫道のランプは近いし、都

市高速のランプも近いし、そういったところの粕屋町にしかない、いいところを

発信をしながら、発展をさせていきたいというふうに思っています。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

都市圏のこの都市計画のわかりやすい資料はありますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

さっき言われました農地関係の資料ということでございますでしょうか。 

◎６番（因 辰美君） 

全部、都市計画をどのようにされているかという、要は、何しろ審議内容が全

くわかりませんのでですね。そういった委員会とかがあるだろうと思いますけれ
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ども、そういったものの資料がないのですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

現在、持ち合わせておりませんが、後日、そういうことを調査いたしまして提

出したいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

はい、よろしくお願いいたします。私も田んぼを１町５反の米をつくっており

ます。しかし、生産するための農機具やら保管する納屋、いろいろ経費を差し引

きますと、年間７０万円の赤字なんですね。だから、田んぼをつくったぐらいで

は、とても農家の方が、開発できた方はいいですけれど、できなかった側の人た

ちはものすごく格差が生じております。ですから、その辺も、やはりもう少し田

んぼがあるということはいいことは十分認識しておりますけれども、やはりそう

いった、何もかかられていない方、そういった方も多くおられますので、ぜひ十

分その辺は今後の都市計画につけて、考えていただきたいと私は思っておりま

す。 

それでは、次にまいりたいと思います。最後に、原町バス停について質問をい

たします。現在、これはもう何回も言っておりますけれども、現在交通渋滞を緩

和するためにつくられた原町のバスカットが、タクシーの待機場所に利用されて

いることは皆さんもご承知と思いますが、言われてみないと気づかない案件であ

ると思います。今のままでは５,８００万円で取得した土地代は税金の無駄づかい

となり、何ら交通渋滞の緩和にはなっていないのが現状です。このような中途半

端な行政の事業こそ、議員がしっかりチェックし、行政に改善を求めることが責

務であると思っています。バスカットを使用し、交通渋滞を解消していただきた

いと。使われないバスカットは無駄な公共事業になるので、無駄にならないよう

にと４年間再三にわたり利用していただきたいと要望してまいりましたが、いま

だに利用されていないのが現状です。振り返ってみますと、平成２０年１２月の

議会の答弁では、店舗使用者との協議が調わない、２２年の１２月議会では店舗

関係者が難しい条件を出してきたので、バス停の移動は断念し、現在のままにす

る。平成２３年６月議会では、マンションの出入り口であり、住民が反対してお

り協議が難航している。平成２４年３月議会では、マンションの臨時総会で説明

したが、反対の声が多いなど、その場その場でいろいろな答弁がされましたが、
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現況は何も変わらず、現在に至っております。 

平成８年に県の事業で行われた道路整備ですが、当時の建設課長であった因町

長に、前回「バスカットをつくっていただきたいと要望したのは誰ですか」と聞

くと、粕屋町が要望し、県も必要性を認めたと答弁をされました。さらに町長

は、今までこのバスカットがバス停留所として使われていないということに対し

て大変遺憾に思う。いろいろな部分で入り込み、早い解決をすると。非常に明快

な回答をいただき、本当に期待をしておりました。しかし、半年が過ぎても、担

当課からの経過報告は一切ありません。あの明快な答弁の勢いはいったいどこに

行ったのでしょうか。その後、マンションの総会はあったと思いますが、進捗状

況について説明を求めます。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

原町バスカットについての協議経過は、平成２３年８月にＭＪＲマンションの

管理組合総会に出席し、説明を行いました。さらに９月にバス停利用者や停車時

間の調査を行い協議を進めてきましたが、１２月に当マンションよりバス停移転

反対の要求書が提出されました。その後、若宮区長と原町区長とも協議を行い、

再度、ＭＪＲマンション理事長に、西鉄バスの１週間の試運転を提案し計画いた

しましたが、店舗外への周知徹底ができず、試運転実施を見合わせている状況で

ございます。現在、ＭＪＲマンションと店舗オーナー、またそれを管理していま

す不動産業者と移転に向けての協議調整を行っているところでございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

何回も言いましたけれども、用地買収を坪単価９０万円です。用地を提供しな

がら、使用については反対されている。このような矛盾が存在するでしょうか。

何かほかに理由があるのではないですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

ほかに特別な理由はございません。ただ、店舗側がバスセンターをつくったり

したら、自分のところの店が見えにくくなるとか、そういったことでの反対でご

ざいます。いろいろ終日バスを運行して、あそこに停車する時間等も計らせてお
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ります。１日１４～１５分だそうでございます。そういったことからも、私ども

はできるだけ早い解決をしたいということでございます。全くトーンは落ちてお

りません。今積極的に折衝しながら、せっかくバス停車帯があるんですから、早

く活用できるように努力をしているところでございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

あれは、店舗よりもバスカットが先にできたのではなかったですかね。その

後、店舗整備がされたというふうに、当時聞いた覚えがあるんですが、違います

でしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

ええ、もうほとんど同時ですね。あそこの陣屋さんとかカメラ屋さんとかラー

メン屋さんとか、それからスナックとか、そういうのは後から入ったんですけれ

ども、建物はほとんど同時ですよ。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

それであるならば、店舗は、バスカットはあることはわかって入っておられる

わけですね。ですから、店舗が見えないとか、そういった言い訳は言い訳になら

んと思いますけれども、いかがでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

ええ、言い訳になりません。なりませんけれども、そこの用地を売却したオー

ナーが反対をしております。そういったことで売ってないといったことでしてお

りますので、そこら辺のもつれから解いていかんといかんと思います。実はご主

人はお亡くなりになっておりますので、私はご主人とお話をして、そういったこ

とで理解をもらって、バスカットの用地も分けてもらっておるわけですから、で

きるだけ穏やかな中で解決をしていきたいというふうに考えておりますので、今

しばらくお時間をいただきたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 
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◎６番（因 辰美君） 

やはり、ほかに理由があるわけですね。先ほど「ありません」ではなくて、や

はりバスカットとして当初は売られたと思いますけれども、今の方がご理解され

てないということになれば、やはりそこが理由ではないかなと私も思っておりま

すが。早期、解決をよろしくお願いいたします。 

公共事業には、いろいろな問題が発生すると思いますけれども、この問題はバ

スカットが利用できないのであれば税金は不当に使われていることになります。

公務員だからといってこのまま放っておくことは許されるものではありません。

約５,８００万円の血税で利用されない土地を買ったのであれば、住民から見れ

ば、誰が責任をとるのかと思うのは当然です。町長は答弁で早く活用することが

責任だと回答されました。私もそのとおりであると思います。しかし、バスカッ

トをつくって１６年、一般質問で指摘してから４年間が過ぎようとしています。

全く行政の対応にスピード感と責任感を感じられません。このような行政対応に

ついて、町長の見解を求めます。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

じゃあ、質問者に質問いたします。４年間もこの問題でご質問なさったという

ことでございますけれども、１回でも店舗とかオーナーとかにお話をなさったこ

とはあるでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

私がですか。 

◎町長（因 清範君） 

ええ。 

◎６番（因 辰美君） 

ありません。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

はい、よくわかりました。以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 
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◎６番（因 辰美君） 

これは行政の仕事であって、私が説得にいくべきものではないと考えておりま

す。ですから、行くのはいささか場違いではないかと、私は考えております。以

前、東区の蒲田に産業廃棄物のごみの山がありました。皆さんもよくご存じであ

ると思いますが、廃油をかけて野焼きをし、近隣に大変な迷惑をかける業者でし

た。この問題を解決するために、地場大手の企業が立ち上がり、ごみの山を買

い、今ではきれいにごみが撤去され、営業所になっています。その営業所計画の

中にごみの山に隣接する私の土地も含まれておりました。しかし、そのような計

画は全く聞いたこともないし、土地を売ることも考えていませんでしたので、半

年間返事をしませんでした。その間の地場大手の対応は、毎週平日に支店長と担

当課長があいさつに来られ、日曜日には担当課長が私服でお願いにこられまし

た。話をしているうちに、実は私どもはごみの山を処理してやったのに、近隣の

皆さんに感謝されるべきと思ってあなたに対応をしていましたと。しかし本当は

何も知らせずにいなかったおたくに一番のご迷惑をかけていたんですねと、突

然、うちの庭で土下座され、「申し訳ありませんでした」と、何回も何回も謝罪を

されました。民間企業はここまで熱意を持って我慢強く対応されるわけです。行

政はここまで真剣に、相手のことを考え対応していますか。今後の対応につい

て、しっかり語ってください。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

粛々と解決に向けて交渉してまいります。以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

因議員。 

◎６番（因 辰美君） 

企業は、やはり毎週話に行ったりとか、日曜日に、今も言いましたけれども、

日曜日に私服で来られたりとか、いろいろな努力をされております。やはり、ぜ

ひそういった対応も１つの相手を説得する手段だと思いますので、ぜひその点に

ついてもよろしくお願いいたします。 

最後に、公務員の皆さんにつきましては、給料を大手企業とよく比較されます

けども、私は対応能力もぜひ大手企業と比較していただきたいと思います。そう

しないと、住民は納得いたしません。このことを肝に銘じて、これからの業務に

取り組んでいただくことを要望して、質問を終わります。 

（６番 因 辰美君 降壇） 
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◎議長（進藤啓一君） 

これにて、午前の一般質問の時間を終了いたします。 

暫時休憩いたします。再開は、１時１５分といたしますので、よろしくお願い

いたします。１時１５分再開です。 

（休憩 午後０時２４分） 

（再開 午後１時１４分） 

◎議長（進藤啓一君） 

では、再開いたします。 

４番 長 義晴議員。 

（４番 長 義晴君 登壇） 

◎４番（長 義晴君） 

午後の１番で一般質問を行います。議席番号４番 長 義晴です。通告書に基

づきまして質問いたします。 

まず、最初の質問は、今後の財政運営について質問いたします。２番目の質問

は、地方分権一括法について、町長はじめ執行部の答弁を求めます。 

１番目の今後の財政運営でございますが、因町長の選挙公約であります５つの

約束の１つであります行財政健全化でありますが、粕屋町は県内の他町に比べて

自主財源比率６０.４％と高く、財政運営の面では恵まれているのは事実でありま

すが、実質公債比率が１８％を超えて、今後地方債を起債するには県の許可が必

要となっています。すなわち、いくら自主財源比率が高くても、元利合計償還金

の比率が高ければ、またその期間が今後続けば、町の運営は赤信号となります。

これは、こういうふうな現象は小中学生でも理解できるところでございます。自

主財源が今後とも安定的に伸びる裏づけがあっての起債であれば理解もできます

が、この１８％の指標基準を超えての予算実態は、計画的な事業計画に欠けてい

たのではないかと危惧いたすところでございます。これからの予算編成するポイ

ントは、特に大規模事業計画について、中長期的な事業計画をリストアップし

て、中長期の予算配分を図る必要を感じます。 

２５年度予算編成は、因町長就任後、実質的には初めての予算編成であります

ので、大規模事業計画については、町民にわかりやすく、中長期大規模事業計画

を含めて示していくべきだと考えるが、いかがなものでしょうか。例えば、今後

計画すべき事業としては、一部検討はしてある事業、また予定計画事業は１つ、

学校給食調理場の建て替え問題。２つ、今後の人口増加に伴う小中学校教室の増

設。３つ、老朽化が来ている幼稚園・保育園の建て替え。４つ、学童保育施設の

整備。これは改造、増設等だと思います。５番目に、旧粕屋町ごみ焼却場撤去並
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びに整地。６、道路の整備、県道・町道それから農道関係等々でございます。７

番目に、河川の整備、これにつきましては、県の河川、うちのいろいろな水路関

係もあろうかと思いますが、そういった負担金等々の事業が考えられます。 

実は、町長就任時の所信表明、今年３月議会の施政方針を述べられた時点に、

今後町長の中長期大規模事業計画の財政運営方針を出されてもよかったのではな

いかと考えますが、今に至っては因町長自らの予算編成は初めてであり、今後の

町政運営の具体的な考えを示す機会と思います。２５年の３月議会の施政方針演

説、もしくは町民に発行されているわかりやすい予算書、いわゆる予算概要書の

中に、今後の中長期大規模事業計画を迫られている実態を示していくべきと考え

るが、因町長の考えをお尋ねいたしたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

長議員の質問にお答えします。 

まず、議員がおっしゃるとおり、粕屋町の財政構造は自主財源比率は６割を超

え、非常に恵まれた自治体ではございます。それは表面であって、中身はどうか

と申しますと、実質公債比率１８％を超えております。これは先ほど議員がおっ

しゃったように、新たな起債を発行するには県の許可が要るといった黄色の信号

というべきところに来ております。これは要するに先ほどおっしゃったような大

型事業の連発、それから今後景気がよくなるだろうという想定のもとにフォーラ

ムそれからサンレイク、それから総合体育館のプール等が目白押しに建設をされ

ました。そういったしわ寄せが確かに来ております。今後は、これらの維持管理

についても多額の費用がかかってまいります。しかし、私は粕屋町民にとってこ

れだけ立派な施設を先に享受できるというのは大変幸せなことだというふうに思

っております。今後、これの運営を含め、今後の財政運営をいかに舵取りをする

かという責任が私にはございます。そういった意味で、今後の大型事業、要する

にまずは学校給食センターの建て替え等があります。中央保育園もかなり老朽化

をしてきております。仲原保育園もかなりの老朽化をしてきております。とにか

く、今申しましたのはすべて学校関係、子どもたちに関する事業ばかりでござい

ます。なぜかと申しますと、粕屋町は大変子どもの出生が多い、また若い人たち

が、若い年代が粕屋町に転入をしてきていただいていると、これはやっぱり１つ

は交通の利便性がいい、６つのＪＲの駅がある。それから九州縦貫道路のインタ

ーチェンジが近くにある、それから都市高速のランプが町内にあるといった、大

変狭い１４平方キロの中にこれだけの駅並びに道路網の乗り口があるというの
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は、日本広しといえども少ないだろうといった非常に交通の利便性に富んだ町で

ございます。 

そういったところから、大変、ようやく粕屋町の良さが認知されて、近頃は転

入が大変多くなっておりまして、粕屋町の高齢者人口は１４.９％ということで、

１５％にも至っておりません。これは福岡県下では一番でございます。また、粕

屋町の平均年齢は３９歳といった若い町でもございます。こういった町をつくっ

ていただいたのは先人の今までの努力の賜物だというふうに感謝しておるところ

でございますし、今後、なお一層の発展をするにはどのようなことが必要かと申

しますと、こういった交通の利便性を生かした開発等々に取り組みながら、やは

り自主財源をいかにつくっていくか、自主財源をつくることによって今の行政レ

ベルを堅持しながら、願わくばこれを向上していくというような施策を講じてい

きたいと思っております。十分に今後「入るを図って出るを制す」ということ

で、事業の優先順位を的確に順序立てをして、今後の行政政策に取り組んでまい

りたいと思います。 

なお、町民の方には苦痛を与えることもあるかもしれません。これはやっぱり

お互いの受益者負担という立場での考え方も新たにしていく時期かなというふう

にも思っております。今後よろしくご理解、ご協力のほどお願いいたしまして、

今の質問に対する答弁とさせていただきます。 

◎議長（進藤啓一君） 

長議員。 

◎４番（長 義晴君） 

私の１つ目の質問につきましては、今まで町政を預かってこられたいろいろな

執行部の方々のつけといいますか、いい方にとれば、今町長が言われたように先

人のいろんな設備の充実、いろんな利用者の利便性を考慮してのことだと思いま

すので、それはどっちがどうということは言えんと思いますが、私がこの１番目

で申したいのは、今、そこに申しました通告書にも書いておりますように、今

後、大規模事業等々が目白押しにあるわけですが、それを私たち議員はある程度

こういった流れで進められると。今まではいろいろな交付金とか補助金が付く事

業については優先順位がなかっても、それに飛びついて事業を進めてあったとい

うのも事実だと思いますが、私がここで言いたいのは、そういったことも含め

て、この事業は何年頃からこういうふうな形で事業化にしたいと。それも予算が

付くとかいろんな財政的に今が一番いいということもあろうかと思います。そう

いったことを町民にわかるような形で、そこにも、今通告書には書いてございま

せんが、私が今申しましたように、来年の施政方針の中で、やっぱり書けば書い
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たで責任があると思いますが、それはあくまでもいろいろなことがクリアできて

のことだと思いますが、やっぱり今後についてはこういった流れで町政を今後運

営していきたいということを具体的に示すことで、町民の方も期待と安心が出て

くるんではないかということで、ぜひとも町長、もう一度こういった中で今まで

予算概念の概要書で書いてありますプラスそういったことまで踏み込んで町民に

示していただくような姿勢、もう一度お尋ねしたいと思いますが。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

お答えします。町民の信頼と協力を得るためには、今長議員からお話がありま

したように、事業の計画的な内容について、的確な時期をとらえて住民に公表を

し、ご協力を願いたいという気持ちでおります。ですから、文書にしてそういっ

たものは今後発行していきたいというふうに考えております。 

◎議長（進藤啓一君） 

長議員。 

◎４番（長 義晴君） 

前向きの答弁、誠にありがとうございます。そういった中で、答弁次第では、

過去のこともちょっとふれてということで、どういうふうなことかといいます

と、平成１３年度町長が在職してあった景気のいいときといいますか、そういう

ふうなときには、要するに基金、公共施設整備基金、減債基金、財政調整基金等

々の合計が４１億円ばかりあったのが、現在２２年度末には２０億２,８００万円

まで減少しております。これは、有意義に使われているといえば、そういうふう

なことでございますが、特に平成１６年にかなりの起債を発行されて、その後は

緩やかな減少にとどまっておりますが、こういったことがないように、いろいろ

今後努力というか、議会も目配り気配りせないかんところもありましょうが、取

り組んでいただきたいというふうに思います。 

次に、２点目の地方分権一括法についてお尋ねしたいと思います。地方分権一

括法は１９９５年に設置された地方分権推進委員会の勧告を受け、今日まで幾多

の勧告、見直しの協議がされてきました。平成２０年５月２８日には、地方分権

改革推進委員会の第一次勧告が、法律３５９の事務権限を都道府県から市町村へ

移譲の推進が勧告され、平成２１年１０月８日には第三次勧告が出されました。

その関係で、義務づけ、枠づけ、義務づけとは、地方自治体に一定の活動を義務

づけること、枠づけとは地方自治体の活動について、手続き、基準などの枠づけ

のさらなる見直しが現在進められて、２４年４月より一部施行されていますが、
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去る８月２０日に私ども粕屋地区昭和会の議員研修会を開催し、町長も出席して

いただきましたが、講師に福岡県企画振興部市町村支援課より、「地方分権の動向

について」研修会を行ったところでございます。その説明では、１２月議会、来

年３月議会で各自治体において、取りまとめの指導がされるようですが、第三次

一括法の勧告はされているものの、法案の国会審議が残されてはいます。これか

ら、地方分権一括法を町はどのようなスケジュールで議会に提案されるのか、お

尋ねいたします。 

１つ、地方分権一括法の県から町への説明会、研修会の内容について。２つ、

第一次から第三次勧告で町への主な権限移譲と特徴について。３つ、財源の移譲

が見込める事業について。４つ、条例の整備を進めるのに、組織機構の見直しの

考えがあるのか。これにつきましては、平成２２年６月に行政組織機構の見直し

があって、要するに部長制の導入がされております。一時的な分権改革推進室の

設置等が今後あるのか。それから最後に、全般的にこの一括法の今後のスケジュ

ールについて、町長並びに執行部の答弁をお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

長議員の質問にお答えいたします。 

地域主権改革を進めるため、これまで国が一律に決定し、自治体に義務づけを

しておりました基準施策等を自治体が条例の制定等により自ら決定し実施するよ

うに改めることができる地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図

るための関係法律の整備に関する法律、いわゆる第一次一括法、第二次一括法が

それぞれ成立しましたことに伴い、この一括法関連の情報提供など、県主催の説

明会が昨年の９月から数回開催されておるところでございます。 

なお、２５年度から県から権限移譲される業務につきましては、今後県の所管

から詳細については各課に説明会が開催される予定となっておるところでござい

ます。 

２点目でございますが、既に公布されております第一次、第二次一括法を含め

まして、粕屋町に関係があるものは、権限移譲につきましては６件あります。ま

た、法令等による義務づけ、枠づけの見直しで、条例制定権の拡大に伴い、町の

条例を制定または改正する必要があるものが１３件あります。 

まず、権限移譲でございますが、これは法例に基づいて行っていた業務が県か

ら町に移譲されるもので、本年の２４年４月から移譲されたものには、身体障が

い者並びに知的障がい者相談員への委託による相談対応援助の業務を含めて３件
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でありました。さらに平成２５年から移譲されるのが、未熟児の訪問指導や自立

支援育成医療に支給の認定など、３件となっております。 

次に、義務づけ、枠づけの見直しに伴います条例の制定または改正につきまし

ては、本年３月議会におきまして、粕屋町立図書館・歴史資料館設置条例と粕屋

町営住宅管理条例の２件を改正いたしております。本年度中に条例の制定・改正

が必要なものは、町営住宅管理条例、介護保険条例、道路専用及び使用に関する

条例、下水道条例など、１１件を予定しております。 

また、国会で審議継続となっております第三次一括法につきましては、粕屋町

に関する権限移譲に係るものはございませんが、義務づけ、枠づけの見直しによ

る条例の改正が、介護保険条例、粕屋町社会教育委員に関する条例など２件を予

定しておるところでございます。 

３番目でございますが、本年既に権限移譲されている業務につきましては、交

付税措置がされておるところでございます。このことから、来年度以降、権限移

譲される業務に対します町の財政負担の増加分につきましても、交付税等の財源

移譲がなされるものと考えております。 

なお、今後県の説明会等でそういう詳細な情報については明らかになってくる

んではないかというふうに思っております。 

４番目でございますが、条例の制定に当たっての組織機構の見直しについてで

ございますが、義務づけ・枠づけの見直しによります法律で規定いたしておりま

した基準等を条例でそれぞれ定めるということになりますので、その分につきま

しては、所管職員の人事等の見直し、機構改革を含めました見直しについては、

今のところ考えておりません。 

５点目でございますが、一括法により今後条例の制定改正が必要なものにつき

ましては、平成２５年４月、来年４月が施行となりますので、本年１２月議会ま

たは来年３月議会で上程させていただく予定といたしております。また、先月の

初めでございますが、対象となります各所管の課を対象に、現在までの取組状

況、今後の取組予定などを、またさらに必要な予算及び人員等の勉強会、情報交

換会を実施いたしたところでございます。今後も引き続き、この一括法関連の業

務につきましては、遺漏のないように留意しながら事務を進めていきたいと考え

ております。 

以上、よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

長議員。 

◎４番（長 義晴君） 
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地方分権一括法について、マスコミそれから新聞等で大々的に報道されておっ

た関係で、私ども議員がわからんということではいかんと思うんですが、なかな

か内容が職員の間でも県からのいろいろな説明がまだあってないとか、大枠のと

ころは理解しているけど、具体的にということになれば、そういうことで、担当

の方に聞いても、そういうふうなことでございましたので、私はもう少しまだ件

数も多くて、いろいろ大変な作業になって、強いては今４番目で質問しましたよ

うに、給食センターの調理場のあれと同じように、室を設けて、そういうふうな

対応が、そういった対応までしなくてはいけないような枠づけ、義務づけ、その

他条例の改正があるんじゃないかなということで、実はこの問題の内容を研修会

も一部受けましたけど、わからないところがあったものだから、質問したわけで

ございますが、今、田代部長が報告されましたように、今後いろいろな６件、い

ろいろな１３件とか、いろいろな内容があるようでございますが、できましたら

そういったもののリストといいますかね、そういったことを事前に議員にも配付

していただいて、ゆくゆく１２月議会また３月議会に皆さんが理解できるような

ことで対応していただきたいと思いますが、いかがなものでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

先ほど申しましたように、今から県の方からいろんな情報も入ってきます。そ

して、それぞれの所管の方も、いろいろ勉強させていただきまして、特に条例を

制定するについては、基本的に原案といいますか、そういうものが下りてきます

けど、町で独自性が発揮できるものも、そういうものもあるかもしれません。そ

ういったところも含めて、今から進めていきまして、１２月、遅くとも３月には

上程したいというふうに考えています。今、議員おっしゃいましたように、進捗

状況といいますか、どういう対象の条例がある、権限移譲につきましてはどうい

う事務があるというのは、１２月議会あたりで議員の皆様にご報告させて、進捗

状況も含めて、ご報告させていただきたいというふうに考えています。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

長議員。 

◎４番（長 義晴君） 

私の質問は２点でございましたが、いずれの質問につきましても、町長はじ

め、今の田代部長も言われましたように、前向きに検討並びにいろいろな情報を

流すということで、質問はいたらぬところがありましたけど、回答が明確であり
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ましたので、短時間で質問がスムーズにいきまして本当にありがとうございまし

た。今後ともよろしくお願いします。 

（４番 長 義晴君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

２番 小池弘基議員。 

（２番 小池 弘基君 登壇） 

◎２番（小池弘基君） 

議席番号２番 小池弘基でございます。通告書に従いまして一般質問の方をさ

せていただきたいと思いますが、本日の最後ということでございますので、ポイ

ントを突いた質問に心がけたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

今回の質問は、通告書のとおり２つを行う予定でございます。１つ目は、中央

小学校の学童保育施設に対する今後の対策についてでございます。２つ目は、町

有地活用の考えについてということを尋ねたいと思います。 

まず１つ目の通告書に書いておりますが、中央小学校の学童保育施設に対する

今後の対策ということで、現在全国的に少子高齢化が進む中、本町においては児

童数の増加が進み、待機児童解消のための保育園建設に力を入れておられます。

がしかし、学童保育施設の充実ということを考えますと、まだまだ完全ではない

と思いますので、その件でお尋ねいたします。 

まず１点は、中央小学校の学童保育施設の対応について。２点目につきまして

は、中央幼稚園の移設といったものもやはり関連があるのかなと思いますので、

その件につきましてお尋ねしたいと思います。 

まず、学童保育施設充実の問題につきましては、私が平成２１年１２月定例

会、これはその当時の会議録でございますけれども、一般質問させていただきま

した。その答弁でございますけれども、まず私の質問は、「施設改善と実現へのス

ケジュールはどうですかといったことにつきまして、その当時、町長でございま

す篠﨑町長の答弁は「やります」と、「中央小学校からやらせていただきますが、

今本当に検討しているのは場所の問題です」と、「仲原小学校、西小学校に遅れを

とらないようにやっていきたいというのが、私の考えです。当然幼稚園の移設も

考えなければならないと思っております」といったような答弁でございました。 

また、平成２２年３月定例会におきまして、これは中央小学校の教室の不足が

考えられるということで、その改善についての質問でございましたけれども、そ

の時の答弁も、「中央小学校の教室不足を考えるときには、同時に学童保育また中

央幼稚園の移設等もやはり検討しなければならないと思っております」というよ
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うな答弁でございました。これは確かに前町長の答弁でございますが、因町長に

次のことをお尋ねいたします。 

粕屋町の人口も平成２４年８月３１日現在、４万３,７３０人という報告でござ

います。小学校の児童数も、全体では、平成２４年５月１日現在の資料でござい

ますが、２,８７２人ということで聞いております。ちなみに、内訳といたしまし

ては、大川小学校が６３６人、仲原小学校が６８８人、西小学校が７０９人、中

央小学校が８３９人ということでございます。こういったふうなことで、子ども

が大変増えてきているということは、非常にいいことではございますが、こうい

ったことで、なかなか学校の学童保育の充実も、まだまだ厳しいところがあると

いうのも現状だと思います。その中で、仲原小学校の学童保育施設、また西小学

校の学童保育施設、大川小学校の学童保育施設といって、順次ではありますけれ

ども、執行部のご尽力によって非常に素晴らしい施設が完成をしてきておりま

す。がしかし、中央小学校におきましては、まだまだ環境の遅れが目立つのでは

ないかと考えられます。いまだ体育館の上であるとか、非常に設備も充実してな

いといったところでございますけれども、そのあたりの今後の中央小学校学童保

育施設の充実に関して、町長の考えをお尋ねしたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

中央小学校の学童保育施設でございますけれども、さきの本田議員の質問の中

でもお答えしましたように、中央小学校の学童保育は３カ所に分かれて実施され

ていると。他の３つの小学校については、それぞれきちっとした学童保育の施設

が整備されているというようなことでございます。そういった中で、今県の方に

新しく学童保育施設の新設について、今問い合わせをしているところです。そう

いった考え方で、一応、今のところおります。 

それと、中央幼稚園の移転でございますけれども、これは中央保育園との絡み

も出てまいりますので、もう少し時間をいただきたいと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 

ここで、八尋学校教育課長にちょっとお尋ねでございますけれども、中央小学

校の学童施設でございます。今現在何カ所かに分かれているということは聞いて
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おりますけれども、何カ所ぐらいに分かれているのかといったような施設の面

と、あと実際中央小学校で何名の児童の方が学童の方に今おられるか。できれ

ば、各学年ごとにでも報告していただけましたらと思いますので、ちょっとすみ

ません、ひとつよろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

八尋学校教育課長。 

◎学校教育課長（八尋悟郎君） 

小池議員にお答えいたします。 

町内、４小学校の学童保育につきましては、それぞれ３クラス、定員も１２０

人というふうになっております。当然中央小学校につきましても、同じような形

で３クラスの１２０人の定員となっておりますけれども、現在のところはかなり

中央小学校につきましては、入所者数が多うございまして、定員ぎりぎりという

ような状況になっております。それから、中央小学校の学年別の生徒数でござい

ますけれども、学童通学者は１年生４６人、２年生４７人、３年生３２人でござ

います。計１２５人でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 

はい、どうもありがとうございます。先ほど町長の答弁と併せましてでござい

ますけれども、非常に環境が整っていないということは、十分承知していると。

しかし、なかなかすぐというのも難しいという話だと私は解釈しております。前

町長時代から、やはり中央小学校は、小学校の学童、児童もそうですけれども、

中央幼稚園も一緒に入っているといった状況、また中央幼稚園だけの問題ではな

く、中央保育園の問題等々がやはり絡みとして考えられるといったようなことで

はなかったのかと思っております。 

そこで、私、改めて質問したいんですけれども、当然、学童に入る方は、それ

なりの費用といいますか利用料金であったり、また負担金や保険金、またおやつ

代、そういったさまざまな経費といいますか、そういったものが恐らく各仲原、

西、大川、それぞれ学童施設は同じ料金ではないのかなと考えておりますけれど

も、そこらあたりがどうなっているかというのも、はっきりした答えといいます

か、答弁をお願いしたいと思いますし、それが同じであれば、やはりある程度の

時期を切っていただいて、やはり町民の方々が同じような施設を、同じような負

担を強いられるというか、負担をして、学童に預かっていただいているという環

境であれば、やはり不公平感がないように、少しでも早い時期に、その辺を是正
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するといったことがやはり急務ではないかと考えますけれども、そういった費用

面のことも考えまして、再度町長の、その辺の早期建設なり対策に対してのお考

えをお聞きしたいと思いますけれども。よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

お答えします。 

施設の充実については、できるだけ早くということで、今県の方にお話をして

いるところでございます。学童保育の料金につきましては、近隣の市町村の学童

保育の実態とか、等々を調査し、同じような施設の整備ができた段階で考える必

要があるのであれば、考えていきたいと思っております。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 

今町長の答弁でございますけど、近隣の保育施設の負担金だとか、といったこ

ともさることでございますけれども、町内今現在４つの施設があるわけですけれ

ども、ここがまず、同じ金額ではないかなと考えております。同じ金額であると

すれば、中央小学校の学童保育施設だけが非常に不備があるといったことについ

て、どうお考えかなと。なかなか格差をつける、何かをするというのは非常に問

題もまた別の面であるかと思いますけれども、料金的なものよりも、やはり早急

にとか早い時期にといったようなことではなくって、なかなか現実的なものは、

単町だけですぐできる問題ではないと思いますので、非常に難しい質問だとは思

いますけれども、希望でも結構です。例えば何年以内には何とかしたいとか、そ

ういったふうなところもやはりこれも計画的にこの施設問題はやっていかない

と、やっぱりどうしても、じゃあ、「学童施設よりも、いやあ、教室そのものがも

う足りないんですよ」と。だから、先にやはり教室の増築であるとか、そっちの

方に先にお金を使う。だから、また１年、２年待ってくれということも、得てし

てあることだと思います。だから、そこらあたりはやはり切り離したところで計

画を実施していっていただきたいなと考えておりますので、しつこいかと思いま

すけれども、そこらあたりのある程度のスケジュール的なものが聞ければいいな

と思っておりますし、私もこの議会の方に出させていただいて、３年半近くにな

るわけですけれども、この問題は、毎年大体１回ぐらい、過去ずっと質問してき

ております。でもなかなかやはり「ああ、こうなりました」というところまで至

っていないのも現状だと思います。その辺、非常にお答えにくいとは思いますけ



 

 － 86 －

れども、時期的なものがある程度コミットメントできるようであればお願いした

いと思っておりますので、この問題については最後、また町長よろしくお願いい

たします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

先ほどもお話ししましたように、今県にその旨の話をしております。できるだ

け早い時期と申しておりますけれども、２～３年のうちにはというふうにご理解

をいただきたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 

できるだけ早い時期にやはりそういったふうな不公平がないような形での施設

の充実を図っていただきたいと思っております。 

続きまして、次の質問の方に移りたいと思います。これは町有地活用の考えに

ついてということでございます。この問題も同じでございますけれども、通告書

の方に大体主旨は書いております。平成２４年度の税収入も固定資産税等の減収

によりまして非常に厳しい財政になってきているということは、周知のとおりだ

と思います。町有地の活用と普通財産の面積、販売計画などについてお尋ねした

いと思っております。 

その中で、１つは、自然ふれあい広場、昨年もいろいろとインターネット等で

販売といった形のものもいろいろと計画なり努力していただいた結果、なかなか

これといったところが手を挙げてもらえなかったといったようなところでござい

ますし、なかなかそういった開発行為が難しいようであれば、最近、非常に注目

を浴びてきております太陽光発電であるとか風力発電などの用地の活用といった

ところを、少し発想の転換を変えた開発計画なんかが検討できないかなというこ

とも考えておりますし、あと普通財産用地の販売といったところも事実でござい

ます。実は、この問題も、私が平成２３年でございます。３月定例会でやはり土

地の活用といったことで質問させていただいております。その中で、その当時は

田代部長の方から、粕屋町の土地そのものは、公有財産の土地台帳上は約１３０

カ所、面積にしまして９８万４,０００平方メートルの財産というのがありますよ

というような話でございました。また、その中でも利用のない、利用見込みがな

いような普通財産のうち、将来的に町が保有する必要のない土地については、積

極的に売却していこうと。ただし、やはり売るといっても少しでも高く売りたい
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といったところもありますので、その辺は価格面だけの判断ではなくって、隣地

所有者の方への売却を優先的にするとか、いろんなことを考えていきますといっ

たような答弁でございました。 

そこでまず、総務部長の方にお尋ねしたいんですけれども、昨年、２３年度３

月定例会で質問いたしました。その後、普通財産の売却が進んだかどうか。大体

何件ぐらい処分できましたみたいな実績等があれば、お尋ねしたいと思いますけ

れども。よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

質問は３点だけでしたか。 

◎２番（小池弘基君） 

いえ、先に３番目から、ちょっと。 

◎議長（進藤啓一君） 

では、田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

３番目の普通財産用地の販売実績と今後の対応にというご質問でございます。 

直近で、普通財産で売却いたしまして、面積が大きいところは原町駅裏にあり

ますテニスコートを、平成１９年に売却いたしております。その後、大きな所有

地の売却は実施いたしておりません。ここ３年間の売却実績といたしましては、

９カ所、３５７平米の売却をいたしておりますが、ほとんどが法定外公共物、い

わゆる里道、水路敷というのが売却の実績でございます。 

それで、２３年３月議会で小池議員からご質問がありまして、売却の方向で進

めていきますという回答を申し上げております。その内容を、答弁内容どおりに

今進んでいないのが正直なところでございます。ただ、本年度につきましては、

もう売却予定地、これは跡地対策委員会で売却の方向で進めなさいという承認を

得ました４筆につきましては、例えば隣地の所有者の方にお話をしたり、それと

か、町有地の中に、地元の方が体育倉庫等を置いてあるところもありますので、

その関係につきましては、地元区長さん等々に売却の意思があるということで、

どういう方向で進めて、地元の方も協力していただきたいということで、お話を

いたしております。その分については年度中に何とかめどをつけたいというふう

に考えております。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 
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今のお話の中で、実際どのような形で町民、もしくは町外の方にですね、そう

いった広報的な活動をやっていくのか。ホームページでその辺は定期的に載せて

いますから、応募があれば各自受け付けますといったようなことなのか。そこら

あたりの売却の具体的な方法といいますか、例えば年に１回そういったふうなリ

ストアップを公表して、オークションではないですけれども、皆さんに公認して

もらうような機会を与えているのか。そこで、私もそうですけれども、どこにど

ういった普通財産があるのかって、なかなかよくわからないところもあります。

ましてや、町民の方ですと、粕屋町全体にどんなところにどういったふうな土地

があるのかも知らない方もたくさんおられるかと思いますけれども、そこらあた

り、どういった形で公表されてあるかみたいなのも、ちょっと教えていただけれ

ばと思いますけれども。よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

場所、売却可能な部分で言いますと、場所につきましては、跡地対策委員会で

場所等もお示しはいたしましたけれども、それ以外に公表等はいたしておりませ

ん。決算書の中で、全体的な町有地の増減等については報告をさせていただいて

おるところでございます。売却の進め方でございますが、これは２３年３月の答

弁の中身とも同じような中身になるかと思いますが、売却予定地の中にも面積が

割と小さなところ等については、まず隣地の方に売却の意思があるかどうかとい

う確認をさせていただきたいと。それで、意思があれば売却いたしますし、その

意思がなければ、一応公売というふうに考えております。まだ具体的にどうい

う、何時の時期にどういう方法でやるか等々については、今原課の方で検討中で

ございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 

できるだけそういったふうなことをする仕事がたくさんあって、大変かと思い

ますけれども、原課の方といろいろとそういったふうな皆さんにどういった形で

伝えていくのかといったところも、また検討の方をよろしくお願いいたします。 

それで、最後になりますけれども、１つ目と２つ目の質問につきましては、町

長の方にお願いしたいと思いますけれども、自然ふれあい広場、敷地がかなり広

うございます。これはかなりのやはり粕屋町の財政にも寄与する可能性がありま
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すので、この辺の今の現状と、なかなか難しいという話は原課からも聞いており

ますけれども、土地開発公社が持っている土地とは別に、町が所有している土地

もあるように聞いております。開発公社のことは、またちょっと別な話だと思い

ますので、今回は町有地である自然ふれあい広場の今後の活用について町長の方

からの答弁をよろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

それでは、お答えいたします。 

１点目の自然ふれあい広場用地、これは元焼却場の道路を挟んだ右側でござい

ます。土地開発公社の所有もございます。しかし、これは町有地だけを開発する

ということは、非常に難しい。 

◎２番（小池弘基君） 

話できれば一緒にお願いいたします。 

◎町長（因 清範君） 

併せますと、開発公社と町有地を合わせますと２万６２５平米ございます。ま

たこれの奥には、大隈財産組合の所有の方がまた広大な山林がございます。そう

いった状況の丘陵地帯でございます。この用地の開発の見通しはということでご

ざいますけれども、公社所有地と普通財産の町有地を分離した形では、大変難し

いところがあるということで、一帯となった開発が必須であろうと思います。物

によっては大隈の財産組合のところも一緒にといったこともあろうかと思いま

す。 

なお、この土地の、今現状は用途地域が市街化調整区域ということになってお

ります。県の都市計画区域マスタープランまたは町の緑の基本計画など、さまざ

まな課題が横たわっております。加えて、どのような開発計画にするかにもより

ますが、上水道や道路、高速の高架橋など、幹線に至るインフラ整備もまた必要

であろうかと思います。これを考えますと、相当の投資が必要になってくる。物

によってはですね、なるのではないかというふうなことを考えています。これの

さまざまな課題を解消しながら、活用について検討していくということになりま

すけれども、かなりの期間がかかります。まず、何を、何のために開発するか。

何を持ってくるかの用途によって違いますし、まず、その用途を決めて、県の方

に話に行くと。これは町だけでなく、売却による開発も考えられると思います。 

２点目の自然ふれあい広場用地を使い、太陽光発電のお話があっております

が、自然エネルギーを利用した発電所として、活用を考えてはどうかということ
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でございますけれども、全国的にもこの再生可能エネルギー事業が展開されてお

ります。まず、近くでは福津市の元塩田があった海岸べたらしいですけれども、

相当な面積だそうです。福津市もここの用地の使いようがない、どうしようかと

いうふうに頭を痛めておったところが、三菱電機でしょうかね、の方からこの太

陽光のやつに活用したいという話が今来ているということで、大変喜んどるとい

うようなお話も聞きます。 

そういったこともございますので、そういったものの問い合わせがあるやもし

れません。しかし、この太陽光のエネルギーは相当のメリットがなからんことに

は、用地まで買ってということは難しいところもあるのではないかというふうな

考えもあります。いずれにいたしましても、この事業には広大な面積が必要、そ

れによるスケールメリットを計ることができるか、今後の社会的動向を注視しな

がら、この用地の今後の計画上の選択のうちの１つとして検討をさせていただき

たいと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

小池議員。 

◎２番（小池弘基君） 

ありがとうございます。非常になかなか開発にも条件が付いて、難しいところ

であるということは認識いたしております。ちょっと場所は変わりますけれど

も、九大農場跡地も近々移転という話の中で、現在執行部の方も九大とのいろい

ろな交渉をされている最中だと聞いておりますし、九大跡地の検討委員会だとか

いうのは、今後またいろいろつくられるんではないかと思っております。そうい

った、やはり１つのプロジェクトチームの中で、こういった町有財産の活用と言

ったものも合わせて検討をぜひしていただきたいなと思っております。特に、今

のふれあい広場の方は地区計画いろいろと県の条件等が非常に厳しいといったと

ころもあるかと思いますけれども。やはり一日も早くいろんなふうな計画を検討

していただいて、少しでも粕屋町の財政の方に寄与するようなところで、何かと

忙しいかとは存じますけれども、ひとつよろしくお願いしたいと思っておりま

す。 

いろいろと長々と聞いてもと思いますし、私が今日いろいろと質問したものに

つきましては、十分な答弁をいただいたと思っておりますので、これで今日の一

般質問は終わりたいと思っております。 

どうもありがとうございました。 

（２番 小池 弘基君 降壇） 
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◎議長（進藤啓一君） 

これにて、本日予定いたしておりました一般質問を終わります。 

傍聴の皆様にお礼とお知らせをいたします。本日はお越しいただきまして誠に

ありがとうございました。今議会は一般質問者が９名になりましたので、議会運

営委員会の決定によります議事日程に基づき、５名をもって終了いたします。 

なお、明日の一般質問にも時間の都合がつきますればお越しいただきますよう

に、併せてお願いいたします。ありがとうございました。 

◎議長（進藤啓一君） 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

（散会 午後２時１６分） 
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（開会 午前９時３０分） 

◎議長（進藤啓一君） 

おはようございます。 

ただいまの出席議員数は１６名全員であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（進藤啓一君） 

それでは、ただいまから昨日に引き続き、一般質問を行います。 

５番 久我純治議員。 

（５番 久我 純治君 登壇） 

◎５番（久我純治君） 

おはようございます。議席番号５番 久我純治。通告書に従いまして質問させ

ていただきます。２問させていただきます。 

第１問目は、月２回の土曜日の正規授業について。２問目、街路樹や公園等の

植木の手入れと管理について。また、枯れたけやきのその後の対策について質問

します。 

第１問目、月２回の土曜日の正規授業についてお尋ねします。福岡県教育委員

会は新年度から公立の小学校、中学校での土曜日での正規の授業を実施する指針

を市町村の教育委員会に平成２４年３月２２日に通知したとのことです。我が町

粕屋町では何らかの対策または対応を考えているのか。我が町も県教育委員会よ

り通知は受けていると思います。ゆとり教育の反省を踏まえ、学習内容を増した

新学習要綱に、今年度からは小学校、中学生は新年度から全面実施となり、主要

科目の授業時間からそれぞれ約１割増えることになったそうです。週５日制の中

で授業時間を確保するために、夏休みを短縮したり、遠足などの授業、行事を減

らす学校も出ており、福岡県内の５８市町村教育委員会は昨年９月、県教育委員

会に土曜日授業の導入に向け、制度や方法の検討を要望したそうです。授業時間

を確保するため、学校週５日制を柔軟に運用し、月２回まで認めております。東

京都や栃木県教育委員会も同様な通知を出したそうですが、九州では初めてだそ

うです。我が町粕屋町も何らかの対策や対応を考えてあるのでしょうか。聞けば

粕屋町は偏差値は高い方だということですが、福岡県自体が全国で３７番目だそ

うです。その中のどこのところと比べて高いと言えるのでしょうか。町内を見渡

せばたくさんの塾があります。昔は塾に通う人はわずかな人でしたが、今では塾

に行かない人の方がわずかと思います。また聞いております。学校の中の授業だ

けではなぜ駄目なのでしょうか。学習塾の受業料もばかにはなりません。高額で
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す。塾も１教科でなく数教科を受けると数万円になるそうです。教育委員会とし

ての考えをお聞きしたいのですが、学校の月２日の正規授業の件については、以

前お聞きしたときには校長会の問題であるかのように申されましたが、確かにそ

うかもしれません。しかし、校長会の上には町の教育委員会があると思います。

町内では小学校、中学校になると何らかの理由で人が減っています。その中、偏

差値のことも話に出ています。裕福な家庭は早くから塾に行かせたり全寮制の中

学に入れたりしております。夫婦共稼ぎで高額な塾費を払って生活の方にも圧迫

しております。本当に義務教育で塾に行かなければ高校には入れないような授業

はできないものでしょうか。全国的に言うといろんな学校での勉強のやり方があ

って、その成果が出ております。 

日本は戦後物づくり、それを輸出して国が栄えました。しかし、今の世の中、

日本のお家芸であった電気製品をはじめ、車、いろんなことにおいてどんどん他

の国に追い越されています。頭脳もしかりです。白物家電も韓国に、コンピュー

タはインドに、どんどん日本の国が落ち込んでおります。中国においては、経済

力に任せて技術ごと会社を買い占めております。こんな世の中です。話は大きく

なりましたが、町内の定住者を増やすためにも、授業内容のレベルアップを望み

ます。安心して我が町の小学校や中学校がいいように、他町とは別に、町独自の

教育方法があっていいのではないでしょうか。粕屋町単独ではできないものかお

尋ねします。 

教育長、よろしくお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

おはようございます。ただいまの久我議員のご質問にお答えいたします。 

今、お話ししていただきましたように、今年３月２２日付で、福岡県教育委員

会から小中学校における土曜日の授業の実施に係る留意点についてという文書が

来ております。この制度の基本的方針といたしまして、小学校及び中学校におい

ては、学校週５日制の主旨を踏まえつつ、保護者や地域住民に開かれた学校づく

りを推進するという観点から、土曜日に教育課程に位置づけられた授業の実施を

希望する学校においては、これを行うことができるものとするものであります。

つまり、わかりやすく言うと、土曜・日曜は週休日でございました。これに授業

をすることはできませんが、どうしても運動会とかＰＴＡ総会で土曜日を使いた

いというところは、月曜日、火曜日を代休措置をしなさいということで今まで来

たわけでございますが、この４月から土曜日半ドンで、地域に公開する授業だっ
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たらしていいよということになったわけです。したがいまして、校長先生たち、

あるいは教育委員会といたしましては、選択の視野が広がったわけですから、大

歓迎でございます。 

しかしながら、町内の小中学校では土曜日の授業はまだ実施しておりません。

今年になりまして、土曜日４月のＰＴＡ総会も去年、一昨年、ずっとやってきた

ように、土曜日にＰＴＡ総会をさせていただく。しかもそれを半ドンではなくて

１日使いたいと。それから運動会にしても、土曜日に会場準備設営をして、日曜

日に運動会を開催したいということですから、これを半ドンではなくて１日使い

たいということですから、運動会の翌々日、月曜日、火曜日が代休になったわけ

でございます。したがって、各学校から、土曜日半ドンで授業をしたいというこ

とがあれば、教育委員会としても大歓迎でございます。 

それから、学力の件につきましては、今年から去年は東日本大震災で全国学力

調査が中止になりましたが、今年抽出校が上がってきておりますが、まあまあ県

平均と全国平均が大体レベルが一緒ですが、粕屋町は若干ですが上回っていると

いう結果が出ております。来年は、文部科学省といたしましても、全児童生徒、

６年生と中学生３年に対して、国語、数学、算数、それと家庭の年収を踏まえた

中で調査をしたいという意向だそうでございます。 

以上、概略でしたが、お答えをいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

久我議員。 

◎５番（久我純治君） 

いろいろと問題はあると思います。頭脳も大きな財産であり、子どもたちの将

来の大きな、将来の未来の宝です。ただいつも塾がなければいけない。また高校

になれば、予備校に入らなければ希望する大学に入れないとか、これもまたおか

しな話です。大学の入試のテスト等を予備校の先生がつくる今日、これも私たち

には常識外れと、私は思っております。こんな教育でよいのでしょうか。日本の

教育そのものもおかしいと思います。基本は小学校や中学校の授業にあると思い

ます。それは、私にはどんなにしたらよいかわかりませんが、教育長、教育のプ

ロですから、何らかのよい方法を考えて、我が町の子どもたちの頭脳のレベルア

ップになるようにしてほしいものです。校長会とも話し合って、二人三脚で頑張

ってほしいものです。 

現在、日本の教育界は大きな改革の時期に直面して、平成１８年に改正された

教育基本法では、基本的な理念として、１、国際的質の高い教育の実現。２、教

師に対する揺るぎない信頼の確保。３、現場の主体性と創意工夫による教育の質
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の向上。４、確固とした教育条件の整備。この４つの理念のもと、日本教育の充

実を目指しているそうです。我が町でもめまぐるしく変動していく激動の時代を

担うことのできる人材の育成を目指して、教育行政を推進していく学校教育で

は、・・・・のバランスを考えながら取り組み、質の高い教育実績を重ね、学力の

向上と重視をしながら健康な心身の育成、豊かな心の醸成など行う学校づくりに

努める。 

また、社会教育において、町民１人１人の学習要望に対応できる生涯学習のま

ちづくりを目指した行政推進を目指すとあり、努めて心豊かな粕屋町の子ども、

太陽と緑の町・信頼と協働の町づくりと、我が町の教育の重要性の施策要項はあ

ります。・・・は・・負けない教育方法を、まず教育長の方から校長会の方と話し

合って、校長会から上がるのじゃなくて、町の方から要望はできないものでしょ

うか。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

教育に対するご期待がたくさん、十分あることをひしひしと感じております。

教育長になりまして、現場におりましたものですから、私がすることは現場の小

学校、中学校の先生方を励ますことではないかと、努めてやっております。現在

のところ、学力も全国平均を上回っておりますし、昨年中体連でも中学生が、東

中学校の野球部で県大会優勝、粕屋中学校のハンドボールも県大会で優勝とい

う、これは町長さんのご支援で、部活に力を入れろということでございまして、

そういうご支援をあちこちにいただきながら、学校の先生は頑張っておると。特

に粕屋町の先生方は、授業は今久我議員がおっしゃいますように、小学校は去年

から、中学校は今年から週１時間授業が増えたわけでございますが、もう一生懸

命頑張っておられます。それで、ずっと感謝感謝でございます。 

後で述べたいと思いますけれども、教育委員会はただ待っているわけではなく

て、積極的に学校をご支援しようという井上（イノウエ）委員長のお言葉ですの

で、毎年、学校訪問を繰り返しまして、小学校４校、中学校２校ですが、毎年１

回教育委員５人揃いまして、事務局、学校に訪問しまして、全学級児童の勉強の

様子、先生方の指導のあり方、それから校長先生から、困っていること、学校の

課題等をお聞きしまして、教育委員会でできることを具体的に進めているところ

でございます。 

また、教育委員会で力の足りないところは、福岡県教育長から専門家、指導主

事を呼びましてご支援を仰ぐということに努めておりますので、取り組みの一端
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ですけれども、ご報告をさせていただきます。 

◎議長（進藤啓一君） 

久我議員。 

◎５番（久我純治君） 

努力されているのはよくわかっているんですが、一度でもいいから、小学校か

ら中学で何で減るかというのを調査されたところはありますかね。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

調査はなかなか個人情報がありますのでしにくいんですけれども、小学校６年

生を卒業すると、市内の私立学校とか附属中学校とかに進学する子どもが若干い

るということを聞いております。 

◎議長（進藤啓一君） 

久我議員。 

◎５番（久我純治君） 

それが、私の聞くところによりますと、偏差値がどうしても低いし、どうして

もいい高校・大学に入れんからということで、それで越境じゃないんでしょうけ

ど、そんなふうに話されるところが多いんですよね。ぜひ。 

◎議長（進藤啓一君） 

質問、終わったんですか。 

◎教育長（大塚 豊君） 

私は反対のことを考えておりまして、西南中学とか附属中学とか、学力がつい

てないと通りません。ですから、学力が高い子どもが福岡市の方に進学するので

はないかという情報を得ております。 

◎議長（進藤啓一君） 

久我議員。 

◎５番（久我純治君） 

とにかく、偏差値ばっかりが問題ではないと思うんですが、とにかく教育長と

して、粕屋町の子どもたちが少しでもレベルアップできますようにお願いして、

２番目に移ります。 

２番目、街路樹や公園等の植木の手入れと管理についてお尋ねします。また、

枯れたけやきのその後の対策は。街路樹や公園の植木等の手入れ、管理方法は何

らかの変化があったのでしょうか。また、阿恵大池公園の藤２本が枯れてしまい

ましたが、対策は藤だけでなく、阿恵大池公園のただ一つの昔ながらの憩いの場
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所でしたが、これについて質問します。 

昨年の９月の議会でも質問しましたが、けやき通りのけやきの件ですが、今年

も猛暑で多くのけやき通りの、けやきの木陰が、暑い日中、どれだけ役にたった

ことか。一昨年に比べまして、切り込まれて大きな日陰はできないのですが、お

年寄りや若者たちに一息つける場所のようでした。けやきはニレ科の木で、大き

な落葉高木、山地に多く、また人家の防風林に使われていて、高さ２０メート

ル、周囲３メートルに達する、花は早春、新緑とともに生じ、淡い黄色、緑色、

雄雌同様で、果実は３ミリぐらいで、複数個つけた先端の小枝ごと散布される。

材は黄ばんで硬く、磨けば光沢を生じてくるが、狂いが少なく、建築用装飾材や

器具材として起用されます。もともとこんなに大きくなる木です。けやきはいろ

んなところで街路樹にして利用されておりますが、それはそれなりの手入れも必

要かと思われます。大きくなりすぎるので、邪魔になると切り込みにかかる。木

も生き物です。昨年９月、答弁に「時期が来ると植え替えます」とありますが、

いつになるのですか。また、阿恵大池の藤もそうです。阿恵大池の昔ながらの憩

いの場と言える藤棚です。全面的に生まれ変わった大池ですが、２本の藤が根元

から枯れてしまいました。数十年経ってやっと町民の、いや地元の人々の憩いの

場所でした。これも、けやきと同様にどうするつもりですか、お尋ねします。 

◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

ご質問にお答えいたします。 

本町では、粕屋町総合計画の基本理念であります、先ほど議員も言われました

が、太陽と緑の町の観点から、町内の道路や公園の緑化に力を入れてきたところ

でございます。街路樹につきましては、一部車の通行の関係で、強く剪定を行っ

たところがありますが、従来より造園業者等に業務委託を行い、手入れを行って

きており、管理方法につきましては特に変化はございません。今後も公園等の緑

に対しては町民の方が関心を持っておられますので、きめ細やかな管理を行って

いきたいと考えております。 

また、阿恵大池公園の藤につきましては、公園建設の施設工事の工程上、やむ

なく、昨年９月の移植となり、移植時期が悪かったと考えております。枯れてし

まったのは大変申し訳なく思っております。今年度の公園建設の植栽工事の中

で、新たに植栽を考えております。今後は移植方法や移植時期など十分に考慮し

ていきたいと考えております。 

また、平成２３年６月の議会で質問されました枯れたけやきの件につきまして
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は、平成２３年度の予算で植え替えることができませんでしたので、平成２４年

度、寒い時期の中で植え替えたいと考えております。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

久我議員。 

◎５番（久我純治君） 

言葉は悪いんですが、枯れれば植え替えればいいと言うかもしれませんが、い

つも言うように木も生き物です。木の性質があると思います。時期や方法、専門

的にあると思います。委託業者を信用しているかもしれませんが、ただ、もう少

し考えて何らかの方法を行うべきではないでしょうか。樹木の枯れるのが多すぎ

ます。委託業者の人たちとよく話し合って、事を行うべきではないでしょうか。 

また、枯れる前に樹木の変化があるはずです。あの赤坂のけやき通りでも、５

０数年経った今、あの立派なけやき通りがあると思います。街路樹や植木の手入

れです。手入れも大切だと思います。我が町が誇るバラ公園ですが、いろんな人

たちによって守られています。年２回は開花して、町民だけではなくいろんな人

たちの癒やしや憩いの場です。バラも生き物、樹木も生き物です。バラは花を咲

かすから１年中手入れをするのでしょうか。街路樹や公園の植木等もそれぞれの

人たちの役に立っていると思います。また、変わりないと思います。もっと大切

に手入れをしてほしいものです。今後の手入れや管理方法についてお尋ねしたい

のですが、今おっしゃったように、樹木と今から先ずっとずっと続く生き物で

す。これは提案ですが、各地に公園や街路樹があります。公園等をつくったとき

に地元の人たちを交えて管理方法など話し合ったらどんなでしょうか。業者に任

せてしまうのもいいでしょうが、地元の公園とか街路樹に関心のある人たちもい

るかもしれません。愛着も、地元の人はそれなりにあります。また、あると思い

ます。植えたら、年１回の剪定だけでなく、小さな木が大きくなるので楽しみに

しているのではないでしょうか。全部任せろとは言いません。樹木の見守りで

す。今から先、できるところや、やってみようというところがあればいいではな

いでしょうか。二人三脚で行政だけでなく、何かできるものはないでしょうか。

これこそ協働です。一度植えた木が全部大きくなるとは言えません。言葉は悪い

かもしれませんが、製品が壊れなければ商売にならぬ、次の製品が売れないと言

いよる。例えは悪いんですが、枯れれば植え替えるではなくて、ずっと長生きし

ている木です。何か行政の方で、いい方法は、考えはないものでしょうか。また

一緒に考えていくような考えはないのでしょうか。再度質問させていただきま

す。 
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◎議長（進藤啓一君） 

松永都市政策部長。 

◎都市政策部長（松永誠一君） 

さっき言われました各公園にボランティア等をつけて管理していくということ

で、現在も都市公園の中で、各地域の方で清掃とかしてもらっております。また

新たに、阿恵大池公園、来年４月から開園しますが、その中でも地域の区長さん

にご相談しまして、地域ボランティアあたりを募集していきたいと考えて、その

中で管理していきたいと考えています。 

◎議長（進藤啓一君） 

久我議員。 

◎５番（久我純治君） 

私は、これ以上言うことはないんですが、とにかく植木も生き物ですから、大

事にやっぱり管理して、粕屋町が誇るバラ公園以上に、けやき通りについてもイ

チョウ並木にしても、みんながやっぱり見てあるんですよね。ですから、行政が

今言われるように、行政だけには頼りはしませんけれども、私たちできることは

協力しますので、ぜひそんなふうに進めていってほしいと思います。 

これで私の質問は終わります。 

（５番 久我 純治君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

９番 澁田順二議員。 

（９番 澁田 順二君 登壇） 

◎９番（澁田順二君） 

議席番号９番 澁田順二でございます。早速質問に入りますが、３・１１の大

震災に続いて、九州北部の大水害が発生いたしました。テレビでその様子を見て

おりますと、被災者の方が立ちすくんで、その状況を見てあるこの姿を見ました

ときに、本当にお慰めの言葉もございませんでした。亡くなられた方のご冥福

と、それから被災者の方のお見舞い、さらには一日も早いこの復興を願います。

そして、大した災害も起きないこの粕屋町の立地です。そしてそこに住んでおり

ます我々がいかに幸せであるかということを実感しておるところでございます

し、さらにさらに安心と安全のまちづくりに励んで、そしてかわいい我が子、我

が孫に受け継いでいくと、こういった責任を痛感するところでございます。 

それでは、早速通告書に従いまして質問いたしますが、これは１つの提案でご

ざいます。私の考えと、それから執行部の考え、お互いに知恵を出し合って安

全・安心のまちづくりの一端として、こういうことはどうだろうかということ
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で、質問をさせていただきます。 

私はここに粕屋警察署管内の犯罪の件数、２３年度と２４年度は中間でござい

ますが、資料がございます。いちいち数字は申し上げませんが、これとは別に、

粕屋町内の犯罪件数、これも同時に２３年、２４年の資料を持っているわけです

が、想像はしておりませんが、本当に件数的に、大変多い犯罪が発生していると

いうのは、この資料を見て取ってわかるわけですが、警察の方では１２分類、い

ろいろ１つ１つは申し上げませんが、私が質問に上げておりますひったくりと

か、あるいは空き巣とか、それからわいせつと私は書いておりますが、警察の方

では性犯罪というふうなことで取り扱っているみたいですが、これは校区別に警

察の方ではちゃんと累計、集計しておるわけでございます。非常に、件数も、特

にひったくりとか、あるいは空き巣とかわいせつ行為、こういうことの犯罪が非

常に目立つんですよね。したがいまして、私は警察の方にすべて情報があるわけ

です。だから、警察の方の情報を役場の方の生活防災係ですか、これはたぶん私

は情報が行っているんではなかろうかと、警察の方から、逐一。リアルタイムと

いうわけにはいきませんでしょうが、毎日情報が来ているのではなかろうかとい

うふうな感じを持っておりまして、できたらその中からどれどれを町民の方に発

信するかというふうな選別は、担当課の方で決めていただいてもいいと思うんで

すが、１件でもこの犯罪が減るようにですね、町民に発信する、防災無線を通し

て、そして定時にそれも。よくテレビとか見ておりますと、ニュースの時間があ

ります。ニュースを見ようと思ったら、大体その時間にチャンネルを合わせるわ

けですよね。だから、そういったことで、定時に町民の方々に手短に私は発信し

て、そして件数を１件でも減らす努力をしたらどうかというふうな考え方を持っ

ておりまして、このことについて、執行部の方の考えをまずお聞きしたいと思い

ます。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

質問にお答えいたします。 

犯罪などの情報につきましては、粕屋警察署より管内で発生しました犯罪につ

きまして地域安全情報というメールを通じて町の方へ情報が配信されておりま

す。これらの情報につきましては、必要に応じまして、関係区長や教育委員会な

どに情報を伝達するとともに、町の防犯パトロール車での巡回や警察と連携した

重点巡回などの対策を講じておるところでございます。 

また、警察の要請に基づきまして、防災無線を通じた放送も実施いたしており
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ます。防災無線を利用した定時の放送についてでありますが、防災無線の性格

上、住民の皆様の生命・身体に危険が及ぶ恐れがあるもの、また火災のような住

民の財産に大きく影響を及ぼすものに限って放送を実施しておるところでござい

ます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

澁田議員。 

◎９番（澁田順二君） 

空き巣とか、あるいは性犯罪というのは、たかが空き巣ではないんですよね。

いろんな重大ないわゆる人身事件、そういったものに発展する恐れもある。また

そういう例は全国にたくさんあります。したがいまして、この１０人、１０人の

中には自転車盗とかバイク盗とかいろいろあります。軽微なものといっちゃいけ

ませんが、ここまでやらなくてもいいだろうというふうなところもありますが、

今私が言うように、空き巣に入って、そこで重大な事件に発展する場合もある。

性犯罪もしかりでございます。したがいまして、そういう類のものについてはや

はり念を入れてといいますか、それはいろんな情報もありましょう。区長さんに

連絡する方法もありましょうが、連絡を受けた区長さんも、恐らく周知徹底を、

その区の中でやってあるかと、それだけの時間があるかというふうなことも、ち

ょっと懸念されるんですよ。したがってできるだけ役場の防災無線を通して、町

民の方皆さんに徹底をすると。そしてそういう重大な事件に発展しないように、

予防すると、防止するというふうな観点から、私はその防災無線での発信、町民

に対する呼びかけをしたらどうかというふうなことをですね。それは問題があり

ます。防災無線も今はいろいろ住民の方もいろいろおられて、もう防災無線はう

るさいというふうな苦情がたくさん来ていると思いますが、それは考えようひと

つ。たぶんこの犯罪は、町民１人１人にかかわってくる犯罪ですから、その辺は

町民の方もある程度理解はいただけるんじゃなかろうかと。関係のないような放

送をすると、うるさいとか何とか言って、すぐ苦情の電話がかかってくるようで

すが、これはもう１人１人が対象ですから、その辺は、理解がいただけるんでは

なかろうかというふうな感じはしますので、まずやってみて、やってみてどれだ

けの数字的に効果が現れるかという試験的な、そのことをやってみるだけの価値

は、私はありはしないかなというふうに考えるんですね。というのは、なかなか

伝わらない、ここに書いておりますように、昔は井戸端会議があったり立ち話が

あったり、いろんな近隣の方と話す機会があって、その中で「うちに空き巣が入

ったよ」とか、「何々が入ったよ」というふうな会話がなされておりましたが、今
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はなかなかそういうのがないですね。しかも個人情報とか、いろいろなのがあっ

て、聞いていいものやら、聞いたら悪いものやらですね、その判断もなかなかで

きないと。いわゆる近所づきあいの希薄、こういうのがネックになって空き巣あ

たりは集中的に入るんですよ。１件、２件ではなくて、そこに入り出したらぼろ

っと入る。それが地域の集会のときに、「うちに入ったよ」と言ったら、「あっ、

そうな、うちも、」「うちも」とぱーっと広がっていく。何で情報が入らんのかい

なというふうな住民の方の話もあるんです、実際問題ね。だから、やたらに放送

するとも考えものですが、そこのところは、町の方でコントロールしてもらっ

て、これはやっぱり放送しとったがいいということがあれば、直接町民の方々に

発信をするというふうなことも１つの方法ではないか。そして統計を取ってみる

と。件数が減れば成功じゃないですか。やる気はありませんか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

今、定時の情報と言えるかどうかわかりませんけれども、６時ですよという時

報の放送は防災無線でやっております。これと併せて、特に必要とする情報を流

すといったことをちょっとやってみたいというふうに思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

澁田議員。 

◎９番（澁田順二君） 

私は粕屋署の方に行って、いろいろ資料をもらいながらお話をさせてもらった

ら、結局やってみて、そして町民の反応を見て、そして犯罪が１件でも減れば、

それは粕屋町はいわゆるテストケースとして、そして他の管内、粕屋警察署管内

にもそういう事例を報告できますがというふうなお話をいただいておりまして、

やはりやってみないことには、あれこれ心配しても事は前に進みませんのでね。

とりあえずは、いわゆる町民の妨げにならないくらいの範囲で、そして警告注意

報を促すといいますか、そういった方向をとっていただければ、私は安全・安心

のまちづくりを唱えている粕屋町ですから、その一端として、この防犯、犯罪防

止、これに努めていただければ、それなりの私は効果が生まれてくるのではなか

ろうかというふうに考えまして、この質問をさせていただきましたが、２番目も

併せて、役場の中には生活防災係というのがございます。ここにもし町民の方に

被害を及ぼすような、何か犯罪があったときには、より細かに情報を収集する意

味で、窓口の方に直通の電話で被害届といいますか、状況を報告してもらうとい

うふうなことも考えてもいいんじゃなかろうかと。これを放送するせんは、先ほ
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ど言いましたように選別していけばいいわけで、犯罪があった事実だけを役場の

生活防災課の方で受け付けても私はいいんではなかろうかと思いますが、この件

についてはいかがでございますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

先ほど町長が申しましたとおり、その情報の内容等精査しながら、せっかく付

きました防災無線でございますので、有効に活用してまいりたいと存じます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

澁田議員。 

◎９番（澁田順二君） 

くれぐれも住民の方の、町民の方の不評を買わないような方法を考えていただ

きたい。これは、やっぱり端的に長たらしくガタガタ言わんで、端的に日にちと

場所と内容だけ、ぱっと言ってぱっと切ると、「ご注意ください」というぐらいに

しておかないと、あんまり長々と言うとまた電話がかかってきますよ。その辺は

十分留意してもらって、この問題に取り組んでいただきたいというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、次に、町立の教育施設のいじめについてでございます。今朝の朝刊

を開いて、また大きく１面に、八代でしたか、八代の中１の男子生徒が、去年の

４月にいじめによって自ら命を絶ったという記事がありました。それが今になっ

て表ざたになったというふうなことでございます。粕屋町立の施設では、幸いに

してそこまでの問題は発生しておりませんが、聞くところによりますと、全くな

いわけでもない。いじめと認められたものが１件あるということは、教育長が答

弁されました。このいじめの問題は、もう特効薬といいますかね、もうこれなら

いいという方法が、まず今のところ見当たらない。みんなこの問題で教育者、関

係者は頭を痛めてですね、どうしたらいいかというふうなことを苦労しているわ

けですが、粕屋町の学校施設の中では、まずどうやっていじめを見つける。見つ

かったいじめに対してどういう手段をとるか、その辺の決め事、何か基本線みた

いなものは、今現在ございますか、教育長。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

澁田議員のご質問にお答えいたします。 
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昨日の本田議員の質問と重なりますけれども、いじめ対策についてでございま

す。福岡県では、後の質問とも重なりますけれども、今熊本県八代市の問題が出

ましたが、福岡県でも平成１８年１０月に朝倉郡の方で中学生が自殺をしており

ます。非常に悲惨な状況でございました。それを受けまして、福岡県教育委員会

では平成１９年２月、自殺のあった翌年、こういったいじめ問題の総合対策とい

うのを県の教育委員会が出して、全小中学校に指導マニュアルとして指導してい

るところでございまして、これに基づきまして、粕屋町教育委員会としてもいじ

め対策に取り組んでいるところでございます。具体的に申し上げますと、昨日の

本田議員の質問と重なりますけれども、まず各小中学校の学校の中に、いじめ問

題対策委員会をつくると、組織をつくっていただいて、情報を得たら、それに対

策をすると。動きやすくする。それからいじめ、元は生活アンケートと言ってい

ましたが、いじめは今はいじめに特化いたしまして、「あなたはいじめを受けたこ

とはありますか」「いじめをしたことはありますか」「見たことはありますか」と

いうようなことを全小学校１年生から６年生、中学１年から中学３年生まで、全

児童生徒にアンケートを実施しております。それでもなかなか中学生は言わない

ですね。難しさがあります。それで、個人面談、担任が教育相談室とかに行っ

て、１人１人の児童生徒と、今困っていることはないかどうかということを面接

で協議をいたします。そういうことをやっておりますが、それでもなおかつでき

ない場合がありますので、職員室とか保健室とか教育相談室の前に相談ポストと

いってポストを設けて、紙切れに書いて困ったことを出すと。生徒指導担当がそ

れを随時見るということもしておりますし、昨日申し上げましたが、教育委員会

といたしましては、わかくさ（ワカクサ）というところから、毎年子どもたちが

標語をつくっておりますので、その一部を取り上げて校内に掲示をするように進

めているところでございます。 

今のところ、そういうことで進めておりますが、教育委員会の支援の方法とし

ては、昨日申しましたように、指導主事とか職員を派遣する。そしてサポートチ

ームをつくるようにしておりますし、教職員の研修、いじめを見抜く目が必要で

すので、そういった研修会には講師を派遣する。あるいは、スクールカウンセラ

ーを派遣する。場合によっては、学校と家庭・地域を結ぶ、あるいは関係機関に

連絡するためにスクールソーシャルワーカーを派遣するといったことを考えてお

ります。 

以上でございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

澁田議員。 
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◎９番（澁田順二君） 

大津のいじめの事件、以前からいじめについては報道、新聞あたりもかなり記

事にしておりましたが、特に大津の後、連日のように新聞紙上にいろんな方面の

方々の考え方、意見が述べられておりますので、私もつぶさに全部切り抜いて、

つぶさに手元に置いて読んでおったわけですが、このいじめの問題というのは、

本当にこれっというような、いわゆる手がないですね。それだけに非常に難しい

問題であるということが言えると思うんですが、新聞によりますと、やはり学

校、それから教師、教育委員会等々から、この問題を表面に出したくないという

ような風土が、これはもうまん延しているというようなことをね、辛口のそうい

う論評を、１人じゃない、何人もが新聞に載せているわけですね。だから、いじ

めが出ると、まず教師が評価が下がる。そして、学校も評価が下がるというふう

な、そういう風習が昔からあるような、そういう閉鎖的な空気があると。 

したがって、必然的に隠ぺいが発生するというのが大体、大方の記事なんで

す。私は逆だろうと思いますね。先生がいじめを見つければ、評価してやる。そ

して学校全体で取り組む。それはソーシャルワーカーもありましょうし、そのほ

かの第三者による機関、そういったところも協力して、何らかやっぱり、先生だ

けの力でこの問題を解決しようといったら、もう先生は寝込みますよ、はっきり

言って。だから、やっぱり先生、学校、地域、家庭、これが一体となってこの重

大な問題に対しては、それこそ体を張って口頭だけではなくて、命がけで体を張

って緊急努力していけば、自ずと父兄の方に対しても理解が生まれると。あんま

り中途半端なことを言うと、かえって誤解を招くんですよ、保護者から。だから、

「本当にあの先生は一生懸命にやってくれている」というふうに保護者から評価

されるような働きをすれば、この問題は私は解決できるんではなかろうかという

ふうに考えますので、その地域、家庭、この辺との学校とのかかわりはどのよう

にお考えになっておられますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

澁田議員のご質問に的確にお答えできるかどうかわかりませんけれども、私の

考えを言わせていただきますと、まず、隠ぺい体質でございますが、私たちは１

人１人やっぱり嫌なことは避けたい、隠したいという場ですね、明るくいきたい

という欲望があります。しかし、今はその時代ではないというふうに感じており

ます。小さいときに、野球をしよって、近所のガラスを割ったことがあります。

それで逃げて隠れたらよかったものの、やっぱりそのことは心の傷としてずっと
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いつまでも残ります。それで、もうちょっと痛いけれども、「おじさん、僕はガラ

スを割った、ごめんなさい」と言ってたたかれた方がすっきりするということを

体験しておりますので、それをやっぱり子どもたちにも伝えていきたいし、先生

方にも語っていきたいと。隠していっても、もう学校は限界を超えております。

したがって地域や専門家の指導を仰ぐという状況に来ていることは、まず１点、

ご報告を申し上げたいと思っております。 

それから、今の保護者の方ですが、子育てに大変お疲れでございます。状況が

大変に、物が豊かになって、私は期待して、心も豊かに余裕があるんじゃなかろ

うかと思っておりましたが、その反対に、物が豊かになればこれはもう大変です

ね、子育てで。昼間５時、６時にお仕事から帰ってこられて、それから先生、子

どもに宿題をさせたり、ご飯食べさせて風呂に入れて早う寝なさいと言う、もう

そんな親子でゆっくり会話する時間はありませんよということで、そのストレス

がややもすると学校や教育委員会に向かってくることもなきにしもあらずでござ

います。私も教育指導をして何回もお母さんたちからのご意見を聞きましたが、

話を聞いてやるとだんだんと穏やかになって、「ありがとうございました」と帰っ

ていかれる方が何と多いことかですね。今話をして、聞いてくれる人がなかなか

少ないというふうに実感をしております。 

それから、学校関係ですが、先ほど申しましたように、教育委員が５名各学校

に出かけていって、積極的に学校を支援しようという方策と同時に、毎月定例会

で校長会、教頭会を実施しておりますので、そこでも情報を得ますし、そのこと

をもとに定例の教育委員会でもすべて報告するようになっております。 

それから、ご承知かと思いますが、３年前から粕屋町では１０月１５日を学校

公開日と設定いたしまして、地域住民の方に広く学校に来ていただいて、子ども

たちの勉強の様子、教員の様子、校長の様子等を学校の雰囲気を見てご指導を仰

ぐようにしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

また、蛇足になりますけれども、大津市で今回非常に残念な問題が、社会問題

化いたしました。聞いてみますと、大津市は小学校は３７校、中学校が１８校

で、合計大津市内で５５校あるそうでございます。比べることはできませんけれ

ども、市内大津市は大変だなと、教育委員さんと同じ、比べまして、粕屋町は６

校で毎年学校訪問させていただけるけれども、大津市は５５校あるということ

で、こういうことは二度とないように、粕屋町教育委員会としても努力をしてい

きたいと思っておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（進藤啓一君） 

澁田議員。 
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◎９番（澁田順二君） 

小中学校は、これはいわゆる町の管理管轄、地方自治体の管理管轄の中ですか

ら、あんまり国が口出したり県があまり口出すことは、原則としてはできないと

いうふうな組織立てになっているというふうに思うんですが、今日本の自殺の

数、１４年連続で大人も含めて３万人突破です。１５年、恐らく今年もかどうか

わかりませんが、減ることを望みますが、１４年連続で３万人を突破したと。そ

の中の青少年ですね、これの割合も年々高くなっておりまして、共同通信がアン

ケートで調べた結果によりますと、過去６年間で５７９名のいわゆる小中学生が

自殺をしておると。その中で、いじめというのがはっきり認定されたのは、１３

名、その後、また大津とかあるいは八代とか、札幌とか、いろいろ出よりますか

ら、その数はまだ多くなっていると思いますが、なぜこのように青少年、子ども

たちの自殺が多いのか、これはもう家庭の事情あり、あるいは友達関係あり、学

校あり、いろんな事情があろうかと思いますが、前は学校は教えるところ、家庭

は学ぶところと、子どもがですね。学校はいろいろ国語、算数、理科、社会を教

わるところ、家庭は学ぶところというふうな言葉があったんですが、その学ぶと

ころが今怪しくなってですね、何でもかんでも学校の先生というふうに、学校頼

みになっておるということが、いわゆる先生たちが頭を抱えて、ひょっとしたら

正常な判断ができんような状態になるような先生もおられるやに聞いておりま

す。本当に重責ですね、学校の先生は。 

今度県は、全国の公立の小中学校にカウンセラーを配置するというための予算

を７３億円計上しておりますね。だから、こういうこととか、あるいは学校独自

で第三者機関、こういったものを設置するところもあっちこっち出てきておるよ

うでございますが、国とは別に、粕屋町立の学校で、そういった第三者機関、第

三者委員会、そういったものを組織するようなお考えはございませんか。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

今の質問でございますが、今のところ、粕屋町教育委員会はただいま申し上げ

ましたように、全小中学校６校とコンタクトがとれておりますので、今のところ

教育委員会でできる支援、指導を精いっぱいしていこうという考えでございま

す。ただし、それは教員と保護者の協力があってのことでございまして、協力を

得られないと非常に由々しき事態になったものには、そういう場合も考えていく

ところでございますが、今議員さんおっしゃいましたように、文部科学省が来年

度から全中学校にスクールカウンセラーを配置する。それから、２００地域に専
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門家の組織を設置するということが新聞に出ておりますので、これもまた、どう

いうことになるか、期待をしながら準備をしていきたいと、検討させていただき

ます。 

◎議長（進藤啓一君） 

澁田議員。 

◎９番（澁田順二君） 

この第三者機関も、賛否両論あるみたいで、その第三者機関のメンバーという

のが、教育にあまり関係のない、いわゆる素人、例えば学校の先生とか弁護士と

か、あるいは警察ＯＢとかですね、まあ教育にはあまり携わったことのない人の

比率が多くなると、こういったことに対して、学校の先生あたりはあまり期待が

持てないという、一部には問題視する意見もあるんですよね。ですから、ソーシ

ャルワーカーあるいはカウンセラー、そういったところの力を、学校もフルに活

用してといいますか、協力をいただいて、粕屋町から全国もそうですが、粕屋町

からは絶対そういう不幸な事件を起こさないというふうな目標といいますか、努

力目標を持っていただいて、粕屋の子どもたちが伸び伸びと、子どもの笑顔は何

度見てもいいものでございますので、伸び伸びと楽しく学習できるような学校を

構築していただきたいというふうにお願いをしまして、質問を終わります。 

（９番 澁田 順二君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

８番 伊藤 正議員。 

（８番 伊藤 正君 登壇） 

◎８番（伊藤 正君） 

議席番号８番 伊藤 正でございます。通告書に従いまして質問に入ります。

質問に入る前に、この３・１１から約１年半が経過したわけでございますが、今

日もＮＨＫの方で現在の災害状況ということで、生中継を交えて放送しておりま

すが、なかなか復旧にはほど遠いなというふうに感じた次第でございます。ちょ

っと遠うございますので、今すぐというわけにはいきませんが、我々も何らかの

形で、東北の品物を買ったりして、協力をしなけりゃいかんかなというふうに思

うた次第でございます。また、先のですね、九州北部の集中豪雨において被災さ

れた方々へのお見舞いを申し上げる次第でございます。 

それでは、質問に入ります。今日は２つの質問を用意しておりまして、まず１

つ目は、糟屋郡南部消防署出張所設置について。これは執行部の方は分署と言っ

ているようでございますので、その辺のところを分署という形で進めていきたい

と思います。それから、交番の誘致についてという２つ質問をさせていただきま
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す。 

まず、この消防署の設置についてでございますが、ご存じだと思います。粕屋

町の西部地区の方は、いわゆる千代粕屋線と東環状線、これが交差した交通の要

所であるということが１つ、それから、高層マンション、倉庫、そういったもの

が立ち並び、急速に人口が増えている地域であります。そういったことから、こ

の消防分署ができるということについて、計画をされております現状について、

質問をしてまいります。 

平成２４年３月の議会のときに、私質問いたしましたところ、２５年ぐらいに

候補地の土地を買収して計画を進めていくよという回答があったわけでございま

すが、この件について、より具体的に、どういう場所にどういう予算で、どうい

う能力を持つのか、その辺のところを具体的に聞いていきたいと思います。ま

ず、１番目に、設置計画の概要について、それから建設費予算について、３番目

に消防出張所の能力について、４番目に建設の場所について、５番目に設置後の

運用についてということで、質問をしてまいります。 

まず、１番目の概要について、町長の方からいろいろお伺いしたいと思います

ので、お願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

本年３月に消防署の、私どもは出張所というふうに言っておりますけれども、

３月に消防署の方からあった話と、その後の進展は具体的にはございませんけれ

ども、まず、西地区が志免を含めた、いわゆる外環状の東環状線のイオンから内

橋、阿恵の付近が、南部消防署から行っても中部消防署から行っても４、５分で

は着かない、８分から１０分かかると。要するに消防空白地帯と言われる地域に

なっております。それを解消するために西地区を、要するに消防署から見た西地

区に分署、出張所をつくりたいということでございます。救急車の配置を１台、

消防車の配置を１台と、今年度が２５年度に青州会病院の方に救急車を配置をし

て、試行してみるという話もあっております。 

そういったことで、出張所の開所は２６年度を目指すというようなお話でござ

います。まだ内部の具体的な署員の配置数とか、そういったところまではまだ決

まっておりません。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 
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◎８番（伊藤 正君） 

今の概要が見えてまいりました。当然、平成２６年のいわゆる供用開始を目指

すということであれば、用地買収であるとか、そういったことをもう始めとかな

いと遅いというぐらいの時期であろうと思うわけでございますが、これにかかわ

る建設の費用は大体どのくらいを見込まれているのか。また、我が町の負担はど

うなるのか。その辺のところがわかれば教えていただきたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

基本的には、各構成町、６カ町でございますけれども、構成町の費用負担割合

というのがございます。これが出張所にも同じことで適用されるだろうというふ

うに思います。均等割が２５％、人口割が７５％ということで、各町負担という

ことになるのではないかと思います。これは用地費まで全部含めてです。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

大体、負担比率は今町長の方からお話があったんですが、大体ざっくり建設費

用は何十億円かかるよと、何億円よというところがたぶん用地買収から見ても結

構かかるのではなかろうかと思うわけですが、その中で、補助金が使えないのか

なと。実は、たしか消防自動車を購入するときに、特定航空周辺航空機騒音対策

特別措置法という中で、いわゆる空港が近うございますので、そういったものに

対しての補助金が出るのではなかろうかと思うわけですが、その辺を含めて、回

答いただければと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

まだそこまではですね、南部消防署の方からは報告はあっておりません。ざく

っとしたものの総額もまだ報告は、お知らせはあっておりません。今後、用地の

価格がどれくらいか、それから救急車、消防車、各１台と申しましても、あと付

属するものもございますので、まだまだそこまでは行っておりません。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 
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もうそろそろ数字も出てきよっとじゃなかろうかと思いますがね。それで、

今、この組合ですが、いわゆる６町、宇美、須恵、粕屋、篠栗、久山の６町で、

その組合長が今須恵の町長がなさっているということでございますが、その辺の

ところ、これはどういうふうにして決まったか、私もわかりませんけれども、で

きれば、志免か、大きな業務もありますので、そういったこともあって、ぜひ町

長も話にかたっていただいて、詰めていただいた方がいいんじゃなかろうかなと

いう気がしておりますので、ぜひ、その辺の建設費だとか、そういったものとい

うのは、ぜひ早めに聞いていただければなというふうに思う次第でございます。 

そこで、次に、３番目でございますが、この消防署の能力、これは先ほど消防

車１台と救急車を１台という配置をするよというお話であったわけですが、それ

を試験的に、青州会病院に救急車を１台配置して試験的にやってみようというこ

とでございましたが、この中で、組織、いわゆる署員数、人数はどうなのか、ど

ういった体制でこの署を運営していくのか、その辺のところがわかれば教えてい

ただきたいと思いますが。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

今おっしゃった、まだざくっとしたものとしては、出張所をつくるということ

でございます。それで、場所も志免から粕屋の、空港に抜ける道の間でつくりた

いというようなことでございます。面積もざくっとしておりまして、３００坪か

ら５００坪というようなことでございますので、３００坪と５００坪じゃ相当な

開きがございます。１反と１反半ぐらいありますので、まだそういった状況で

す。今から、できれば今年度中ぐらいに人数とか大方の額とかというのが出るの

ではないかというふうに思っています。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

今年の５月に臨時の消防議会が開催されておりますね。その時の議事録をちょ

っと読ませていただきましたら、現在、１５０名いるよと。それを９名増強した

いということで、議決されておるわけですね。これについて、この９名がこの分

署の方、いわゆる派出所と言われるですか、そちらの方に張り付けられるのかど

うか、その辺は町長お聞きになっていらっしゃいますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 
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◎町長（因 清範君） 

その出張所のために９名を採用するということではないと思います。全員の中

で不足をした、一定の近郊の消防の人口と消防署員の割合を見たときに、南部消

防署は非常に低いといったことから、将来的には今、現員は１４７人でございま

す。これを１５０人にすると。そして、目標は２８年度に１６５人にするといっ

た、長期の署員の人数あたりは一応出してございます。今おっしゃった９名が出

張所の職員になるということでもないのかなと思いますけれども、もちろんその

ことも含まれておると言えば含まれておるんだろうと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

議事録を読みますと、やっぱりこういった人を採用すると、特殊な技術ですか

ら、技能者として育成していくわけですから、前倒しに育成していかないといか

んということが書いてありましたので、たぶんこういう方々であろうかなという

ふうに感じましたので、今質問したわけでございますが。その辺のところをまだ

人員だとか、何かすべてぼおっと、ぼんやりしているような感じでございます

が、その辺のところを、次の４番目の場所、先ほど町長は３月にも粕屋中学から

九大農場の範囲内に設置されるのではなかろうかという話があったわけですが、

その辺からでしょうか。どの辺に考えられているのか、その辺をちょっと。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

場所につきましては、結論から申しますと、取り下げはされましたけれども、

志免町の方から誘致について志免町内にという請願が議会の方に出ておりまし

た。それはいろんな事情で粕屋町の関連もあるので取り下げるということで取り

下げています。今のところ全く白紙です。恐らく粕屋町の方がずっと、もう志免

の方はつくろうと思っても大体場所がないのではないかなと思います。ある程度

の場所のポイントを署の方でフォローしてもらわないと、うちの方も動きようが

ないということでは話しております。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

それで、場所ですが、今の空白地帯に効率的に配置するための場所として、１
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つ提案をしたいのは、東環状線と、五斗蔵から貝田の交差点がありますね。あの

交差点、いわゆる扇橋のあの付近が一番いいのかなというふうに考えるわけでご

ざいますが、将来東環状線も２０１号線の方に抜けていきますし、内橋の方にも

相当メリットがあるなというふうに思うわけでございまして、幹線道路ですの

で、いいんじゃないかなというふうに思いますが、町長、いかがですかね。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

同じことの繰り返しになると思います。できれば粕屋町内にということで、場

所等について推薦をするところがあれば、議員さんのお力も借りながら進めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

はい、わかりました。 

それから、これもまだ未定のようでございますが、設置後の運用でございます

が、当然ランニングコストはかかってきますので、その費用の負担がどうなのか

ですね。その辺はたぶん先ほどの予算が見えないということですので、この辺は

具体的にあるのかないのか、町長、お願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

これは、今現状の負担と変わらない。ただ、志免町と粕屋町の関係だけの出張

所だから２町でもちなさいということにはならないと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

そうすると、これができたために、さらに費用を上げるということにはならな

い。なるのか、ならないのか、その辺のところもまだ明確ではないようでござい

ますので。それで、全体の中で予算、いわゆる年度の消防議会の議事録を読んで

いきましたところ、基金について、これは消防議会の方、消防署の方は基金はあ

るんでしょうか。その辺はどうですかね。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 
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◎町長（因 清範君） 

そこの内容の詳しいところまでは、まだ承知しておりません。議会もあってお

りますので、書類を見て精査をしたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

どうも、漏れ聞くところによると、基金もなくなったと、それでどうするのか

なと。何か大きなことが起こったときに、その積み立ての中からいろいろ拠出す

るべきものがないという話も聞いておりますので、その辺ちょっと町長聞いてい

ただいて、また次の機会にでもお伺いしたいと思います。この件につきまして

は、消防議会という議会がございますので、その辺のところも配慮しながらいか

にゃいかんということは十分わかっております。しかし、これは我々の生命・財

産を守るべく組織を、また設置していただくわけですので、我々町民としてもし

っかりお聞きして、進めて、それに対するご意見を述べさせていただきたいなと

いうふうに思いますので、今後ともまたよろしくお願いいたします。 

それでは、２問目の交番の誘致についてでございますが、これは先ほど澁田議

員の方からもいろいろ被害、いわゆるいろいろは犯罪についての話がございまし

た。この交番誘致については、何回も質問をさせていただいております。のぼる

こと、平成１１年３月に、我が先輩であります山口議員がこの誘致を、交番の誘

致をしていただけないかという質問をされております。私も１９年３月と今年度

の３月に誘致していただけないかという質問をさせていただきました。その回答

は執行部からの回答はほとんど変わっておりません。努力する、努力するという

ことで終わっているようでございます。そういったことも含めて、今回、３月質

問して以降、どういった進展があったのか、お聞かせいただきたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

本年３月議会にてもご質問がございました。その後地域住民の皆様の心情は十

分わかりますが、警察署の方としては、交番の増設は、特別な状況がなければ設

置しない。むしろ駐在所はもうほとんど全部廃止をしております。そういった中

でございますので、立入所であるとか、そういった形でのことでなければ難しい

かなという現状でございます。ほとんど前と同じような回答になろうと思います

けれども、特にサティがあったりということで、西区、それから仲原地区、これ

はイオンの関係で犯罪が多いというふうに数字でも出ております。そういった中
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でできるだけパトロールを増やしていただくようにとか、そういった要望はして

おるところです。総合的な判断で、交番等の統廃合や広域化が進められておる中

でございますので、新たな交番づくりというのは、大変難しい状況だというふう

に思っております。私も安全・安心な町民生活ができる環境づくりということ

で、強く思っておりますので、今後なお粕屋署の方に要望をしてまいりたいと思

います。 

あまり回答が前と変わらんのじゃないかということでございましょうけれど

も、相手があることでございますので、よろしくご理解をお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

伊藤議員。 

◎８番（伊藤 正君） 

相手があることでよく理解しております。しかしこれをやめて、いわゆる言い

続けないといけないと思っておるところでございます。特に、今回は消防署の派

出所がどこかにできるであろうということからみまして、用地を、１１９と１１

０というのはセットになったようなものでございますので、そういったことか

ら、今度の消防署の用地買収のときに、駐在所が、交番ができるような敷地も一

緒に準備していただいて、警察の方に「ちゃんとこういうふうに用意しておりま

すよ」と、「また、この地区はこういう人がどんどん増えよるところです」という

ような形をＰＲしていただいて、ぜひ警察の方を説得していただきたいというふ

うに思うわけでございます。これは、我々西部地区の住民の願いでございますの

で、ぜひ設置されるまで質問が続くと思いますので、よろしくお願いする次第で

ございます。 

ちょうど時間も過ぎております。これで、私の質問は終わります。 

（８番 伊藤 正君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ここで暫時休憩といたします。再開は１１時１０分からといたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

では、暫時休憩です。 

（休憩 午前１０時５５分） 

（再開 午前１１時１０分） 

◎議長（進藤啓一君） 

では、再開いたします。 

１３番 山 秀隆議員。 

（１３番 山 秀隆君 登壇） 
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◎１３番（山秀隆君） 

１３番 山秀隆です。今日で一般質問最後の人間になります。 

質問に先立ちまして、先般より何名かの議員がおっしゃっていますけれども、

先般の九州北部豪雨災害に対しまして、亡くなられた方のご冥福と被災された方

のお見舞いをここで申し上げておきたいと思います。 

それでは、通告書に従い質問したいと思います。本年、６月２７日に議員立法

による劇場・音楽堂等の活性化に関する法律、劇場法が施行されました。このこ

とにより、さくらホールや多目的室の法的根拠が図書館や博物館といった施設と

同様に地域の文化拠点としての役割を多きく認めることとなりました。劇場や音

楽堂は単なる箱物ではなく、公演を企画・製作する機関として規定されました。

専門の人材の確保や育成に力を注がなければなりません。しかし、町ではこれら

の音楽や演劇、伝統芸能などについて、創造的な事業を企画・製作する専門的な

スタッフを確保するのは難しいと言わざるを得ません。また、文化施設同士の連

携や大学との協力も即支援すべきとしています。学校教育で子どもたちが本物の

表現にふれることも重視されております。これからの自主事業のあり方にも大き

く影響をしてくると思われます。こうした観点から質問をしたいと思います。 

まず、質問の前に、この劇場法、１２～１３ページの法律なんですが、これは

目を通していただきましたでしょうか。というのはですね、引用をちょっとして

いるもので、お答えしていただくときにはこの劇場法を読んでないと、どうして

いいかわからないような答弁になってしまうので、ちょうどその辺を確認をさせ

ていただいたのと、引用文が多いので、ちょっとわかりづらい部分もあると思う

ので、その確認をさせていただきました。 

それでは１点目に、現在、さくらホールや多目的ホールは貸し館的事業がほと

んどで、運営されております。また、稼働率から見ると、さくらホールは５３％

で、土曜・日曜の稼働がほとんどで、平日の稼働がより多く求められるのが現状

であります。一方、多目的ホールは９９％の稼働率が物語るように、貸し館事業

の最たるものであろうかと思います。またその用途は達したようだと思います。

こうした現状から見ると、貸し館事業はどちらかというと、利益を追求した運営

形態だと思います。短期的な経済運営より長期的な継続性のある経済運営に見直

すことが求められております。劇場法の施行により、運営形態を今後変えること

が必要になってくるのではないかと思います。今後考えられる取り組みを聞きた

いと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 
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◎町長（因 清範君） 

ご質問にお答えします。 

まず、本町は、サンレイクというホールを持っております。文化施設を抱え

る、今後考えられる取り組みでございますけれども、先ほど議員からお話になり

ましたように、６月に劇場・音楽堂等の活性化に関する法律が施行されておりま

す。文化・芸術の振興を図るため、町としては自主的かつ主体的に、町の独自性

に応じた施策を策定し、区域内の劇場・音楽堂等を活用しつつ、実施する役割を

果たすよう努めることになったところでございます。 

本町におきましては、これに該当する施設がサンレイク、さくらホールだと思

います。町といたしましては、今後の取り組みといたしましては、ホールを利用

した長期的、継続的な文化事業の実施を検討するとともに、ホールの運営に必要

な専門的能力を有する人材の発掘・確保が重要であろうと思います。ホールで行

われる実演芸術に対する町民の関心と理解を深めながら、教育啓発活動、学校教

育との連携など、実演芸術の鑑賞参加の機会提供等について、関係機関とも実施

に向けて協議をしながら、町民の文化度を高めていきたいというふうに思ってお

ります。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

今、１つ１つ、今後の取り組みについて言っていただきました。それの１つ１

つについて、ちょっとお聞きをしていきたいと思います。 

まず、町長もおっしゃられましたように、今後の指針策定の必要性があると、

求められるという答弁でした。今後の指針策定、これは最初の取り組みになろう

かと思います。これは、もう劇場法が６月に施行されておりますので、町として

はどの期間程度でこの指針策定を行っていく予定か、お聞かせください。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

６月に法ができたばかりでございますので、早速、あと詳細の内容等を精査を

いたしまして、できるだけ早い取り組みをしていきたいと思っております。ま

だ、今のところいつからということは定めておりません。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 
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◎１３番（山秀隆君） 

近いうちにということでよろしいでしょうか。 

◎議長（進藤啓一君） 

はい。 

◎町長（因 清範君） 

今、非常には、やっております。近いうちにということで、ご理解いただきま

す。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

それでは、ぜひ、まず最初の取り組みとしては、こういう指針がまずなけれ

ば、動きがなかなかとりにくいんではなかろうかと思いますので、近いうちに取

り組んでいただきたいというふうに思っております。 

続きまして、先ほど来何点か言われた専門的能力を持つ者を養成したりとか、

そういう人材を確保するのに、大学の機能を生かすことが重要であると、そうい

った学校関係との連携が必要であるというふうにご答弁いただきました。 

２点目の質問には、地域や学校との連携で、さくらホールの稼働率を上げるに

はどうしたらいいかということで質問したいと思います。さくらホール等で事業

を行うためには当然必要な専門的能力を持つ者を養成したり、確保するために、

今度は大学等の機能を生かすことが重要であるというふうに言われております。

そういった促進を図ることも求められていますが、これらの地域社会で活躍する

大学専門家や各小学校との連携をどのように今後考えておられるか、お聞きした

いと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

学校教育次長の方で答えていただきます。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

山議員の質問にお答えします。 

現在、稼働率５３％、これは大体平日、土日を網羅したもので、平均した稼働

ということで、現在土曜・日曜・祭日の稼働率が大体７８.５％ぐらいになってお

ります。というのは、もう８０％近くで、９月等はもう１００％の使用になって
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おりますので、ここ近隣の市町村の施設の稼働率を見ましても、８０％近い数字

を持っているというのはうちだけで、大体これが９０％行くというのは、ちょっ

ときつい数字になると思いますけれども、平日が、ただ４１～４２％ですので、

ここいら、平日に事業を起こすとなれば、今後の課題としましては、やっぱり学

校あたりの観劇会とかコーラス会とか、そこいらと、あとは専門職を呼んで、い

わゆる団塊の世代から上の人を狙いという形の事業を組んでいくのがベターじゃ

なかろうかと思っております。 

劇場法の中にも出ておりますのは、やはり地方におって、都市で見れるような

事業のふれあいをもっと多くしなさいということが出ておりますので、そこいら

も考えまして、ただ、予算的なこともございますので、一度に多額の予算を組ん

で事業を起こすということはできませんけれども、そこいらはまた議会あたりと

も調整をとりながら、予算組みも考えますし、事業の展開をしていきたいと考え

ております。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

実演芸術、要するに演劇とか音楽とか、そういった芸術にふれることを通じ

て、子どもの発想力及びコミュニケーションの能力の育成、将来の芸術家の育成

並びに芸術鑑賞能力の向上を図ることが重要であるというふうに劇場法では書か

れております。学校教育においては、実演芸術を鑑賞し、またはこれらに参加で

きるように機会の提供に努めることが、この法でも示されております。今、次長

の方からもご説明がございました。平成２３年度のさくらホールでの学校教育関

係での利用で、２０件の稼働がなされております。全部が全部芸術鑑賞ではあり

ませんが、その稼働率は、全体の１１％と、実演芸術の鑑賞の機会は非常に少な

いことがわかります。 

新学習指導要領の実施により授業時数が足りない状況下で、この実演芸術にふ

れさせる、または参加させる機会がつくれるのかどうかがちょっと心配なんです

ね。この辺をどのように考えておられるか、これは教育長か何かに聞いたがよろ

しいのですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

学校教育における観劇会の件ですが、学習指導要領は変わりまして時数が増え
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ましたけれども、それは教科の方が増えたわけでありまして、いわゆる文化的な

行事等は変わっておりません。学校には、教科・道徳・特別活動という３つの分

野がございまして、その特別活動の中に学校行事と、その中で、文化的行事とい

うのが含まれておりまして、学校では年に１回、今年は福岡県警音楽隊を呼んだ

とか、福岡交響楽団を呼んだとか、来年はどこかの劇団を呼んだとかいう観劇会

を今実施しているところでございます。ただ、各学校からサンレイクに来るかと

いうことになりますと、各学校には体育館でステージがございますので、そこを

使っての観劇会でございまして、そこはちょっと教育委員会としてもサンレイク

を使えということになりますと、中学校にしても、そこまで来るのにかなり時間

がかかるということで、学校にステージがなければサンレイクを使うことも考え

ますが、今の現状ではそういうことで劇類を、観劇会を、芸術にふれさせる機会

をつくっているところでございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

難しいというお話なんでしょうけど、劇場法では学校と連携をして、子どもた

ちに一流の芸術にふれさせる機会、また参加させる機会を持たなければいけない

というふうにやっていますし、国の支援もありますよということなんですね。自

治体も、それに向けて積極的にそれを支援していかなければいけないと。ですか

ら、今懸念していた授業時数が足りないという中で、芸術文化にふれさせる機会

が非常に今のところは難しいという答弁だったんですね。しかし、これは今後こ

ういったものをしっかりと提起していかなければ、提供していかなければいけな

い、こういう機会を提供していかなければいけないというふうに、法律ではなっ

ているわけですから、この辺は学校側としても、しっかりと対処をしていただき

たいなというふうに思っています。 

やり方ということになるんでしょうけど、粕屋町の小中学校では合唱祭がよく

盛んに行われています。各学校で終わらせているというのが状況なんですね。子

どもたちに聞くと、意外にですね、この大会があって、校内で大会をやって、優

勝しました。「ようし、これからは町の大会におれたちは行くんだ」というふうに

思っている子どもたちが多くいるらしいんですよ。ところがそこで終わってい

て、何か残念だ、せっかくこんなに一生懸命練習して、合唱をやって、合唱をや

るとみんな気持ちよくなるんですね。舞台に登って自分が発して、そういう舞台

の実演芸術を味わっているわけですね。だから、これをもっと広げてこの機会に
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町内合唱コンクールをやるぐらいの感じでやれば、情操教育や文化芸術の振興に

も役に立つと思われます。 

また、町内中学校の吹奏楽部もかなり実力があるというふうに聞いています。

プロの演奏家との共演も、非常に興味のあるところだと思うんですね。こういっ

た中で、プロと一緒にサンレイク、さくらホールを使って、やっぱり実演させて

あげるというような、本当に芸術に参加させる、こういうことも非常に大事にな

ってくるんではないかなと思いますし、子どもたちが非常に喜ぶんではないかと

いうふうに思っています。その担い手が、私はこの劇場法に言われるさくらホー

ルではないかというふうに思っています。 

さくらホールの活用は、当然稼働率を上げることにもつながりますし、平日の

稼働率を上げるために、今教育長が難しいという答弁もありましたので、学校の

現場が使いやすいように配慮する必要があるのではないかなというふうに思って

いますし、今、芸術文化に親しむ時間は決まっていますよということで、助成金

の措置もその範囲内で決まっているとは思いますが、その辺の考慮もやっぱり考

えていく必要があるんじゃないかなというふうに思っています。 

このように、学校との連携は実演芸術の鑑賞や参加する機会を大きく前進させ

ることになります。こういった小中学校の実演芸術にふれる機会を今後どのよう

につくっていったらいいのか、再度教育長に、無理だと言われた教育長に、よろ

しくお願いします。 

◎議長（進藤啓一君） 

大塚教育長。 

◎教育長（大塚 豊君） 

私は無理だと、ちょっと誤解を受けたと思いますが、積極的にサンレイクを主

旨に沿いますように今後努力をしていきたいと思います。現在中学校では合唱コ

ンクールというのを毎年しておりまして、サンレイクを使わせていただいており

ます。ただ、小学校では、サンレイクじゃなくて、低学年、中学年で観劇会をし

たり、音楽会をしている状況でございまして、大きな大会があれば、サンレイク

を使わせていただきたいと思っておりますが、体育館には舞台がありますもので

すから、そういったところで文化の発表会を学校ではさせていただいておりま

す。 

それからまた、もう１つは、糟屋郡で小学校の音楽会を今開催しておりますの

で、そういう面もできたらこれからサンレイクを使っていくように、働きかけて

いきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

◎議長（進藤啓一君） 
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山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

当然、粕屋町の子どもたちに、本当に一流の芸術にふれる機会をですね、やっ

ぱり学校側としても積極的に実施していただきたいというふうに思います。 

３点目に、現在のサンレイクかすやでの自主事業のあり方であります。現在生

涯学習が主体の自主事業を６５０万円という予算をかけて事業を行っておりま

す。さくらホールを含む生涯学習センターの管理・運営は民間の九州共立を使っ

て運営をしているのが現状であります。民間の事業のノウハウを使って限られた

予算で事業を行っていますが、平成２３年度の自主事業の現状と劇場法の施行に

よる今後の課題をどう考えるか、というのを答弁願います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因教育委員会次長。 

◎教育委員会次長（因 友幸君） 

お答えします。２３年度といいますか、今までのサンレイクの自主事業は、い

わゆる生涯学習研修会とか町の主催行事、あとは６５０万円の使い方としまして

は、落語をしたりとか、子ども向けの影絵、シルエットの大会をしたりとか、あ

と一応一流的な方の歌手とか講演者を呼んでの事業という、いわゆる決まったパ

ターンのことをしておりまして、今度この劇場法が改正されまして、いろいろな

ことの提案が出てきております。町としましても、この劇場法をもう少し勉強さ

せてもらって、本当言えば国あたりの補助がどのくらいつくかも見極めながら、

今後やっぱり国際的な見地と、あと第三者あたりの意見も聞いて、どういう内容

が町民が望んでいるのか、そこら辺も精査しながら今後の事業の取り組みとさせ

てもらいたいと思います。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

劇場の活性化に当たっては、鑑賞者を育成することも重要であるというふうに

言われています。実演芸術に対する町民の関心を高めるとともに、理解を深める

ため、教育活動や及び啓発活動の実施、その他の必要な施策を講ずるとしていま

す。このあたりに自主事業のあり方が問われてくるんじゃないかなというふうに

思っています。より興味のある一流の芸術を、より身近なさくらホールで鑑賞で

きる機会を大幅に増やす努力が求められます。法的根拠を持ったさくらホールを

粕屋町の文化芸術の発信拠点としていくことが求められております。そのために
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は、ある程度の予算措置と施策が重要であるというふうに考えます。 

例えば、仮の名として、粕屋町文化芸術振興財団というのをつくって、これは

生涯学習センターをつくるときに、総務常任委員会で視察に行ったときに、運営

の方法も学んだんですね。そういった中で、あるところでは、そういった芸術文

化振興協会みたいなものをつくって、それで広く町民と市民の方に、やっぱりこ

の芸術文化にふれさせる機会をつくっていったという経緯があるんですね。だか

ら、そう言った意味で、ちょっと提案にはなるかなとは思いますが、この芸術振

興財団をつくって、サンレイクでの音楽や演劇などの一流の芸術にふれる機会

を、粕屋町民の皆さんに広く提供するシステムづくりを考えたらどうかというふ

うに思います。 

粕屋町からの芸術文化の発信は、町の教育的、芸術的質の向上を意味し、本来

町が求める、住んでみたい町、暮らしてよい町づくりをかなえる一助になると考

えられます。こういったことがありますので、これは町長に見解を聞きたいと思

います。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

お答えいたします。ご提案の財団とか協会とかというのも、今後の１つの劇場

文化、劇場・音楽堂との法律が改正されておりますので、それに沿ったところ

で、住民の意見も聞きながら、この運営をしていくという方向で、今後取り組ん

でいきたいと思います。いろんなご提案どうもありがとうございました。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

劇場とは、社会にとって何なのか、劇場法では文化・芸術を継承し、創造し、

及び発信する場であり、人々が集い、感動と希望をもたらし、創造を育み、とも

に生きる絆を形成するための文化拠点であると定義しております。劇場法を契機

にさくらホールの有意義な利用を改めて考える必要があります。そして、職員は

もちろん、町民がいかに存在意義を強く認識して、これらにかかわっていくかが

肝要だといわれております。粕屋町にあっては１人１スポーツと同様に、町民１

人１人が芸術にふれる機会をと訴えて、この質問を終わります。 

続きまして、協働のまちづくりにみるまちづくり活動団体やボランティア組織

の在り方について、質問したいと思います。町では、平成２３年度に公益性を重

視したボランティア団体等に活動内容に応じた助成金の交付を始めました。助成



 

 － 129 －

内容は、新規事業で２０万円、継続事業で経費の８０％で、限度額が３００万

円、また新コミュニティ活動助成金として、支援団体や各種団体、法人等が広報

的、広範囲に連携して実施する公益活動に対して、５万円の助成をしています。

助成金の中にはまだ規定がございますが、そういうのは割愛させていただきま

す。 

粕屋町のボランティア団体組織の現状は、さまざまな組織で、それぞれに活動

を行っているようであります。例えば、社会教育課には読み聞かせのボランティ

アや体育関係のボランティア、総務には防犯パトロールのボランティア、協働の

まちづくり課には助成金を申請したボランティア、介護支援課には悠々サロン、

福祉センター内設置のかすやボランティアセンターには主に福祉関係のボランテ

ィア組織がそれぞれに登録しております。このほかにもいろいろ各課で登録して

あるボランティアが存在しております。 

このことから見えてくるものは、ボランティア団体の情報が一元化され、包括

管理されているかというと、そうではないということであります。助成金をもら

えているところもあれば、ないところもあり、その補助金の額も、団体によって

まちまちであります。以上の観点から質問をしたいと思います。 

１点目に、平成２３年度予算に組み込まれたコミュニティ、まちづくり活動団

体の助成金の現状と平成２４年度の取り組みについてお聞きしたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

お答えいたします。今議員がおっしゃいましたように、平成２３年度に粕屋町

まちづくり活動団体助成金交付要綱並びに粕屋町コミュニティ活動助成金交付要

綱を制定しまして予算を計上いたしたところでございます。助成金の現状という

ことでございますが、助成金の申請があった団体につきましては審査会による審

査を得まして、平成２３年度の実績では、助成金を交付した団体の総数がまちづ

くり活動が３団体、コミュニティ活動が１団体の計４団体で、その助成金総額は

３４５万円であります。 

交付を決定いたしました団体の主な活動内容でございますが、花の栽培による

景観づくりに取り組む団体に２団体、参加者主体の粕屋町のまちづくり、ＹＯＳ

ＡＫＯＩかすや祭りに１団体、そして、音楽を通して粕屋町を盛り上げアピール

する団体の１団体であります。なお、２３年において、交付決定を行いました団

体につきましては、現状も継続して活動がなされており、平成２４年度も助成金

の交付金を行っております。この事業につきましては、事業を周知するために、
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広報かすや、町のホームページ、チラシ、回覧等に周知を行い、また申請手順と

か対象となる経費についてご理解をいただけるようなわかりやすい手引きを作成

し、この事業を広めるような展開をいたしておるところでございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

現状を、お話ししていただきました。初年度なので、そんなに多くはなかろう

かというふうに判断はしておりますが、平成２４年度は、２３年度に比較して２

７０万円ほどの助成金の減額予算となっております。少なかったからそれに合わ

せて減額をしたというふうな形になるとですね、この活動自体を、この助成金の

施策自体を、もっと伸ばそうという意識がないのかなというふうに思ってしまい

ます。申請数が伸びてないのが現状であろうかとは思いますが、今対象団体の周

知を行っているということなんですけどね、これもひとつには、情報の一元化が

できていないのが大きな原因ではなかろうかというふうに思います。こういった

助成金をいただきたい団体とか、そういった団体ってたくさんあると思うんです

ね。ところがどこに行っていいかわからないとか、そういうのもありますし、そ

ういう団体にこういったことが周知徹底されてないという現状があろうかという

ふうに思います。そういった観点から、そういうことが一因ではないかなという

ふうに思っております。 

この助成金事業は、継続事業団体として今まで他の、所管の課から補助金をも

らっていた団体が、申請をして助成金を受け取るという形になっているんです

ね。助成金をもらう団体を、協働のまちづくり課に一元するための施策ではない

のかなというふうな受け止め方もしてしまいます。要するに、ボランティア組織

の一本化を図っているのではないかなというふうに思いますが、この辺は、どの

ような形でこの助成金の事業を始めたのですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

田代総務部長。 

◎総務部長（田代 眞君） 

今議員がおっしゃいましたように、いろんなボランティア団体がいらっしゃい

ます、町内に。自主的な活動をされている団体がおります。このまちづくり団体

助成金というのは、粕屋町の公益性に貢献する新たな団体を掘り起こすといいま

すか、そのための助成する事業でございまして、現存するボランティアとの連携

等々については、後日また３番目に質問があろうかと思いますが、この事業につ
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いては、新たな団体の掘り起こしということで、２３年度に制定しているもので

ございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

新たな活動団体を増やしていくという思惑があったとは思いますけれども、現

実には継続事業、要するに別の形で補助金、助成をしていた団体については、経

費の８割、限度額３００万円払います。もしくはそれを超える場合は町長の決裁

で認定をしますよというような形になっているわけです、現状は。ということ

は、この事業の条件、これに認定されるための条件というのを見れば、その対象

団体に青年団や老人会、また婦人会などの組織は継続団体として、条件を満たす

ことができ、助成対象になるようにちょっと思えるんですね。だから、このまち

づくりの団体としての助成金の対象としなければならなくなるというふうに、も

し申請があれば、思うんですが、この辺は今新たなものというふうな形になって

しまうと、この線引きがよくわからないですね。どこで、そういう団体を、この

規定に合わせたら全部当てはまると思うんですよ、継続団体でも。そしたら、当

然３００万円の補助額がもらえて経費の８割ですけどね、その限度額の３００万

円をもらえるという状況がここに生まれてくるわけですね。そうすると、そのい

ろんなところから、私も私もという形で、この協働のまちづくり課に来るんでは

ないかなという、ちょっと懸念をしているんですね。当然、予算も限られている

ので、その辺はどうするのかと。今回は減額しているということもありますか

ら、その辺をどうするのかなという考え方が１つと、この活動団体審査会が交付

対象団体を決めるというふうなことになっていますよね。これは、この審査条件

の適合性だけでなく、どうやってこの交付対象を決めるのかと。今この、例えば

青年団、老人会、婦人会、こういう方は認められませんよということになれば、

その条件は満たしているけれども、審査会が駄目ですという話になると、本当に

この規約の条件というのが、全くわからないというふうな形になると思うんです

よ。条件設定がですね。だから、その辺をどういうふうに考えてあるのか、ちょ

っと教えてもらえますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

このボランティア団体の補助金は、今・・おっしゃった老人会とか婦人会とか
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青年団とか、そういったところは、もうこれとは別に補助をやっています。それ

で二重の補助はしないということが原則でございます。そして、新たに町の活性

化とかそういったものに寄与している美観であるとか地域の環境整備とか、そう

いったものに寄与し、なお継続してその活動がなされているといった団体につい

て、申請があったときに審査会にかけて、審査会の方で可か否かという判断をし

ていただいておるところでございます。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

そうすると、ＹＯＳＡＫＯＩかすや祭り団体がありますよね。これは継続事業

で、たぶん他のところからというか、補助団体として以前からあります。これは

ここに移った経緯というのはどういう経緯なのですか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

ＹＯＳＡＫＯＩかすやのことですかね。 

◎１３番（山秀隆君） 

・・団体で登録してますよね。 

◎町長（因 清範君） 

はい。これは私も、何でこのボランティアの団体に入っているのかという、全

く金額も違うし、もともとの出発点が違います。これは町の方から花火大会がな

くなった段階で新しい祭りをということで、町民の方から代表者を募って、その

方たちがこういった祭りを、粕屋町で始めようといったことで、粕屋町もその奨

励をしながら、町と一緒に育ててきた団体でございます。 

ということで、このボランティアの同じ枠の中にくるめているというのが、も

ともとの間違いであったろうというふうに思います。来年度からは、このＹＯＳ

ＡＫＯＩと、ＹＯＳＡＫＯＩの団体については、このボランティアの補助団体か

らは外していきたいというふうに考えております。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

私はですね、外すとか、そういうことを求めているんではなくて、私はいい施

策だと思うんですよ。この活動助成金というのはですね。広く、いろんな人がこ

こに来て、そこにまとめてきて、いろんな活動が拡大していけばいい。だから私
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はこれは、基点をつくってちゃんといい、だから、この補助団体の正当性をつけ

るには私はこれはいいと思うんですよ、ここの施策は。非常に、この事業内容と

してはいいと思うんですよね。誰も文句を言わないですよ。審査会があって、ち

ゃんとその団体がちゃんと補助に値する経理から予算から、全部きちんとやって

いるんですよというのがないと認められないわけですから、これを明確化すると

いうことが、私は、これを一本化するということは、僕はいいなと思ったんです

よ。町がそうやって取りまとめをして、これを補助して、補助金を出していく正

当性をそこでちゃんと見つけて、お金を町からちゃんと提供するという、この形

をね。だから、今補助団体から外しますということは、もうぜひやめてもらいた

いんですよね。ちゃんと、審査に合うちゃんとした形で、ちゃんと認められてい

るわけでしょうから。だから、例えば青年団にしても老人会にしても婦人会にし

ても、そういったものをきちっとつけて、ここでちゃんと補助金をいただいてい

ますということになれば、誰も何も言わないと思うんですよ。これがあいまいな

金額で、どうしてこの金額なのとか、どうしてこれなのというのがわからないか

ら、みんなこの補助枠でどうしてこれだけ出しているのとかいう発言が出てくる

と思うんですね。だけど、この助成金の施策は、ちゃんと経費の８割、３００万

円が限度、それを超えるものに関しては町長の決裁、そういうふうに、きちっと

流れが決まっているんですね。これはいいことだと思うんですよ。だから、これ

をもっと活用していただきたいというのが、私でも今回言いたいことなんです

ね。全く逆のことじゃなくて、やるなということじゃなくてですね、どんどん進

めていっていただきたいというのが、話であります。 

このコミュニティ活動まちづくり団体助成金の取り組みは、補助団体を明確化

することと、その正当性を持たせることに関しては、よい施策であると思いま

す。適正・公平な審査で多くの活動団体を支援して、活性化させていくために

も、今後の予算措置は十分に考慮していただきたいと。予算をつけてください

と、私はこういうふうに言いたいと思います。 

私が質問することによって、何か悪いことをやっているんじゃないかというこ

とじゃなくて、いいことですよ、だからもっと推進してくださいよというお話で

あります。 

２点目に、粕屋町にはボランティアセンターを設置し、かすやボランティア連

絡協議会に運営を委ねていますが、各課で掌握するボランティア団体と連絡協議

会に登録した団体との一元化はまだなされてはおりません。かすやボランティア

連絡協議会の役割と実態を、ここで聞きたいと思います。 

◎議長（進藤啓一君） 
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工藤住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（工藤龍一君） 

山議員の質問にお答えします。粕屋町ボランティア連絡協議会の役割と実態

ということでございますが、現在８団体と個人ボランティア合わせて２１０名の

方がこの通称ボラ連に加入されております。それぞれの趣味を生かし、特技を生

かしながら、同じ思いの方々が集まられて、ボランティアの集団を形成され、協

議会をつくっておられます。活動には、手話、読み聞かせ、それから障がい者の

介助・訪問、それから高齢者の訪問、高齢者への年賀状とか暑中お見舞い、誕生

日の絵はがきの送付、それから広報の音訳テープ作成、各行政区での夏祭り、敬

老会などでの演奏活動などなど、あらゆる活動を行っておられます。 

先ほど、ボランティアセンターと言われましたけれども、このボラ連はボラン

ティアセンターに登録しているボランティアの１つの団体ということでご理解願

いたいと思います。このボラ連は８団体ございます。ボランティアセンターは、

これを含めた８団体を含めた１５団体の組織で構成をされております。このボラ

連には社会福祉協議会より補助金が４０万円、それから助成金として２０万円が

支払われております。補助金の４０万円については総会費用や事務費という使わ

れ方をされております。助成金の２０万円については、各団体に、この８団体に

助成金として支払われておるというのが現状でございます。 

ボランティアセンターのことについてふれておきます。ボランティアセンター

は同じく社会福祉協議会より予算が出て、運営されております。センターには、

１人の事務員がおられまして、１７７万円の人件費、それから事務費が２３万

円、事業費が５６万円と、合わせて２５６万円の費用が社会福祉協議会より支払

われておるという現状でございます。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

今ご説明がありましたように、社会福祉協議会の理事長がかすやボランティア

センターの代表を兼務して、１名臨時職員を抱えて運営をしているという答弁だ

ったと思います。２１０名のボランティアの方をここのセンターで管理をしてい

るということだったですね。このセンター以外に、活動している団体はそれ以上

に数多くあると思います。町の社会活動の活性化のためには、このボランティア

センターの役割が大いにあると思います。情報の一元化を含め、このボランティ

アセンターの拡充が必要であると思いますが、非常に難しいんじゃないかなと思
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いますね。当然、社会福祉協議会が委託先になっていますので、ボランティアを

どこでどういうふうな形で立て分けてやっていけばいいのかなというのは非常に

難しいとは思いますが、情報の共有化という点ができてないというのも、ボラン

ティアセンターの言い分でした。その辺ができてないから、そういった支援と

か、そういうこともちょっと難しいということなので、その辺を含めまして、こ

のボランティアセンターの拡充が必要であるというふうに私は思いますけれど

も、その辺の見解をもう１回、説明をしてください。 

◎議長（進藤啓一君） 

工藤住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（工藤龍一君） 

今、山議員が言われたとおりだと思います。現在は、社会福祉協議会の組織

というふうな予算上はなっておりますので、どうしても社会福祉といいますか、

福祉関係のボランティアさんが集まっているというような状況でございます。で

ありますから、第１の質問にありましたような形で、私としては一元化してもら

ったらいいかなというふうに思います。ただ、このセンターをつくって活動して

ありますので、このセンターを町の直轄なり、これは私の意見です、町の直轄な

り、もう少し予算を増やして事務員を増やすとか、そういったことでないと、今

の状態では、言われたように、なかなか拡充が難しいというふうに思っておりま

す。 

以上です。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

厚生労働省の見解では、このボランティアセンターに規定してあることがある

んですね。ちょっと読ませてもらいますけど、「ボランティア活動は、個人の自主

的な意思により、自主的な活動であり、活動者個人の自己表現への欲求や社会参

加の意欲が促進されるだけでなく、社会においてその活動の広がりによって社会

貢献、福祉活動への関心が高まり、さまざまな構成委員がともに支え合い、交流

する地域社会づくりが進むなど、大きな意義を持っています。このため、国民の

ボランティア活動への理解を深め、参加を促進するための拠点としてボランティ

アセンターが設置されているということです。」というふうに、この辺で、厚生労

働省の見解ではこういうふうになっているわけです。 

何か人の役に立ちたいと思う人が、相談場所がボランティアセンターであり、

そこに行けば自分にできることが見つけられ、ボランティア活動に参加できる
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と、これが本来の姿であろうかと思います。情報の一元化ができてない現状で、

それぞれの人たちに、その人が求めるボランティア活動を見つけるには無理があ

ります。今、一元化を含めて考えていきたいということだったので、３点目の質

問には、粕屋町のボランティア組織や地域コミュニティ団体の情報を一元化して

包括管理をし、情報の提供から活動の推進を図り、補助金の配分を明確化し、全

体の活動量の増加を促して、まちづくりに役立てていくべきでありますというふ

うに、３点目の質問になっております。これをやっていきたいと、気持的にはや

っていきたいということですし、これはボランティアセンター側からも情報の一

元化をしたいと、要望があるわけですね。だから、この辺はしっかりしていただ

きたい。 

それとあと２９０万円の委託料というのが、社会福祉協議会から、たぶん横流

しで出ているとは思いますが、この辺もですね、もう１回、検討していただい

て、十分な人材、活動ができるような経費等の予算措置を考えていただきたいと

いうふうに思っています。 

この役割を私、考えたんですね。今町で直轄して管理をしていったがいいの

か、もしくはこのボランティアセンターに、もう１００％委託をして管理をして

いったがいいのか、この辺はどういうふうに思われますか。 

◎議長（進藤啓一君） 

因町長。 

◎町長（因 清範君） 

所管のですね、それぞれ社会福祉協議会で持っているボランティアセンター、

それと、町内で幾つかのボランティアがたくさんございます。主に社会教育課の

所管がそれを持っております。それをどういったふうな形での統合が、一元化が

望ましいのか、等々についてはそれぞれの所管等の意見を聞いて、より良い方法

で一元化を目指していきたいと思っております。 

◎議長（進藤啓一君） 

山議員。 

◎１３番（山秀隆君） 

必ず、これは今回一般質問で芸術文化振興、そしてこのボランティア活動、こ

れはみんな人ですよね。人づくりかまちづくりになってくるということなんです

ね。有名な言葉に、ちょっと誰が言ったか記憶は定かではないんですけど、上中

下とあって、お金を残すことが下、仕事を残すことが中、人材を残すことが上と

いうのがありました。この町長にはですね、この人材を残していって、この辺の

フォローをしっかりできるような形で、町の運営を今後お願いしていただきたい
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というふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上で、私の一般質問を終わります。 

（１３番 山 秀隆君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

これにて一般質問を終了いたします。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

（散会 午後０時００分） 
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平成２４年第３回粕屋町議会定例会会議録（第４号） 
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於 役場議会議場 

１．議事日程 

  第１．委員長報告 
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   ６番 因   辰 美        １４番 浦 元   甫 

   ７番 本 田 芳 枝        １５番 川 口   學 

   ８番 伊 藤   正        １６番 八 尋 源 治 

   ９番 澁 田 順 二        １７番 進 藤 啓 一 

 

３．欠席議員（０名） 

 

４．出席した事務局職員（２名） 

 議会事務局長  長   克 義    ミキシング  安 松 茂 久 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職・氏名（２４名） 

 町    長  因   清 範    教  育  長  大 塚   豊 

 総 務 部 長  田 代   眞    住民福祉部長  工 藤 龍 一 

 都市政策部長  松 永 誠 一    教育委員会次長  因   友 幸 
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 給食センター所長  城 戸 和 子    健康づくり課長  大 石   進 

介護福祉課長  清 武   稔    総合窓口課長  水 上 尚 子 

 子ども未来課長  安河内   渉    環境生活課長  因   光 臣 

 都市整備課長  野 中 清 人    地域振興課長  案 浦 正 明 

 上下水道課長  吉 武 信 一    総務課庶務人事係長  今 泉 真 希 
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（開会 午前９時３０分） 

◎議長（進藤啓一君） 

おはようございます。 

ただいまの出席議員数は１６名全員であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第３７号、粕屋町飼い犬等のふん害等防止に関する条例の制定についてを議

題といたします。本件に関し、委員長の報告を求めます。建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員長 伊藤 正君 登壇） 

◎建設常任委員長（伊藤 正君） 

議案第３７号、粕屋町飼い犬等のふん害等防止に関する条例の制定について、付

託を受けました建設常任委員会での審議の経過と結果について、ご報告いたしま

す。 

本条例は、飼い主の責任としての飼い犬等のふん及び尿の処理等に関し必要な事

項を定めることにより、飼い主のふん害防止に関する意識の高揚を図り、住民の快

適な生活環境の推進に寄与するものであります。 

内容につきましては、公共の場所等におきまして、飼い犬等を移動させるとき

は、ふんを処理するための用具を携帯し、公共の場所を汚したときは、そのふんを

持ち帰り、また尿により汚したときは、他人に迷惑を及ぼさないように適正に処理

するなど、飼い主としての責任を十分自覚し、飼い犬等を適正に飼養し、管理する

とともに、町が行う施策に協力することを責務とするものであります。なお、飼い

主が責務に違反していると認められたときは、必要な措置を講じるよう口頭により

指導し、これに従わないときは勧告及び公表をすることができるものであります。

また勧告を受けた飼い主が従わないときは勧告に従うよう命令することができ、そ

の命令に従わないときは過料に処することができるものであります。 

以上につきまして、当委員会で慎重に審議いたしました結果、全員の賛成をもっ

て可決すべきことに決しましたので、ご報告いたしますが、この点につきましても

う少し申し上げますと、町民の方々に本条例が平成２４年１２月１日より施行され

ることを回覧板などにより周知されますことを付記いたしまして、本議案の委員会

審議の報告にかえさせていただきます。 

（建設常任委員長 伊藤 正君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより議案第３７号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第３７号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決で

あります。本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第３７号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第３８号、粕屋町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

本件に関し、委員長の報告を求めます。建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員長 伊藤 正君 登壇） 

◎建設常任委員長（伊藤 正君） 

議案第３８号、粕屋町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一

部を改正する条例について、付託を受けました建設常任委員会の審議の経過と結果

につきましてご報告いたします。 

今回の改正は、既に地区計画が設定され条例化されております長者原駅南地区の

区域内のＢ地区において、地区整備計画が設定されたことと、新たに花ヶ浦ヒラキ

地区において、地区計画及び地区整備計画が設定されたことに伴い、条例適用の区

域として追加するものであります。 

長者原駅南地区また花ヶ浦ヒラキ地区におきましても、区画整理事業に伴う新た

な低層住宅の整備を主な目的としており、用途や最低敷地面積などを条例により制

限し、住みやすい街並み作りの整備を目指すものであります。 
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以上につきまして、当委員会で慎重に審議いたしました結果、全員の賛成をもっ

て可決すべきことに決しましたことをご報告いたします。 

（建設常任委員長 伊藤 正君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより議案第３８号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第３８号を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決で

あります。本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。よって、議案第３８号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第３９号、粕屋町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、議案第４０号、粕屋町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正

する条例について、以上２件を一括して議題といたします。 

本件に関し、委員長の報告を求めます。厚生常任委員会委員長。 

（厚生常任委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎厚生常任委員長（向野正幸君） 

付託を受けました厚生常任委員会における議案の審議の経過並びに結果につい

て、ご報告いたします。 

議案第３９号及び議案第４０号は関連がありますので、一括してご報告いたしま

す。 

まず、議案第３９号は、粕屋町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正す
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る条例についてであります。この条例は、粕屋町乳幼児医療費の助成対象の拡大に

よる条例の一部改正で、来年度より小学６年生まで入院医療助成対象を拡大するも

のであります。対象者が小学６年生までになると、題名を「粕屋町乳幼児子ども医

療費の支給に関する条例」として、そのほか所要の措置を講ずるものであります。 

当委員会で、慎重審議いたしました結果、全員の賛成で可決すべきことと決しま

したので、ご報告いたします。 

次に、議案第４０号は、粕屋町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改

正する条例についてでございます。 

この条例は、先の粕屋町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部改正に伴い、題

名が「粕屋町乳幼児・こども医療費の支給に関する条例」に改正されることによ

り、本条例の中の条文に題名を引用しているため、所要の措置を行うものでありま

す。 

当委員会で慎重審議いたしました結果、全員賛成で可決すべきことと決しました

ので、ご報告して終わります。 

（厚生常任委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑は一括議案番号順にお願い

いたします。質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより議案第３９号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第３９号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 
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起立全員であります。 

よって、議案第３９号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

これより議案第４０号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第４０号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第４０号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第４１号、粕屋町営住宅管理条例の一部を改正する条例について、議案第４

２号、粕屋町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例について、以上２件を一括し

て議題といたします。 

本件に関し、委員長の報告を求めます。厚生常任委員会委員長。 

（厚生常任委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎厚生常任委員長（向野正幸君） 

付託を受けました厚生常任委員会における議案の審議の経過並びに結果について

ご報告いたします。 

議案第４１号、粕屋町営住宅管理条例の一部を改正する条例及び議案第４２号、

粕屋町立幼稚園設置条例の一部を改正する条例についてであります。これは、平成

２４年８月１日告示第３９号による住居表示の実施に伴い、平成２４年９月２２日

から粕屋町営甲仲原団地及び粕屋町立仲原幼稚園の位置の表示の変更のためです。

所要の措置を講ずるものであります。 

両議案とも、当委員会において慎重に審議を行い、全員賛成をもって可決すべき

議案と決しましたことをご報告して終わります。 
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（厚生常任委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑は一括議案番号順にお願い

いたします。質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより議案第４１号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第４１号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。よって、議案第４１号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

これより議案第４２号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第４２号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第４２号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第４３号、平成２４年度粕屋町一般会計補正予算についてを議題といたしま

す。本件に関し、予算特別委員会委員長の報告を求めます。向野予算特別委員会委

員長。 

（予算特別委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎予算特別委員長（向野正幸君） 

予算特別委員会に付託を受けました議案第４３号、平成２４年度粕屋町一般会計

補正予算について、審議の経過と結果についてご報告いたします。 

なお、審議の経過につきましては、議員全員によります審議でございますので、

要点のみご報告いたします。今回は、既定の予算に、歳入歳出それぞれ３億８,０

８９万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１１８億６８９万３,０００円

とするものであります。 

歳入の主なものといたしましては、９款地方交付税を８,１６６万７,０００円増

額し、１３款国庫支出金で子ども手当負担金を減額、児童手当負担金を増額し、１

４款県支出金でも子ども手当負担金を減額し、児童手当負担金を増額するものであ

ります。また、１７款では、財政調整基金繰入金を２億円減額し、１８款で前年度

の繰越剰余金、２０款で臨時財政対策債をそれぞれ増額するものであります。 

一方、歳出の主なものといたしましては、総務部では、総務課所管の２款１項５

目財産管理費の町長公用車賃借料１５５万５,０００円を増額するものです。 

経営政策課所管では、１３款１項８目の財政調整基金積立金を１億９,３６３万

７,０００円を増額、１３款２項１目の開発公社費土地開発公社利子等補助金を２

４０万円減額するものです。 

協働まちづくり課所管では、２款１項１３目職員給与の人事異動に伴う５２９万

円の減額、区長会管外研修地変更に伴う職員旅費及び補助金１４９万８,０００円

の増額。９款１項２目非常備消防費は、退職団員報償金を、３目消防施設費は、防

災無線保守点検や無線免許更新のため増額するものであります。 

収納課所管では、２款２項２目徴収費の異動に伴う職員給料１９７万５,０００

円の増額であります。 

議会事務局では、１款１項１目議会費の会議録作成支援及び本会議中継システム

の保守委託料及び使用料として２４４万円を増額するものであります。 

続きまして、住民福祉部では、総合窓口課所管の２款２項１目戸籍住民登録費で
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職員手当対象者増等による５２万円の増額と、３款１項３目の社会福祉費で、人事

異動に伴う職員給与、後期高齢者医療特別会計事務費繰出金等で１９４万６,００

０円の増額、３款２項３目子育て支援費で子ども手当から児童手当への組み換え、

及び乳幼児医療助成事業拡大に伴うシステム改修等で２,９１７万５,０００円の増

額であります。 

介護福祉課所管の３款１項４目老人福祉費の元気高齢者支援事業７０万円の減

額、８目障害者福祉費の障害者自立支援給付事業６,３１０万２,０００円、２３年

度分厚生医療費１９６万５,０００円、人事異動に伴う人件費１００万２,０００円

の増額、９目介護保険費の介護保険特別会計繰出金の１,３０２万５,０００円の増

額をするものであります。 

子ども未来課所管では、３款２項２目児童福祉施設費及び１０款４項１目幼稚園

費で、育児休業中の職員増加等により職員給与等をそれぞれ８３２万２,０００

円、３００万円減額し、３款２項１目児童福祉総務費で、人事異動により職員給与

等を５９万円増額するものであります。 

健康づくり所管では、４款１項１目健康づくり総務費を療育指導室不足に伴う更

衣室改築工事費を１２５万３,０００円増額し、４款１項２目感染症対策費のポリ

オワクチン接種方法の変更に伴う予防接種委託料を１,８５３万９,０００円増額す

るものであります。 

都市政策部では、都市整備課所管で４款３項１目下水路整備費で、南里水路護岸

改修を行うため、工事請負費２,０００万円の増額、人事異動に伴い８款１項１目

職員給与費４５７万９,０００円の増額、８款２項１目道路維持修繕費で、通学路

緊急対策を行うため工事請負費１,０００万円の増額、人事異動に伴い２目道路新

設改良費の職員給与４３９万５,０００円の減額、ＪＲ原町駅前、若宮・平原線の

道路拡幅に伴い用地買収及び物件補償費１,３００万円の増額、４目交通安全施設

整備事業で通学路緊急対策を行うため工事請負費１,０００万円の増額を行うもの

です。また、人事異動に伴い、８款５項１目都市計画総務費の職員給与費１６４万

３,０００円の減額を行うものです。 

環境生活課所管では、人事異動に伴い４款２項１目清掃総務費の職員給与費７８

万３,０００円の増額を行うものです。 

地域振興課では、６款１項２目の農業振興費で、人事異動に伴う人件費、農区長

管外研修補助金など６１万９,０００円増額、人事異動に伴い７款１項１目商工総

務費、職員給与費の７４万８,０００円の増額を行うものです。 

学校教育課所管では、１０款１項２目の教育総務費につきまして、人事異動に伴

い、職員手当等１２５万３,０００円を増額するものです。２款１項小学校管理費
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につきましては、人事異動による人件費関係で１,３８１万円、少人数指導のため

臨時職員を増員したことによる賃金２１１万２,０００円を増額いたします。小学

校施設整備事業で、消防施設改修、エレベーター改修、遊具改修、中央小の土間コ

ンクリート工事等で３３４万４,０００円を増額しています。 

３項１目中学校管理費につきましては、人事異動による人件費関係で７４０万円

の減額、中学校運営事業費につきましては、少人数指導の臨時職員を増員したこと

による共済費、賃金で２４２万２,０００円の増額、中学校施設整備事業につきま

しては、消防施設改修、エレベーター改修、粕屋中学校側溝改修、東中学校石積擁

壁改修、運動場出入り口フェンス扉戸取替工事等で５０４万４,０００円の増額を

するものであります。 

２目中学校教育振興費につきましては、九州大会に勝ち進んだ大会費の補助金８

６万７,０００円を増額補正するものであります。 

学校給食共同調理場所管では、１０款５項１目調理場管理費での人事異動に伴う

２６６万１,０００円の減額であります。５項２目調理場建設費については、学校

給食センター建設業務委託料３,８００万円を全額減額し、新目の１０款５項３目

調理場建設調査費で８０４万４,０００円の給食センター建設調査事業費を計上す

るものです。 

社会教育課所管では、１０款６項１目社会教育総務費に人事異動に伴う職員手当

関係で７０万４,０００円、１０款６項６目青少年育成費にときめき体験事業の定

員超過分の追加補助金として５０万円等で、社会教育費に総額１３５万８,０００

円を増額、１０款７項２目総合体育館運営費に自動火災報知設備その他の修繕料と

して１００万円、１３款１項１１目青少年健全育成交流基金費に青少年健全育成交

流基金積立金として３,０６７万円をそれぞれ増額するものです。 

慎重に審議いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決すべきことに決しまし

たことをご報告して終わります。 

（予算特別委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

この議案につきましては、予算特別委員会委員長報告のとおり、議員全員により

ます審議を行っています。 

よって、質疑を省略し、これより討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。はい、６番 因議員。 

（６番 因 辰美君 登壇） 

◎６番（因 辰美君） 

議案第４３号、粕屋町一般会計補正予算について、行政区長の視察研修補助は全



 

 － 152 －

く緊急性がなく、補正予算の定義に反することから、反対の立場で討論をいたしま

す。 

今回の視察研修は東北地方であり、補助金は１人２万２,０００円の予算が１人

８万円になる補正予算です。視察目的は、地域防災の強化と説明されましたが、東

日本大震災は既に１年半も経過しており、時期的な問題、災害規模や種類も違い、

粕屋町の防災強化につながるだろうかと疑問を感じています。粕屋町が本気で地域

防災を強化するのであれば、津波災害ではなく、豪雨災害であると思っています。

本年７月１１日から１４日に降り続いた北部九州豪雨災害では、東日本の震災で防

災意識が高まっている中、長雨で避難誘導の時間があったにもかかわらず、７月１

５日現在ですが、死者２４名、行方不明者８名の被災者を出しています。行政は生

命を守るためになぜ早急に避難誘導ができなかったのか、危機管理体制が問われて

います。まさに今強化策検討の真っ最中であると思います。北部九州豪雨災害がな

かったのであれば、東北も考えられないことはありませんが、平成１１年に起こっ

た大川小学校の浸水などを考えると、県南、熊本、大分を視察した方がはるかに現

実的であり、費用対効果も見込めますし、補正予算も組まずに済みます。せっかく

職員全体に根付こうとしている節約意識、事業の費用対効果あるいは各種団体の統

一した補助金算定基準がシステム化され、財政健全化に向かって進もうとしている

中、想像を逸脱する補正額であると感じます。 

ちなみに、２年に１回の農区長視察研修も、同じ東北地方でありながら、補助金

は例年よりも５万円カットされ、足りない分は農区長手当から各自拠出されると説

明を受けました。各区で地域防災に大きくかかわられている行政区長と農区長は、

そんなにも格差があるのでしょうか。視察場所や目的も同じでありながら、片や大

幅な増額、一方では減額では、不満が出ることは確実であります。何の根拠もない

さじ加減の予算執行は、今後あらゆる慣例となり、各種団体や職員からの不満、ま

た一生懸命に税金を納めている住民の不信感を買い、納税意欲も低下します。 

今回は、本当に迷惑をしているのは、多額の補助を受ける行政区長の皆さんでは

ないかと思っています。なぜならば、地域で何を言われるかわかりません。私はこ

の件について、あらゆる人に聞きました。町民からは、「でたらめ」「無茶苦茶」

「何を考えているのか」賛成者は誰一人いませんでした。行政はもう少し冷静な判

断をされることを要望します。地域の先輩に、このような指摘をするのは本当につ

らいものです。しかし、時間がかかるとは思いますが、いつかはわかっていただけ

ると信じています。住民が納めた税金は、もっと大切に使っていただきたいと住民

も切望していると思います。 

このような観点から、補正予算に対する反対をいたします。 



 

 － 153 －

（６番 因 辰美君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。７番 本田芳枝議員。 

（７番 本田芳枝君 登壇） 

◎７番（本田芳枝君） 

７番、本田芳枝でございます。 

この行政区長への補助金については、決算特別委員会でも審議がありまして、そ

の際、私も申し述べたことがございますが、それも含めて、再度ここで申し上げた

いと思います。すみません、補正予算でした。 

まず第１に、緊急性がないというふうに因議員はおっしゃいましたけれども、今

回の視察の目的は、緊急性という問題ではなくて、東北の震災があって１年半も経

ったのに、ほとんど復興が進んでいない。その復興が進んでいない中で、地域の、

そこの住民の皆さんの有り様はどうなのか。私は多分それを粕屋町で区長として働

いておられる区長の皆さんに行政としてぜひ見てほしいと、そういう思いから、こ

こでこの提案をされたのではないかと考えております。私は実際その場所に行った

ことがないので何とも言えないんですが、私が聞いたところによりますと、県や国

は、その地域に対してほとんど指示がなかったようでございます。その災害があっ

た１カ月間は。結局、その地域の中で、地域力でそこの住民は頑張ってこられたよ

うで、しかもそれは現在も続いている。今の政治情勢を見れば、それは明らかで

す。しかも、復興債と言われる財源はほかのところにも使われていると。むしろそ

の方が多いのではないかというＮＨＫの特集でもありました。 

そういった中で、地域の住民の方は何を心の支えに頑張っておられるのか、これ

から今後どうやっていこうかというときに、それはその地域の住民の絆によるもの

が大きいというふうに聞いております。それで、ちょっと長くなるかもわかりませ

んが、毎日新聞の日曜版の「心のサプリ」というところの記事がありまして、その

中の１人が東北大学の辻（ツジ）教授の調査をもとに書いておられる記事を読ませ

ていただきます。 

題は「ネットワークと健康」という内容ですが、辻（ツジ）教授が注目したの

は、被災した地区、特に壊滅的な悲劇を受けた地区でも、住民同士のネットワーク

が強いところと、さまざまな地区からの住民が住む仮設住宅で、ネットワークが希

薄な地区があることだった。これらの地区に住む被災者６,５００人余りの健康調

査を行った辻（ツジ）教授は、不眠や心の元気さには、地区によって大きな差があ

り、その差には周囲の人々への信頼感やネットワークが大きくかかわっていると指

摘された。すなわち、信頼度の高い地区では不眠の訴えが少なく心の健康度は高
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い。一方、見知らぬ同士が隣り合わせに住む仮設住宅地区では、不眠の訴えも多

く、心の健康が低下すると。それで、新しいネットワークの構築が不可欠だと報告

をされたとなっております。それで、私はこれを見て、また強く思ったんですけれ

ど、粕屋町の中で、各行政区で区長さんを中心に地域の住民のネットワークを再強

化する必要性が、１年半の今だから皆さんの気持ちの中にわき上がってくる。しか

も実際、１年半経った後でも、ほとんど進んでない状況、あるいは住民の皆さんの

心の病を抱えておられる状況を見て、なおさら区長さん方がその気持ちを強くして

戻ってこられて、地域のいろんなことに今から力を出していただく。確かに、区長

さんは任期がございまして、もう残り少ない方もあるかもしれませんが、私は区長

を辞められた方が、その地域の中で非常に重要なキーパーソンとしてボランティア

をしておられる姿を知っております。それでぜひ１年半経った今だからこそ、ぜひ

私は現地に赴いて、いろんなことを見、聞きし、そして、日本の国の現状、防災に

対する考え方、そういうものをつぶさに見てきていただいて、粕屋町の今後に生か

していただきたい。 

そういう意味で、この補正の有り様はとてもいい、非常にタイムリーな内容だと

いうふうに思いました。そういった意味で、私はこの補正予算に賛成をいたしま

す。 

それから、もう１つ、私が賛成するのは、議会の会議録支援費ほか２４４万円の

補正なんですが、議会が何をしているかわからないとずっと言われてまいりまし

た。そういった中で、議会の情報公開を進めるように一般質問もしたことがござい

ますが、今回、会議録の支援システム、それから録画配信についての補正がついて

おります。本当に、節約が必要な中でこれを付けていただいたということは、もの

すごい英断だろうと思います。私は先ほどの区長の区長会への補助金と同じよう

に、それもこれも人を、人材育成の大きな意味があるものと思っています。特に、

情報公開については、議会でやっていることが住民の皆さんに伝わり、また住民の

皆さんが議会と一緒になって、（「なるべく簡明にお願いします」の声あり）はい。

まちづくりをやっていこうという、そういう補正予算を組んでいただいたというこ

とに、私は心から感謝をしておりますし、そういう意味で賛成をさせていただきた

いと思います。 

以上です。 

（７番 本田芳枝君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 



 

 － 155 －

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第４３号を採決いたします。本案に対する予算特別委員会委員長

の報告は可決であります。本案は、予算特別委員会委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立多数であります。 

よって、議案第４３号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第４４号、平成２４年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算について、議

案第４５号、平成２４年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算について、議案

第４６号、平成２４年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について、議案第４７

号、平成２４年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について、以上

特別会計４議案を一括して議題といたします。 

本件に関し、予算特別委員会委員長の報告を求めます。向野予算特別委員会委員

長。 

（予算特別委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎予算特別委員長（向野正幸君） 

予算特別委員会に付託を受けました議案第４４号から議案第４７号まで、一括し

て報告いたします。 

はじめに、議案第４４号、平成２４年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算に

ついて、審議の経過並びに結果を要点のみご報告いたします。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億１,６５７万４,０

００円を増額し、歳入歳出予算の総額を４１億１,１５９万８,０００円とするもの

であります。 

歳入の主なものといたしましては、国民健康保険税を本算定結果から１４１万

９,０００円を減額し、療養給付費等交付金過年度分を２,５９８万２,０００円、

前期高齢者交付金現年度分を９,３１９万８,０００円、それぞれ増額するものであ

ります。 

また、２３年度決算見込みにより、歳入欠陥補填収入を４,４４３万５,０００円
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減額し、収支均衡を図るため、当年度財源不足４,３２４万８,０００円を増額する

ものであります。 

一方、歳出の主なものといたしましては、保険給付費を３,７３０万円、額の確

定に伴い、後期高齢者支援金等を５,８７０万７,０００円、介護納付金を１,７０

４万８,０００円、国庫支出金返納金を５,４３４万４,０００円増額するものであ

ります。また、老人保健拠出金６４５万６,０００円、前年度繰上充用金を４,４４

３万５,０００円減額するものであります。 

慎重審議いたしました結果、賛成多数で可決すべき議案といたしましたことを報

告します。 

次に、議案第４５号、平成２４年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算につ

いて。今回は既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,５８５万２,００

０円を増額し、歳入歳出予算の総額を４億１,６９７万３,０００円とするものであ

ります。 

歳入といたしましては、後期高齢者医療保険料３４１万４,０００円の減額と、

繰入金５６万８,０００円、繰越金１,８６９万８,０００円を増額するものであり

ます。 

一方、歳出といたしましては、総務費５６万８,０００円、後期高齢者医療広域

連合納付金１,２３９万８,０００円、一般会計繰出金を２８８万６,０００円増額

するものであります。 

慎重審議いたしました結果、賛成多数で可決すべき議案といたしましたことを報

告します。 

次に、議案第４６号は、平成２４年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について

であります。審議の経過と結果について、ご報告いたします。 

今回の補正は保険事業勘定で、歳入歳出予算のそれぞれ１億７６３万２,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を１７億２,５８２万６,０００円とするものであ

ります。 

歳入の主なものは、国県支出金４,９３０万１,０００円、支払基金交付金２,８

６３万１,０００円、繰入金１,２８２万５,０００円、前年度繰越金１,０３９万

７,０００円を増額するものであります。 

一方、歳出の主なものは、保険給付費９,８００万円を増額するものでありま

す。 

また、介護サービス勘定は、歳入歳出予算のそれぞれ２５万５,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を８９６万４,０００円とするものであります。 

歳入の主なものは、繰越金４７万７,０００円増額し、繰入金を２２万２,０００
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円減額するものであります。一方、歳出の主なものは、総務費を２５万５,０００

円増額するものであります。 

慎重審議いたしました結果、賛成多数で可決すべき議案といたしましたことを報

告します。 

最後に、議案第４７号は、平成２４年度粕屋町住宅新築資金貸付等特別会計補正

予算について、審議の経過と結果についてご報告いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算それぞれ２１９万７,０００円を追加し、歳入歳出

予算総額を６０４万８,０００円とするものであります。 

歳入では、前年度繰越金２１９万７,０００円を追加し、３１９万７,０００円に

するものであります。一方、歳出では、一般会計繰出金を２１９万７,０００円増

額し、５７９万７,０００円とするものであります。 

慎重審議いたしました結果、全員賛成で可決すべき議案といたしましたことを報

告して終わります。 

（予算特別委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

この４議案につきましても、予算特別委員会委員長報告のとおり、議員全員によ

ります審議を行っています。 

よって、質疑を省略し、早速、議案第４４号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第４４号を採決いたします。 

本案に対する予算特別委員会委員長の報告は可決であります。本案は予算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立多数であります。 

よって、議案第４４号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、議案第４５号の討論に入ります。 
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まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第４５号を採決いたします。 

本案に対する予算特別委員会委員長の報告は可決であります。本案は予算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立多数であります。 

よって、議案第４５号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、議案第４６号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第４６号を採決いたします。 

本案に対する予算特別委員会委員長の報告は可決であります。本案は予算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立多数であります。 

よって、議案第４６号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、議案第４７号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第４７号を採決いたします。 

本案に対する予算特別委員会委員長の報告は可決であります。本案は予算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第４７号は原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、議案第４８号、備品購入契約の締結についてを議題といたします。 

本件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員長 安川 俊彦君 登壇） 

◎総務常任委員長（安川俊彦君） 

議案第４８号、備品購入契約の締結について、付託を受けました総務常任委員会

の審議の経過と結果につきましてご報告をいたします。 

酒殿区が受け持ちの第１２分団の消防ポンプ自動車は、購入より１９年が経過

し、老朽化により、ポンプ性能も低下し、今回買い換えを行うものでございます。

この購入を実施するにあたり、指名業者６社による指名競争入札が行われ、その結

果株式会社九州防災センター代表取締役 永江昭浩が１,４３８万５,０００円で落

札いたしましたので、この者と備品購入契約を締結するにあたり、契約及び財産の

取得または処分に関する条例の規定に基づき、議会の議決を求められたものでござ

います。当委員会で慎重に審議いたしました結果、全員の賛成をもって原案どおり

可決すべきことに決しましたことを報告して終わります。 

（総務常任委員長 安川 俊彦君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第４８号の討論に入ります。 
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まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第４８号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第４８号は、原案のとおり可決いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第４９号、平成２３年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題

といたします。 

本件に関し、決算特別委員会委員長の報告を求めます。向野決算特別委員会委員

長。 

（決算特別委員会委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎決算特別委員長（向野正幸君） 

議案第４９号、平成２３年度粕屋町一般会計歳入歳出決算の認定について、付託

を受けました決算特別委員会の審議の経過と結果についてご報告いたします。 

なお、審議の結果につきましては、要点のみご報告いたします。 

主な事業といたしましては、阿恵大池公園整備事業２期工事、継続事業の千代・

粕屋線街路建設事業、粕屋東中学校大規模改造第７期工事、粕屋中央小学校校舎増

築工事、学校耐震化工事など、安心安全で住みやすい環境整備が行われました。ま

た、原町駅南側町有地への民間保育所の新設に着手し、待機児童解消の対策を進

め、子育て支援が推進されています。さらに生活習慣病予防対策として、特定健

診・特定保健指導事業やがん検診の受診向上、子宮頸がん等ワクチン接種開始な

ど、住民の健康づくりの強化を図るとともに妊婦健診の公的補助、乳幼児健診や乳

幼児家庭全戸訪問など母子保健事業についても充実を図られました。 

また、平成２３年２月９日に町内で発生いたしました高校生２人が犠牲となる飲

酒運転死亡事故を受けて、粕屋町飲酒運転根絶条例を制定し、飲酒運転を根絶する
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さまざまな取り組みがなされました。また、平成２３年３月１１日に発生しました

東日本大震災で被害を受けました被災地への職員派遣などの人的支援が行われまし

た。 

歳入面では、地方税を１億８４１万３,０００円、１.９％の増、地方交付税等各

種交付金が減額されたものの、地方税・地方特例交付金・地方交付税等を合わせた

一般財源が８,６３４万４,０００円の増収となり、財政調整基金に３５６万２,０

００円の積み立てがなされました。 

一方、歳出では、総務費が２,９０６万３,０００円、２.４％の減、民生費が１

億７,１８３万５,０００円、４.７％の増、土木費が１億５,３６１万８,０００

円、１０.３％の減となり、教育費が５,１３６万８,０００円、３.３％の増、公債

費が１,５５２万２,０００円、０.９％の増となっております。 

平成２３年度の決算は、歳入１２３億８,００２万５,０００円、歳出１１７億

４,９４０万５,０００円、歳入歳出差引は６億３,０６２万円で、繰越明許費繰越

財源２,４３７万円を省いた６億６２５万円が次年度へ繰越となりました。 

町債残高は、前年度より６億４,７３７万７,０００円減少し、１０３億７,９８

３万２,０００円となりました。平成２３年度末基金残高は２７億２,０９９万２,

０００円で、対前年度比５,２８６万８,０００円、１.９％の減となりました。 

以上、議員全員による決算委員会で慎重審議の結果、全員賛成で原案どおり認定

すべきものと決しましたことをご報告いたします。 

なお、平成２３年度は、第４次粕屋町総合計画の後期基本計画の初年度にあた

り、粕屋町のめざす姿であります「みんなで創ろう ゆとり いきいき ふれあい 

かすや」の実現に向けてスタートした年となりました。今後も町民と一体となった

簡素で合理的な行政運営を期待しまして、報告を終わります。 

（決算特別委員会委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

この議案につきましては、決算特別委員会委員長の報告のとおり議員全員により

ます審議を行っています。 

よって、質疑を省略し、これより討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 
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ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第４９号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長からの報告は認定であります。本案は特別委

員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第４９号は原案のとおり認定することに決定いたしました。 

◎議長（進藤啓一君） 

ここで暫時休憩いたしたいと思います。再開は１０時４０分からといたします。 

（休憩 午前１０時２７分） 

（再開 午前１０時４０分） 

◎議長（進藤啓一君） 

再開いたします。 

議案第５０号、平成２３年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、議案第５１号、平成２３年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について、議案第５２号、平成２３年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について、議案第５３号、平成２３年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、以上、４議案を一括して議題といたします。 

本件に関し、決算特別委員会委員長の報告を求めます。向野決算特別委員会委員

長。 

（決算特別委員会委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎決算特別委員長（向野正幸君） 

付託を受けました決算特別委員会の審議の経過と結果について、ご報告いたしま

す。 

はじめに、議案第５０号、平成２３年度粕屋町国民健康保険特別会計歳入歳出の

認定についてでございます。審議の経過と並びに結果について、要点のみご報告い

たします。 

平成２３年度歳入歳出決算は、歳入総額３５億６,６８２万３,９１７円、歳出総

額３７億７,２３８万８,３８４円です。歳入歳出差引２億５５６万４,４６７円の

歳入不足となり、赤字決算であります。 

まず、歳入では、前年度に比べ、国庫支出金が６,７１２万５,０００円、前期高

齢者交付金が４,６３１万７,０００円、療養給付金等交付金が３,９８８万９,００

０円、それぞれ増額になっており、県支出金７４７万４,０００円の減額になって
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います。歳入では、前年度と比べ２億１,３２３万８,０００円の増額であります。 

一方、歳出につきましては、前年度と比較して、保険給付費が８,２３８万３,０

００円、前年度繰上充用金が１億２,９９５万３,０００円、後期高齢者支援金等が

３,６６１万３,０００円、介護納付金が２,２０３万３,０００円、それぞれ増加し

ており、平成２３年度単年度収支では４,３１６万３,０００円の赤字となっていま

す。 

慎重審議いたしました結果、全員賛成で原案どおり認定すべきものと決しました

ことを報告いたします。 

次に、議案第５１号、平成２３年度粕屋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について、審議の経過並びに結果をご報告いたします。 

平成２３年度歳入歳出決算は、歳入総額３億６,９１４万７,５０４円、歳出総額

３億５,０４４万８,２８９円で、歳入歳出差引１,８６９万９,２１５円が次年度へ

繰越となっています。 

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料の２億７,７０２万７,０００円で、昨

年度より６９２万３,０００円の増、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合

納付金の３億２,９５５万９,０００円で、前年度より７８０万円の増であります。 

慎重審議いたしました結果、賛成多数で原案どおり認定すべきものと決しました

ことを報告いたします。 

次に、議案第５２号は、平成２３年度粕屋町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定についてであります。審議の経過並びに結果をご報告いたします。 

平成２３年度の決算は、保健事業勘定で、歳入総額１６億１,２２６万１,９４１

円、歳出総額１６億１８６万３,９１４円、歳入歳出差引額１,０３９万８,０２７

円が次年度へ繰越となっております。 

歳入の主なものは、第１号被保険者保険料３億１,６５６万９,０９４円、国・

県・支払基金から負担金及び交付金９億８,４９５万５,８９８円、一般会計からの

繰入金２億６,９００万５,８９８円、繰越金２,１５５万３,０５１円であります。 

一方、歳出につきましては、保険給付費１４億６,８３４万７,１０２円と、総務

費８,００４万１,９０９円、地域支援事業費３,２０７万５,２８３円であります。 

次に、介護サービス勘定で、歳入総額９７７万８,３７７円、歳出総額９２９万

９,９２９円、歳入歳出差引額４７万８,４４８円が次年度へ繰越となっておりま

す。 

歳入は、ケアプラン作成によるサービス収入８７８万５,３２０円と、繰入金７

１万４,０００円、繰越金２７万９,０５７円であります。 

歳出は、総務費７１４万９,６６９円、サービス事業費２１５万２６０円であり
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ます。 

慎重審議いたしました結果、全員賛成で可決すべき議案といたしましたことを報

告いたします。 

最後に、議案第５３号は、平成２３年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計

歳入歳出決算の認定について、審議の経過並びに結果をご報告いたします。 

平成２３年度の決算は、歳入総額８０１万５,１６２円、歳出総額４８１万８,１

４０円で、歳入歳出差引額３１９万７,０２２円が次年度への繰越となっておりま

す。 

歳入の主なものは、貸付金の償還と繰越金であります。 

一方、歳出の主なものは、一般会計繰出金であります。 

慎重審議いたしました結果、全員賛成で可決すべき議案といたしましたことをご

報告して終わります。 

（決算特別委員会委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

この４議案につきましても、決算特別委員会委員長報告のとおり、議員全員によ

ります審議を行っています。よって質疑を省略し、早速議案第５０号の討論に入り

ます。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第５０号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長の報告は認定であります。本案は決算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。よって、議案第５０号は原案のとおり認定することに決し

ました。 

◎議長（進藤啓一君） 

これより、議案第５１号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 
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（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第５１号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長の報告は認定であります。本案は決算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立多数であります。よって、議案第５１号は原案のとおり認定することに決し

ました。 

◎議長（進藤啓一君） 

これより、議案第５２号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第５２号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長の報告は認定であります。本案は決算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。よって、議案第５２号は原案のとおり認定することに決し

ました。 

◎議長（進藤啓一君） 

これより、議案第５３号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 
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次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第５３号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長の報告は認定であります。本案は決算特別委

員会委員長の報告のとおり、決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。よって、議案第５３号は原案のとおり認定することに決し

ました。 

◎議長（進藤啓一君） 

議案第５４号、平成２３年度粕屋町水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算

の認定について、議案第５５号、平成２３年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計

収入支出決算認定について、以上２議案を一括して議題といたします。 

本件に関し、決算特別委員会委員長の報告を求めます。向野決算特別委員会委員

長。 

（決算特別委員会委員長 向野 正幸君 登壇） 

◎決算特別委員長（向野正幸君） 

決算特別委員会に付託を受けました議案第５４号、第５５号の審議の経過と結果

について、要点のみご報告いたします。 

議案第５４号は、平成２３年度粕屋町水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決

算の認定についてであります。平成２３年度の収支決算では、消費税抜きで収益的

収支の収入は８億８,２８４万２,４４７円、支出は８億２６５万９７９円で、当年

度の純利益は８,０１９万１,４６８円であります。資本的収支は消費税込みで資本

的収入が８９万２,５００円、資本的支出が２億３,４３２万７,３２３円、不足額

２億３,３４３万４,８２３円となっています。不足額につきましては、過年度分損

益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんされる

ものでございます。 

なお、剰余金処分につきましては、平成２２年度から繰越利益剰余金１億１,０

１３万５,２３３円と当年度の純利益８,０１９万１,４６８円を合わせました１億

９,０３２万６,７０１円から減債積立金５００万円、建設改良積立金７,５００万

円を積立処分し、翌年度繰越利益剰余金は１億１,０３２万６,７０１円となってお

ります。 
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慎重審議いたしました結果、賛成多数で原案どおり可決認定すべきものと決定い

たしましたことをご報告いたします。 

次に、議案第５５号、平成２３年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計収入支出

決算の認定についてであります。平成２３年度の収支決算では、消費税抜きで収益

的収支の収入は９億８,２００万４７２円、支出は１０億５,９５１万７,４８３円

で、当年度の純損失は７,７５１万７,０１１円であります。 

資本的収支は消費税込みで資本的収入が９億１,８４５万７,４２０円、資本的支

出が１０億２,９６８万１,８７４円、不足額１億１,１２２万４,４５４円となって

おります。不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金で補てんされるものでございます。 

慎重審議いたしました結果、全員の賛成で原案どおり認定すべきものと決しまし

たことをご報告いたします。 

なお、下水道事業におきまして、浸水対策事業の５カ年計画が進められており、

平成２３年度におきましては、粕屋フォーラムの駐車場の地下に雨水調整池が建設

されましたが、これからの局所的な豪雨に対して、町民の生命財産を守る上で大切

な事業でありますので、計画に沿った事業を円滑に進めていただきたいことを申し

添えて終わります。 

（決算特別委員会委員長 向野 正幸君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

この２議案につきましても、決算特別委員会委員長報告のとおり、議員全員によ

ります審議を行っています。よって質疑を省略し、早速、議案第５４号の討論に入

ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を集結いたします。 

これより議案第５４号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長の報告は原案可決及び認定であります。本案

は決算特別委員会委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 
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◎議長（進藤啓一君） 

起立多数であります。 

よって、議案第５４号は原案可決及び認定とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

これより議案第５５号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第５５号を採決いたします。 

本案に対する決算特別委員会委員長の報告は認定であります。本案は決算特別委

員会委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。 

よって、議案第５５号は原案のとおり認定とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題といた

します。本件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員長 安川 俊彦君 登壇） 

◎総務常任委員長（安川俊彦君） 

諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、付託を受け

ました総務常任委員会の審議の経過と結果につきまして、報告いたします。 

平成１９年１月１日から人権擁護委員をしていただいております澤田初美氏の任

期が本年１２月３１日をもって満了となりますことに伴いまして、同氏を再度人権

擁護委員の候補者に推薦するにあたり、議会の意見を求められたものであります。

同氏は、粕屋町の行政吏員として３４年間奉職され、広く社会の実情に通じ、人

格、識見ともに優れた方であります。 

なお、委員の推薦につきましては、任期満了の３カ月前までに行うことになって

おります。当委員会で慎重に審議いたしました結果、全員の賛成をもって、同氏を

推薦するにあたり、適任者と認めましたことをご報告いたします。 
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（総務常任委員長 安川 俊彦君 降壇） 

◎議長（進藤啓一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（進藤啓一君） 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

討論を省略し、これより諮問第３号を採決いたします。 

本案に対する総務常任委員会委員長の報告は適任であります。本案は委員長の報

告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（進藤啓一君） 

起立全員であります。よって、諮問第３号は適任とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

意見書案第７号、自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援

を求める意見書案を議題といたします。 

意見書案第７号に対する総務常任委員会委員長からの報告は可決であります。意

見書案第７号は、可決とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって意見書案第７号は可決とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

意見書案第８号、脱法ドラッグ、とりわけ脱法ハーブに対する早急な規制強化を

求める意見書案を議題といたします。意見書案第８号に対する厚生常任委員会委員

長からの報告は可決であります。意見書案第８号は可決とすることご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって意見書案第８号は可決とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

請願第２号、少人数学級推進義務教育費国庫負担制度拡充を国の関係機関に求め

る意見書提出に関する請願を議題といたします。 

請願第２号に対する総務常任委員会委員長からの報告は採択であります。請願第

２号は採択とすることにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって請願第２号は採択とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

請願第３号、拉致問題意見書決議案に関する請願書を議題といたします。請願第

３号に対する総務常任委員会委員長からの報告は採択であります。請願第３号は採

択とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって請願第３号は採択とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

お諮りいたします。請願に係る草案につきましては、事務局と協議作成の上、関

係機関に提出したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって、請願に係る草案につきましては、事務局と協議

作成の上、関係機関に提出することに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

委員会の閉会中の所管事務調査を議題といたします。 

会議規則第７５条の規定により各委員長から所管事務の調査事項について、閉会

中の継続審査の申し出があっております。 

お諮りいたします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とするこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続

審査とすることに決しました。 

◎議長（進藤啓一君） 

町長から発言の申し出があっておりますので、これを認めます。因町長。 

（町長 因 清範君 挙手） 

◎町長（因 清範君） 

平成２４年第３回粕屋町議会定例会の閉会にあたりまして、自席からではござい

ますが、一言ごあいさつ申し上げます。 

暑かった夏も台風１６号を境にめっきり秋らしくなりました。 
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さて、９月７日に開会されました今定例会におきまして、提案を申し上げました

２０件の議案等につきましてご審議賜り、いずれも原案どおり議決いただきました

ことを心より厚くお礼を申し上げます。 

早いもので、今年度も既に半期を過ぎようとしておりますが、今後は、諸事業の

仕上げの時期と考えております。残りの後半も気を抜くことなく、厳しい財政状況

の中、更なる行財政改革を進めるとともに、今議会でご指摘いただきました点につ

きましては、真摯に受け止め、町民の信頼と付託に応え、町民との協働に取り組み

ながら行政の執行に当たっていく所存でございますので、今後ともご理解、ご協力

を賜りますよう、お願い申し上げます。 

残暑もまだまだ厳しく、夏の疲れが出やすい時期でもございます。議員各位にお

かれましては、十分にお身体にご自愛いただき、公私共に活躍されますことをご祈

念申し上げまして、９月定例会の閉会に当たりましての、私のあいさつとさせてい

ただきます。 

本日は、誠にありがとうございました。 

（町長 因 清範君 着席） 

◎議長（進藤啓一君） 

これをもって本定例会に付議されました案件の審議は全部終了しました。 

よって、平成２４年第３回粕屋町議会定例会を閉会いたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（進藤啓一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、平成２４年第３回粕屋町議会定例会を閉会いたします。 

（閉会 午前１１時０６分） 
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会議録調製者   長   克 義 
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